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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、J2EE Web アプリケーションをアセンブルおよびコンフィ
グレーションする方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章「Web アプリケーションの基本事項」では、WebLogic Server におけ
る Web アプリケーションの使用について概説します。

� 第 2 章「Web アプリケーションのデプロイメント」では、Web アプリケー
ションを WebLogic Server にデプロイする方法について説明します。 

� 第 3 章「Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション」
では、Web アプリケーション コンポーネントをコンフィグレーションする
方法について説明します。 

� 第 4 章「Web アプリケーションにおけるセッションとセッション永続性の使
用」では、Web アプリケーションで HTTP セッションとセッション永続性を
使用する方法について説明します。

� 第 5 章「Web アプリケーションでのセキュリティのコンフィグレーション」
では、Web アプリケーションで認証と認可をコンフィグレーションする方法
について説明します。

� 第 6 章「アプリケーション イベントとリスナ」では、Web アプリケーショ
ンで J2EE イベント リスナを使用する方法について説明します。

� 第 7 章「フィルタ」では、Web アプリケーションでフィルタを使用する方法
について説明します。

� 第 8 章「Web アプリケーションのデプロイメント記述子の記述」では、Web 
アプリケーション デプロイメント記述子を手動で記述する方法について説明
します。

� 付録 A「web.xml デプロイメント記述子の要素」では、web.xml デプロイメ
ント記述子用のデプロイメント記述子要素のリファレンスを提供します。
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション ix



� 付録 B「weblogic.xml デプロイメント記述子の要素」では、weblogic.xml 
デプロイメント記述子用のデプロイメント記述子要素のリファレンスを提供
します。

対象読者

このマニュアルは、Sun Microsystems の Java 2 Platform, Enterprise Edition  (J2EE) 
を使用して e-コマース アプリケーションを構築するアプリケーション開発者を
対象としています。Web テクノロジ、オブジェクト指向プログラミング手法、
および Java プログラミング言語に読者が精通していることを前提として書かれ
ています。

e-docs Web サイト

BEA 製品のドキュメントは、BEA の Web サイトで入手できます。BEA のホー
ム ページで [製品のドキュメント ] をクリックします。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ファイル｜印刷 ] オプションを使用すると、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、WebLogic Server の Web サイトで入手できます。
PDF を Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュアルの全体 (または一部分 ) を書
籍の形式で印刷できます。PDF を表示するには、WebLogic Server ドキュメント
のホーム ページを開き、[ドキュメントのダウンロード ] をクリックして、印刷
するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイト (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。
x Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション
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関連情報

BEA の Web サイトでは、WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
以下のWebLogic Server ドキュメントには、WebLogic Server アプリケーション
のコンポーネントの作成に関連する情報が含まれています。

� 『WebLogic HTTP サーブレット プログラマーズ ガイド』(

� 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイド』(

� 『WebLogic Web サービス プログラマーズ ガイド』(

� 『WebLogic Server アプリケーションの開発』(

Java アプリケーションの開発に関する一般情報については、Sun Microsystems, 
Inc. の Java 2, Enterprise Edition Web サイト (http://java.sun.com/products/j2ee/) を
参照してください。

サポート情報

BEA のドキュメントに関するユーザからのフィードバックは弊社にとって非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送りください。寄せられた意見については、WebLogic Server のドキュメ
ントを作成および改訂する BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメッセージには、ご使用のソフトウェア名とバージョン名、および
マニュアルのタイトルと作成日付をお書き添えください。本バージョンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、または BEA WebLogic Server の
インストールおよび動作に問題がある場合は、BEA WebSupport (www.bea.com) 
を通じて BEA カスタマ サポートまでお問い合わせください。カスタマ サポート
への連絡方法については、製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート 
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、電子メール アドレス、電話番号、ファクス番号
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション xi
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� 会社の名前と住所

� お使いの機種とコード番号

� 製品の名前とバージョン

� 問題の状況と表示されるエラー メッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕+
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すことを示す。

斜体 強調または書籍のタイトルを示す。

等幅テキスト コード サンプル、コマンドとそのオプション、データ構造体とそ
のメンバー、データ型、ディレクトリ、およびファイル名とその

拡張子を示す。等幅テキストはキーボードから入力するテキスト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;
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すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、環境変数、および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマンドラインで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すことができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラメータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード サンプルまたは構文で項目が省略されていることを示す。 

表記法 適用
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション xiii



xiv Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション



1 Web アプリケーションの基本事項

この章では、Web アプリケーションをコンフィグレーションおよびデプロイす
る方法について説明します。

� 1-1 ページの「Web アプリケーションの概要」

� 1-4 ページの「Web アプリケーション作成の主な手順」

� 1-6 ページの「ディレクトリ構造」

� 1-7 ページの「URL と Web アプリケーション」

� 1-8 ページの「Web アプリケーション開発者向けツール」

Web アプリケーションの概要

Web アプリケーションには、サーブレット、JavaServer Pages (JSP)、JSP タグ ラ
イブラリなどのアプリケーションのリソースと、HTML ページや画像ファイル
などの静的リソースが組み込まれています。また、Web アプリケーションは、
エンタープライズ JavaBean (EJB) などの外部リソースへのリンクも定義できま
す。WebLogic Server にデプロイされる Web アプリケーションは、標準の J2EE 
デプロイメント記述子ファイルと WebLogic 固有のデプロイメント記述子ファイ
ルを使用してそれらのリソースと操作パラメータを定義します。 

JSP と HTTP サーブレットは、WebLogic Server で使用可能なすべてのサービス
と API にアクセスできます。これらのサービスには、EJB、Java Database 
Connectivity (JDBC) を介したデータベース接続、Java Messaging Service (JMS)、
XML などがあります。 

Web アーカイブには、Web アプリケーションを構成するファイル (WAR ファイ
ル ) が格納されます。WAR ファイルは、1 つまたは複数の WebLogic Server にユ
ニットとしてデプロイされます。

WebLogic Server の Web アーカイブには、常に次のファイルが含まれます。
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 1-1



1 Web アプリケーションの基本事項
� 最低 1 つのサーブレットまたは JSP ページ、およびヘルパー クラス 

� web.xml デプロイメント記述子 (WAR ファイルの内容を記述する J2EE 標準
の XML ドキュメント ) 

� weblogic.xml デプロイメント記述子 (Web アプリケーション用の WebLogic 
Server 固有の要素が格納される XML ドキュメント ) 

Web アーカイブには、HTML ページまたは XML ページ、およびそれらに付属
する画像やマルチメディア ファイルなどのサポート ファイルが含まれている場
合もあります。

WAR ファイルは、単独でデプロイすることも、他のアプリケーション コンポー
ネントと一緒にエンタープライズ アーカイブ (EAR ファイル ) にパッケージ化す
ることもできます。単独でデプロイする場合、アーカイブは .war 拡張子で終わ
る必要があります。EAR ファイルに含めてデプロイする場合、アーカイブは 
.ear 拡張子で終わる必要があります。(注意 : ディレクトリ全体をデプロイする

場合は、ディレクトリ名に .ear、.war、.jar などを付けないでください。) 

サーブレット

サーブレットは WebLogic Server で実行される Java クラスであり、クライアン
トから要求を受け取り、その要求を処理して、必要に応じてクライアントに応答

を返します。GenericServlet は、プロトコルに依存せず、他の Java クラスからア
クセスされるサービスを実装するために J2EE アプリケーションで使用できま
す。HttpServlet は、HTTP プロトコルのサポートで GenericServlet を拡張しま
す。HttpServlet は主に、Web ブラウザの要求に応えて動的な Web ページを生成
するために使用します。

JavaServer Pages

JSP ページは、Java コードを Web ページに埋め込むことができる拡張 HTML で
記述された Web ページです。JSP ページでは、HTML に似たタグを使用して、
taglibs と呼ばれるカスタム Java クラスを呼び出すことができます。WebLogic 
JSP コンパイラ、weblogic.jspc は、JSP ページをサーブレットに変換しま
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す。WebLogic Server では、サーブレット クラス ファイルが存在しないか、また
は JSP ソース ファイルよりもタイムスタンプが古い場合に JSP ページが自動的
にコンパイルされます。

サーバでのコンパイルを避けるために、あらかじめ JSP ページをコンパイルし、
サーブレット クラスを Web アーカイブにパッケージ化することもできます。
サーブレットと JSP ページは、Web アプリケーションと一緒にデプロイしなけ
ればならないヘルパー クラスに依存する場合があります。

Web アプリケーションのディレクトリ構造

Web アプリケーションは J2EE 仕様で定義されている標準ディレクトリ構造を採
用しており、このディレクトリ構造を使用するファイルの集合としてデプロイさ

れるか (この種のデプロイメントを展開ディレクトリ形式 と呼ぶ )、または WAR 
ファイルというアーカイブ ファイルとしてデプロイされます。展開ディレクト
リ形式による Web アプリケーションのデプロイは、主にアプリケーションの開
発時に行います。WAR ファイルによる Web アプリケーションのデプロイは、主
にプロダクション環境で行います。

Web アプリケーション コンポーネントは、jar コマンドを使って作成される 
WAR ファイルをステージングするために各ディレクトリにアセンブルされま
す。HTML ページ、JSP ページといったこれらのコンポーネントから参照される 
Java クラス以外のファイルは、ステージング ディレクトリの最上位から順にア
クセスされます。

XML 記述子、コンパイル済み Java クラス、および JSP taglibs は、ステージング 
ディレクトリの最上位に存在する WEB-INF サブディレクトリに格納されます。
Java クラスとしては、サーブレット、ヘルパー クラス、およびコンパイル済み
の JSP ページ (必要な場合 ) などがあります。

ステージングが終了したら、jar コマンドを使用してディレクトリ全体を WAR 
ファイルにまとめます。WAR ファイルは、それだけでデプロイすることも、他
の Web アプリケーション、EJB コンポーネント、WebLogic コンポーネントと
いった他のアプリケーション コンポーネントと一緒にエンタープライズ アーカ
イブ (EAR ファイル ) にパッケージ化することもできます。
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JSP ページと HTTP サーブレットは、WebLogic Server で使用可能なすべての
サービスと API にアクセスできます。これらのサービスには、EJB、Java 
Database Connectivity (JDBC) を介したデータベース接続、JavaMessaging Service 
(JMS)、XML などがあります。 

Web アプリケーション作成の主な手順

次に示すのは、Web アプリケーション作成の手順をまとめたものです。
WebLogic Server に付属の開発者向けツールを使用して Web アプリケーションを
作成およびコンフィグレーションできます。詳細については、1-8 ページの
「Web アプリケーション開発者向けツール」を参照してください。

Web アプリケーションを作成するには、次の手順に従います。

1. Web アプリケーションの Web インタフェースを構成する HTML ページおよ
び JSP を作成します。通常、Web デザイナは、Web アプリケーションのこの
部分を作成します。

『WebLogic JSP プログラマーズ ガイド』を参照してください。

2. サーブレットと、JavaServer Pages (JSP)  で参照される JSP taglibs 用の Java 
コードを記述します。通常、Java プログラマは、Web アプリケーションのこ
の部分を作成します。

『WebLogic HTTP サーブレット プログラマーズ ガイド』を参照してくださ
い。

3. サーブレットをクラス ファイルにコンパイルします。

「WebLogic Server J2EE アプリケーションの開発」の「コンパイルの準備」
を参照してください。

4. リソース (サーブレット、JSP、静的ファイル、およびデプロイメント記述子
) を指定のディレクトリ形式に従って配置します。1-6 ページの「ディレクト
リ構造」を参照してください。
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5. WebLogic アプリケーション デプロイメント記述子 (web.xml) を作成し、
Web アプリケーション用の WEB-INF ディレクトリに配置します。この手順
では、サーブレットの登録、サーブレット初期化パラメータの定義、JSP タ
グ ライブラリの登録、セキュリティ制約の定義、およびその他の Web アプ
リケーション パラメータの定義を行います。 

8-3 ページの「web.xml デプロイメント記述子の作成」および「WebLogic 
Builder」を参照してください。

Web アプリケーション デプロイメント記述子はさまざまな方法で編集できま
す (8-2 ページの「デプロイメント記述子を編集するためのツール」を参照 )。

6. WebLogic 固有のデプロイメント記述子 (weblogic.xml) を作成し、Web ア
プリケーション用の WEB-INF ディレクトリに配置します。この手順では、
JSP プロパティ、JNDI マッピング、セキュリティ ロール マッピング、およ
び HTTP セッション パラメータの定義方法を指定します。 

8-25 ページの「WebLogic 固有のデプロイメント記述子 (weblogic.xml) の記
述」および「WebLogic Builder」を参照してください。

Web アプリケーション デプロイメント記述子はさまざまな方法で編集できま
す (8-2 ページの「デプロイメント記述子を編集するためのツール」を参照 )。

7. Web アプリケーションのファイルを WAR ファイルにアーカイブします (開
発中には、展開ディレクトリ形式でアプリケーションを開発して Web アプ
リケーションの各コンポーネントを更新するほうが便利です )。次のコマン
ドを Web アプリケーションのルート ディレクトリから使用します。

jar cv0f myWebApp.war .

このコマンドでは、myWebApp.war という Web アプリケーションのアーカイ
ブ ファイルが作成されます。

8. Web アプリケーションをエンタープライズ アプリケーションの一部として
デプロイする場合、WAR ファイルをエンタープライズ アプリケーション 
アーカイブ (EAR ファイル ) に組み込みます。2-6 ページの「エンタープラ
イズ アプリケーションの一部としての Web アプリケーションのデプロイメ
ント」を参照してください。

9. Web アプリケーションまたはエンタープライズ アプリケーションを 
WebLogic Server にデプロイします。この最後の手順により、Web アプリ
ケーションは WebLogic Server 上でリクエストを処理するようコンフィグ
レーションされます。2-1 ページの「Web アプリケーションのデプロイメン
ト」を参照してください。
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ディレクトリ構造

Web アプリケーションは、指定されたディレクトリ構造の中で開発します。こ
れにより、Web アプリケーションをアーカイブして、WebLogic Server または別
の J2EE 対応サーバにデプロイできるようになります。Web アプリケーションに
属するすべてのサーブレット、クラス、静的ファイル、およびその他のリソース

は、ディレクトリ階層に基づいて配置されます。この階層のルートは、Web ア
プリケーションのドキュメント ルートを定義します。このルート ディレクトリ
の下に置かれたファイルは、WEB-INF という特別なディレクトリの下にあるファ
イルを除き、すべてクライアントに提供されます。Web アプリケーションの名
前は、Web アプリケーションのコンポーネントに対するリクエストを解決する
ために使われます。

非公開ファイルは、ルート ディレクトリの下の WEB-INF ディレクトリに配置し
ます。WEB-INF の下のすべてのファイルは公開されず、クライアントには提供さ
れません。 

DefaultWebApp/

このディレクトリ (Web アプリケーションのドキュメント ルート ) に
は、HTML ファイルなどの静的ファイルと JSP ファイルを配置します。
WebLogic Server のデフォルトでは、このディレクトリの名前は 
DefaultWebApp で、user_domains/mydomain/applications の下
に置かれます。 

DefaultWebApp/WEB-INF/web.xml

Web アプリケーションをコンフィグレーションするデプロイメ
ント記述子です。

DefaultWebApp/WEB-INF/weblogic.xml

WebLogic 固有のデプロイメント記述子 ファイルです。この
ファイルには、web.xml ファイルに記述されたリソースを 
WebLogic Server 内の別の場所に存在するリソースにマップす
る方法が定義されます。またこのファイルは、JSP および 
HTTP セッション属性を定義するために使用されます。

DefaultWebApp/WEB-INF/classes

HTTP サーブレットやユーティリティ クラスなどのサーバサイ
ド クラスが格納されます。 
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DefaultWebApp/WEB-INF/lib

JSP タグ ライブラリなど、Web アプリケーションによって使用
される JAR ファイルが格納されます。

URL と Web アプリケーション

クライアントが Web アプリケーションにアクセスするために使用する URL は、
次のパターンで作成します。

http://hoststring/ContextPath/servletPath/pathInfo

各要素の説明は次のとおりです。

hoststring

仮想ホストにマップされるホスト名または hostname:portNumber

ContextPath

Web アプリケーションのコンテキスト ルート (application.xml また
は weblogic.xml で指定されている場合 )。  コンテキスト ルートが指定
されていない場合、ContextPath は Web アプリケーションのアーカイ
ブ ファイルの名前 (myWebApp.war など ) または Web アプリケーション
がデプロイされたディレクトリの名前になる

servletPath

servletPath にマップされるサーブレット

pathInfo

URL の残りの部分 (通常はファイル名 )

仮想ホスティングを使用している場合、URL の hoststring の部分を仮想ホス
ト名に置き換えることができます。

詳細については、「WebLogic Server による HTTP リクエストの解決方法」を参
照してください。
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Web アプリケーション開発者向けツール

BEA では、Web アプリケーションの作成とコンフィグレーションを支援する
ツールを提供しています。

WebLogic Builder

WebLogic Builder は、J2EE アプリケーション モジュールを作成し、そのデプロ
イメント記述子を作成および編集して、それを WebLogic Server にデプロイする
ためのグラフィカル ツールです。

WebLogic Builder には、アプリケーションのデプロイメント記述子 XML ファイ
ルを編集するためのビジュアル編集環境が用意されています。WebLogic Builder 
では、これらの XML ファイルをビジュアルに編集しながら参照できるので、テ
キストによる編集は必要ありません。 

WebLogic Builder では、次の開発タスクを行うことができます。 

� J2EE モジュール用のデプロイメント記述子ファイルの生成

� モジュールのデプロイメント記述子ファイルの編集

� デプロイメント記述子ファイルのコンパイルと検証

� J2EE モジュールのサーバへのデプロイ

「WebLogic Builder」を参照してください。

スケルトン デプロイメント記述子を作成する ANT 
タスク

スケルトン デプロイメント記述子を作成するときに、WebLogic ANT ユーティ
リティを使用できます。ANT ユーティリティは WebLogic Server 配布キットと
共に出荷されている Java クラスです。ANT タスクによって、Web アプリケー
ションを含むディレクトリが調べられ、その Web アプリケーションで検出され
たファイルを基にデプロイメント記述子が作成されます。ANT ユーティリティ
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は、個別の Web アプリケーションに必要なコンフィグレーションやマッピング
に関する情報をすべて備えているわけではないので、ANT ユーティリティに
よって作成されるスケルトン デプロイメント記述子は不完全なものです。ANT 
ユーティリティがスケルトン デプロイメント記述子を作成した後で、テキスト 
エディタ、XML エディタ、または Administration Console を使ってデプロイメン
ト記述子を編集し、Web アプリケーションのコンフィグレーションを完全なも
のにしてください。

ANT ユーティリティを使ってデプロイメント記述子を作成する方法の詳細につ
いては、「Web アプリケーションのパッケージ化」を参照してください。

Web アプリケーション デプロイメント記述子エ
ディタ

WebLogic Server の Administration Console には、統合されたデプロイメント記述
子エディタがあります。この統合エディタを使用する前に、少なくともスケルト

ン web.xml デプロイメント記述子を作成しておく必要があります。

詳細については、「Web アプリケーションのデプロイメント記述子の記述」およ
び「Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタ (war)」を参照してく
ださい。

BEA XML エディタ

BEA XML エディタは、指定した DTD または XML スキーマに基づいて XML 
コードを検証します。この XML エディタは Windows または Solaris マシンで使
用でき、BEAの Dev2Dev  Online からダウンロードできます。
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2 Web アプリケーショ ンのデプロイ
メン ト

WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン トの詳細については、

「WebLogic Server デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。 この章では、 Web ア
プリ ケーシ ョ ンに固有のデプロイ メ ン ト手順のみを説明します。 

Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする と、 WebLogic Server は Web アプ リ ケー

シ ョ ンのコンポーネン ト をク ライアン トに提供できるよ うにな り ます。 Web ア
プリ ケーシ ョ ンは、 ユーザの環境と  Web アプリ ケーシ ョ ンがプロダクシ ョ ン環

境に置かれるかど うかに基づいて、 複数の手順のう ちの 1 つでデプロイできま

す。 WebLogic Server Administration Console、 weblogic.Deployer ユーティ リ

テ ィ、 または自動デプロイ メ ン ト を使用できます。 

Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする手順では、 正しいディ レク ト リ構造を使

用し、 web.xml デプロイ メ ン ト記述子を含み、 必要であれば weblogic.xml デプ

ロイ メ ン ト記述子も含む、 正常に作動する  Web アプ リ ケーシ ョ ンを作成してい

るこ とを前提と しています。 Web アプリ ケーシ ョ ンの作成に必要な手順の概要

については、 1-4 ページの 「Web アプ リ ケーシ ョ ン作成の主な手順」 を参照して

ください。

以下の節では、 Web アプリ ケーシ ョ ンに固有の情報を提供します。

� 自動デプロイ メ ン ト を使用した  Web アプリ ケーシ ョ ンの再デプロイ メ ン ト

� Web アプリ ケーシ ョ ンをプロダクシ ョ ン  モードで再デプロイするための要

件

� 静的コンポーネン ト  (JSP ファ イル、 HTML ファ イル、 画像ファ イルなど ) の
更新

� エンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンの一部と しての Web アプ リ ケーシ ョ ン

のデプロイ メ ン ト
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2 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト
自動デプロイメン ト を使用した Web アプリ
ケーションの再デプロイメン ト

applications ディ レ ク ト リにデプロイ されている  Web アプリ ケーシ ョ ンのコ

ンポーネン ト  (JSP、 HTML ページ、 Java ク ラスなど ) を変更し、 自動デプロイ

メ ン ト を使用している場合、 変更を反映するために、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを

再デプロイする必要があ り ます。 この手順は、 WAR アーカイブ ファ イルでデプ

ロイ された  Web アプリ ケーシ ョ ン と、 展開ディ レク ト リ形式でデプロイ された 
Web アプ リ ケーシ ョ ンとでは異なり ます。

Web アプリケーションの WAR アーカイブでの再
デプロイメン ト

アーカイブ ファ イルを変更する と、 Web アプリ ケーシ ョ ンの再デプロイ メ ン ト

が自動的に開始されます。 自動デプロイ された Web アプリ ケーシ ョ ンが管理対

象サーバを対象と している場合、 Web アプリ ケーシ ョ ンもその管理対象サーバ

に再デプロイ されます。

展開ディレク ト リ形式でデプロイされた Web アプ
リケーションの再デプロイ

展開ディ レク ト リ形式でデプロイ された  Web アプ リ ケーシ ョ ンを再デプロイす

るには、 REDEPLOY とい う特別なファ イルを修正して自動デプロイ メ ン ト を行う

か、 Administration Console を使用するか、 または WEB-INF/classes ディ レク

ト リ内の古いク ラス ファ イルを新しいク ラス  ファ イルに置き換えて部分的に再

デプロイ します。
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自動デプロイ メ ン ト を使用した Web アプリケーシ ョ ンの再デプロイ メ ン ト
REDEPLOY ファイルの変更

REDEPLOY ファ イルを変更して Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイするには、 次

の手順に従います。

1. REDEPLOY とい う空のファ イルを作成して、 Web アプリ ケーシ ョ ンの 
WEB-INF ディ レク ト リに格納します。 このディ レク ト リが存在しない場合は

作成する必要があ り ます。

2. REDEPLOY ファ イルを変更します。 まずファ イルを開き、 内容を変更して (
スペースを挿入するのが最も簡単な方法 )、 ファ イルを保存します。 また 
UNIX マシンでは、 REDEPLOY ファ イルに対して touch コマンドを使用する

こ と もできます。 次に例を示します。

touch 
user_domains/mydomain/applications/DefaultWebApp/WEB-INF/REDEPL
OY

REDEPLOY ファ イルが変更される と、 Web アプリ ケーシ ョ ンはすぐに再デプ

ロイ されます。 

Administration Console を使用した再デプロイメント

Administration Console を使用して Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイするには、

次の手順に従います。

1. 左ペインの [ デプロイ メン ト ] ノードを展開します。

2. [Web アプリ ケーシ ョ ン ] ノードを選択します。

3. 再デプロイする  Web アプリ ケーシ ョ ンを選択します。

4. 右ペインのアプ リ ケーシ ョ ン  テーブル内の [ アンデプロイ ] ボタンをク リ ッ

ク します。

5. 右ペインのアプ リ ケーシ ョ ン  テーブル内の [ デプロイ ] ボタンをク リ ッ ク し

ます。
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ホッ ト  デプロイメント

WEB-INF/classes ディ レク ト リ内のファ イルを次の方法で再デプロイします。 ク

ラスが WEB-INF/classes にデプロイ されている場合、 新しいタイム  スタンプの

ク ラス  ファ イルをコピーすれば、 Web アプリ ケーシ ョ ンは新しいク ラスローダ

で WEB-INF/classes フォルダ内のすべてのファ イルを再ロード します。

WLS がファ イルシステムを参照する頻度は、 Administration Console で設定でき

ます。 [ デプロイ メン ト ｜ Web アプ リ ケーシ ョ ン ] タブで、 対象の Web アプリ

ケーシ ョ ンを選択します。 次に [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ファ イル ] タブに移動

し、 [ 再ロード間隔 ( 秒 )] に秒数を入力します。

Web アプリケーショ ンをプロダクシ ョン 
モードで再デプロイするための要件

プロダクシ ョ ン モードを有効にして  Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイするに

は、 -Dweblogic.ProductionModeEnabled=true フラグを指定してド メ インの

管理サーバを起動する必要があ り ます。 これによ り、 ド メ イン内のすべてのサー
バ インスタンスでプロダクシ ョ ン  モードが設定されます。

管理サーバ上の Web アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト  ( サーブレッ ト、 JSP、
HTML ページなど ) を変更する と きは、対象になっている管理対象サーバに変更

したコンポーネン ト もデプロイ されるよ うに、 変更したコンポーネン ト を更新す
る追加の手順を実行する必要があ り ます。 コンポーネン ト を更新する  1 つの方法

は、 Web アプリ ケーシ ョ ン全体を再デプロイするこ とです。 Web アプ リ ケー

シ ョ ンを再デプロイする こ とは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの対象になっている管

理対象サーバすべてに、 変更したコンポーネン トだけではな く  Web アプリ ケー

シ ョ ン全体をネッ ト ワーク経由で再送信する こ と を意味します。 

Web アプ リ ケーシ ョ ンの再デプロイ メ ン ト では、 次の点に注意して ください。

� 環境によっては、 Web アプ リ ケーシ ョ ンが管理対象サーバに送信される と き

にネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クが増加するために、 パフォーマンスに影響が出

る可能性があ り ます。
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静的コンポーネン ト  (JSP フ ァ イル、 HTML フ ァ イル、 画像フ ァイルなど ) の更新
� Web アプリ ケーシ ョ ンが現在プロダクシ ョ ン環境にあ り、 使用中である場

合、 この Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイするこ とによって、 WebLogic 
Server は、 Web アプリ ケーシ ョ ンを使用中のユーザに対するすべてのアク

ティブな HTTP セッシ ョ ンを失う こ とにな り ます。

� Java ク ラス ファ イルを更新した場合、 ク ラスを更新するために Web アプ リ

ケーシ ョ ン全体を再デプロイする必要があ り ます。

� デプロイ メン ト記述子を変更する場合、 Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイ

する必要があ り ます。

静的コンポーネン ト  (JSP ファイル、HTML 
ファイル、 画像ファイルなど ) の更新

展開されたアーカイブ ディレクトリとしてデプロイされたアプリケーションの
場合は、weblogic.Deployer で、デプロイされたアプリケーションの静的
ファイルを更新できます。静的ファ イルを更新するには、 次の手順に従います。

1. WebLogic Server ク ラスがシステムの CLASSPATH に入り、 JDK が利用できる

よ うに開発環境を設定します。 環境の設定には、 config/mydomain ディ レク

ト リにある  setEnv スク リプ ト を使用できます。

2. 次のコマンドを入力します。

% java weblogic.Deployer -adminurl adminServerURL 
-user adminUserName -password adminPassword -name deploymentName
-activate fileList 

各要素の説明は次のとおりです。

� adminServerURL は、WebLogic 管理サーバの URL。

� adminUserName は、管理ユーザのユーザ名。

� adminPassword は、管理ユーザのパスワード

� deploymentName は、更新するアプリケーションの名前。

� fileList は、 更新されるファ イルのカンマで区切った リ ス ト 。 ワ イルド

カード文字 (*.jsp など ) はサポート されていません。 各ファイルは、展
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2 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト
開されたアーカイブ デプロイメントのルート ディレクトリと相対的に指
定する必要があります。

たとえば、次のコマンドは myWebApp Web アプリケーションの 
HelloWorld.jsp ファイルを更新します。

java weblogic.Deployer -adminurl http://localhost:7001
 -username myUsername -password myPassword -name myWebApp
 -activate HelloWorld.jsp

weblogic.Deployer の使い方の詳細については、 「WebLogic Java ユーティ リ

テ ィの使い方」 を参照して ください。

エンタープライズ アプリケーションの一部
としての Web アプリケーションのデプロイ
メン ト

Web アプ リ ケーシ ョ ンはエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンの一部と してデプ

ロイできます。 エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ンは、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、

EJB、および リ ソース  アダプタを単一のデプロイ可能なユニッ ト にバンドルする  
J2EE デプロイ メ ン ト  ユニッ トです。 エンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンの詳細

については、 「WebLogic Server コンポーネン ト とアプ リ ケーシ ョ ンのパッケー

ジ化」 を参照して ください。 エンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンの一部と して  
Web アプ リ ケーシ ョ ンをデプロイする と、 WebLogic Server が Web アプリ ケー

シ ョ ン用のリ クエス ト を解決する と きに、 Web アプリ ケーシ ョ ンの実際の名前

の代わりに使う文字列を指定するこ とができます。 エンタープラ イズ アプ リ

ケーシ ョ ン用の application.xml デプロイ メ ン ト記述子の <context-root> 要
素に新しい名前を指定します。 詳細については、 「application.xml デプロイ メン

ト記述子の要素」 を参照して ください。

た とえば、 oranges とい う  Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 多くの場合、 次のよ う

な URL で oranges Web アプ リ ケーシ ョ ンの リ ソースを要求します。

http://host:port/oranges/catalog.jsp. 
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エンタープライズ アプリケーシ ョ ンの一部と しての Web アプリケーシ ョ ンのデプロ
oranges Web アプ リ ケーシ ョ ンがエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンにパッ

ケージ化された場合、 次の例に示すよ うに <context-root> に値を指定できま

す。

<module>
<web>

<web-uri>oranges.war</web-uri>
<context-root>fruit</context-root>

</web>
</module>

その結果、 次の URL を使用して、 oranges Web アプリ ケーシ ョ ンの同じ リ ソー

スにアクセスできます。

http://host:port/fruit/catalog.jsp

注意 : 1 つのエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンでは、 複数の名前で同一の 
Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイするこ とはできません。 ただし、 それ

ぞれの Web アプリ ケーシ ョ ンが異なるエンタープライズ アプ リ ケーシ ョ

ンにパッケージ化されている場合には、 複数の名前で同一の Web アプ リ

ケーシ ョ ンをデプロイできます。
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3 Web アプリケーション コンポー
ネントのコンフィグレーション

次の節では、Web アプリケーションをコンフィグレーションする方法について
説明します。

� 3-1 ページの「サーブレットのコンフィグレーション」

� 3-5 ページの「JSP のコンフィグレーション」

� 3-6 ページの「JSP タグ ライブラリのコンフィグレーション」

� 3-7 ページの「ウェルカム ページのコンフィグレーション」

� 3-8 ページの「デフォルト サーブレットの設定」

� 3-9 ページの「HTTP エラー応答のカスタマイズ」

� 3-10 ページの「WebLogic Server での CGI の使用」

� 3-12 ページの「ClasspathServlet による CLASSPATH からのリソースの提
供」

� 3-13 ページの「Web アプリケーションのリソースのコンフィグレーション」

� 3-16 ページの「Web アプリケーションでの EJB の参照」

� 3-20 ページの「HTTP リクエストのエンコーディングの識別」

� 3-21 ページの「IANA 文字セットの Java 文字セットへのマッピング」

サーブレットのコンフィグレーション

サーブレットは、Web アプリケーション デプロイメント記述子の複数のエント
リで Web アプリケーションの一部として定義されます。<servlet> 要素の下の
最初のエントリには、サーブレットの名前が定義され、そのサーブレットを実行
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 3-1



3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
するコンパイル済みクラスが指定されます。あるいは、サーブレット クラスを
指定する代わりに、JSP ページを指定することもできます。この要素には、サー
ブレットの初期化パラメータとセキュリティ ロール用の定義も含まれています。
<servlet-mapping> 要素の下の 2 番目のエントリには、このサーブレットを呼
び出す URL パターンが定義されています。 

Web アプリケーション デプロイメント記述子の詳しい編集手順については、以
下のトピックを参照してください。 

� 8-10 ページの「手順 9: サーブレットのデプロイ」

� 8-13 ページの「手順 10: URL へのサーブレットのマッピング」

サーブレット マッピング

サーブレット マッピングとは、サーブレットへのアクセス方法を制御すること
です。次の例は、Web アプリケーションでサーブレット マッピングを使用する
方法を示しています。この例には、(web.xml デプロイメント記述子の ) サーブ
レット コンフィグレーションとマッピングがあり、その後にこれらのサーブ
レットの起動に使う URL を示す表 (3-3 ページの「url-pattern と呼び出される
サーブレット」を参照 ) があります。

コード リスト 3-1   サーブレット マッピングの例

<servlet>
<servlet-name>watermelon</servlet-name>
<servlet-class>myservlets.watermelon</servlet-class>

</servlet>

<servlet>
<servlet-name>garden</servlet-name>
<servlet-class>myservlets.garden</servlet-class>

</servlet>

<servlet>
<servlet-name>list</servlet-name>
<servlet-class>myservlets.list</servlet-class>

</servlet>

<servlet>
<servlet-name>kiwi</servlet-name>
<servlet-class>myservlets.kiwi</servlet-class>

</servlet>
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サーブレットのコンフィグレーション
<servlet-mapping>
<servlet-name>watermelon</servlet-name>
<url-pattern>/fruit/summer/*</url-pattern>

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>garden</servlet-name>
<url-pattern>/seeds/*</url-pattern>

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>list</servlet-name>
<url-pattern>/seedlist</url-pattern>

</servlet-mapping>

<servlet-mapping>
<servlet-name>kiwi</servlet-name>
<url-pattern>*.abc</url-pattern>

</servlet-mapping>

表 3-1  url-pattern と呼び出されるサーブレット

URL 呼び出される

サーブレット

http://host:port/mywebapp/fruit/summer/index.html watermelon

http://host:port/mywebapp/fruit/summer/index.abc watermelon

http://host:port/mywebapp/seedlist list
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 3-3



3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
http://host:port/mywebapp/seedlist/index.html デフォルト 
サーバ (コン
フィグレー

ションされて

いる場合 )、ま
たは HTTP 404 
エラー メッ
セージ (「File 
not found」)。

list サーブ
レットが 
/seedlist* に
マップされて

いた場合、

list サーブ
レットが呼び

出される。

http://host:port/mywebapp/seedlist/pear.abc kiwi

list サーブ
レットが 
/seedlist* に
マップされて

いた場合、

list サーブ
レットが呼び

出される。

http://host:port/mywebapp/seeds garden

http://host:port/mywebapp/seeds/index.html garden

http://host:port/mywebapp/index.abc kiwi

表 3-1  url-pattern と呼び出されるサーブレット (続き )

URL 呼び出される

サーブレット
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サーブレット初期化パラメータ

サーブレットの初期化パラメータは、Web アプリケーション デプロイメント記
述子、web.xml の中の <servlet> 要素の <init-param> 要素に、<param-name> 
タグと <param-value> タグを使って定義します。次に例を示します。

コード リスト 3-2   web.xml 内のサーブレット初期化パラメータのコンフィグ
レーション例

<servlet>
<servlet-name>HelloWorld2</servlet-name> 
<servlet-class>examples.servlets.HelloWorld2</servlet-class>

<init-param>
<param-name>greeting</param-name> 
<param-value>Welcome</param-value> 

</init-param>

<init-param>
<param-name>person</param-name> 
<param-value>WebLogic Developer</param-value> 

</init-param>
</servlet>
</serv let>

Web アプリケーション デプロイメント記述子の編集の詳細については、8-1 ペー
ジの「Web アプリケーションのデプロイメント記述子の記述」を参照してくだ
さい。

JSP のコンフィグレーション

JavaServer Pages (JSP) ファイルは、Web アプリケーションのルート (またはルー
トの下のサブディレクトリ ) に格納することでデプロイされます。追加の JSP コ
ンフィグレーション パラメータは WebLogic 固有のデプロイメント記述子であ
る weblogic.xml の <jsp-descriptor> 要素に定義されます。これらのパラ
メータは次の機能を定義します。 

� JSP コンパイラのオプション
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� デバッグ

� 再コンパイルが必要になる更新した JSP を WebLogic Server がチェックする
頻度

� 文字エンコーディング

これらのパラメータの詳細については、B-11 ページの「JSP パラメータの名前
と値」を参照してください。

weblogic.xml ファイルの編集手順については、8-25 ページの「weblogic.xml 
ファイル作成の主な手順」を参照してください。

<servlet> タグを使うと JSP をサーブレットとして登録することもできます。
次の例で、/main を含む URL は myJSPfile.jsp を起動します。

<servlet>
<servlet-name>myFoo</servlet-name>
<jsp-file>myJSPfile.jsp</jsp-file>

</servlet>

<servlet-mapping>
<servlet-name>myFoo</servlet-name>
<url-pattern>/main</url-pattern>

</servlet-mapping>

この方法で JSP を登録することによって、サーブレットに対して行うのと同様
に、ロード順、初期化パラメータ、およびセキュリティ ロールを JSP に指定で
きます。

JSP タグ ライブラリのコンフィグレーショ
ン

WebLogic Server では、カスタム JSP タグを作成および使用できます。カスタム 
JSP タグは、JSP ページ内から呼び出すことができる Java クラスです。カスタム 
JSP タグを作成するには、それらをタグ ライブラリに登録して、それらの動作を
タグ ライブラリ記述子 (TLD) ファイルに定義します。この TLD は、JSP が組み
込まれている Web アプリケーションで使用できなければなりません。そのため
には、Web アプリケーション デプロイメント記述子にその TLD を定義します。
TLD ファイルは、Web アプリケーションの WEB-INF ディレクトリに格納してく
ださい。このディレクトリは、外部には公開されません。
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ウェルカム ページのコンフィグレーション
Web アプリケーション デプロイメント記述子には、タグ ライブラリの URI パ
ターンを定義します。この URI パターンは、JSP ページの taglib ディレクティブ
の値と一致する必要があります。また、TLD の格納場所も定義します。たとえ
ば、JSP ページに次の taglib ディレクティブがあるとします。

<%@ taglib uri="myTaglib" prefix="taglib" %>

また、TLD が Web アプリケーションの WEB-INF ディレクトリに格納されている
とします。この場合、Web アプリケーション デプロイメント記述子に次のエン
トリを作成します。

<taglib>
<taglib-uri>myTaglib</taglib-uri>

 <tablig-location>WEB-INF/myTLD.tld</taglib-location>
</taglib>

タグ ライブラリは、.jar ファイルとしてデプロイできます。詳細については、
「JSP タグ ライブラリを JAR ファイルとしてデプロイする」を参照してくださ
い。

カスタム JSP タグ ライブラリの作成の詳細については、『WebLogic JSP Tag 
Extensions プログラマーズ ガイド』を参照してください。

WebLogic Server には、アプリケーションで使用できるカスタム JSP タグがいく
つか付属しています。これらのタグを使用すると、キャッシング、クエリ パラ
メータベースのフロー制御の効率化、およびオブジェクト セットに対する反復
処理の効率化を行うことができます。詳細については、次を参照してください。

� 「カスタム WebLogic JSP タグの使い方」(

� 「WebLogic JSP フォーム検証タグの使い方」(

ウェルカム ページのコンフィグレーション

WebLogic Server では、要求された URL がディレクトリである場合にデフォル
トによって提供されるページを設定できます。ユーザが特定のファイル名を指定

せずに URL を入力できるので、このウェルカム ページの機能でサイトが使いや
すくなります。
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3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
ウェルカム ページは、Web アプリケーション レベルで定義します。サーバが複
数の Web アプリケーションのホストになっている場合は、Web アプリケーショ
ンごとに別個のウェルカム ページを定義する必要があります。 

ウェルカム ページを定義するには、Web アプリケーション デプロイメント記述
子 web.xml を編集します。詳細については、8-14 ページの「手順 13: ウェルカ
ム ページの定義」を参照してください。

ウェルカム ページを定義していない場合、WebLogic Server は以下のファイルを
次の順序で検索し、最初に見つけたものにサービスを提供します。

1. index.html

2. index.htm

3. index.jsp

詳細については、「WebLogic Server による HTTP リクエストの解決方法」を参
照してください。

デフォルト サーブレットの設定

各 Web アプリケーションには、デフォルト サーブレットがあります。このデ
フォルト サーブレットは管理者が指定できますが、指定しない場合、WebLogic 
Server では FileServlet という内部サーブレットがデフォルト サーブレットと
して使用されます。FileServlet の詳細については、「WebLogic Server による 
HTTP リクエストの解決方法」を参照してください。

どのサーブレットでも、デフォルト サーブレットとして登録できます。独自の
デフォルト サーブレットを作成すれば、独自のロジックを使用して、デフォル
ト サーブレットに送られるリクエストの処理方法を定義できます。

デフォルト サーブレットを設定すると、FileServlet が置換されます。
FileServlet はテキスト ファイル、HTML ファイル、画像ファイルといったほ
とんどのファイルを提供するために使用されるので、デフォルト サーブレット
は慎重に設定する必要があります。デフォルト サーブレットでこれらのファイ
ルを提供するには、その機能をデフォルト サーブレットに記述する必要があり
ます。

ユーザ定義のデフォルト サーブレットを設定するには、次の手順を実行します。
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HTTP エラー応答のカスタマイズ
1. 3-1 ページの「サーブレットのコンフィグレーション」の説明に従って、
サーブレットを定義します。

2. デフォルト サーブレットを、「/」という url パターンを使ってマップしま
す。これにより、デフォルト サーブレットは、拡張子が *.htm または 
*.html のファイルを除くすべてのファイルに応答します。

デフォルト サーブレットが *.htm または *.html で終わる名前のファイルに
も応答するようにするには、「/」のマッピングに加えて、それらの拡張子を

デフォルト サーブレットにマップする必要があります。サーブレットのマッ
プの手順については、3-1 ページの「サーブレットのコンフィグレーション」
を参照してください。

3. FileServlet を他の拡張子付きのファイルに提供する場合は、次の手順に従
います。

a. サーブレットを定義し、myFileServlet などの <servlet-name> を指定
します。

b. <servlet-class> を weblogic.servlet.FileServlet と定義します。

a. <servlet-mapping> 要素を使ってファイル拡張子を myFileServlet に
マップします (デフォルト サーブレット用のマッピングに追加して )。た
とえば、myFileServlet で gif ファイルを提供するには、*.gif を 
myFileServlet にマップします。

HTTP エラー応答のカスタマイズ

WebLogic Server をコンフィグレーションすると、特定の HTTP エラーまたは 
Java 例外が発生したときに、標準の WebLogic Server エラー応答ページを使う代
わりに、カスタム Web ページなどの HTTP リソースを使って応答させることが
できます。 

カスタム エラー ページは、Web アプリケーションのデプロイメント記述子 
(web.xml) の <error-page> 要素で定義します。エラー ページの詳細について
は、A-15 ページの「error-page」を参照してください。
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3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
WebLogic Server での CGI の使用

WebLogic Server には、レガシー CGI (Common Gateway Interface) スクリプトの
サポート機能が用意されています。しかし、新しいプロジェクトでは、HTTP 
サーブレットまたは JavaServer Pages を使用することをお勧めします。 

WebLogic Server は、CGIServlet という内部 WebLogic サーブレットを介してす
べての CGI スクリプトをサポートします。CGI を使用するには、この 
CGIServlet を Web アプリケーション デプロイメント記述子に登録します (3-11 
ページの「CGIServlet の登録に使用する Web アプリケーション デプロイメント
記述子エントリのサンプル」を参照 )。詳細については、「サーブレットのコン
フィグレーション」を参照してください。

CGI を使用するための WebLogic Server のコン
フィグレーション

WebLogic Server で CGI をコンフィグレーションするには、次の手順に従いま
す。

1. <servlet> 要素と <servlet-mapping> 要素を使って Web アプリケーション
で CGIServlet を宣言します。CGIServlet のクラス名は、
weblogic.servlet.CGIServlet です。このクラスを Web アプリケーション
にパッケージ化する必要はありません。

2. 次の <init-param> 要素を定義して、CGIServlet 用の次の初期化パラメー
タを登録します。

cgiDir

CGI スクリプトが存在するディレクトリのパス。複数のディレ
クトリを指定するには、セミコロン「;」(Windows) またはコ
ロン「:」(UNIX) でそれらを区切ります。cgiDir を指定しな
い場合、Web アプリケーション ルートの下の cgi-bin がデ
フォルトのディレクトリとなります。 

useByteStream

データ転送でデフォルトの文字ストリームの代わりに使用する

オプション。このパラメータ (大文字と小文字を区別する ) を
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WebLogic Server での CGI の使用
使用すると、CGI サーブレットで歪みなく画像を使用できま
す。 

extension mapping

ファイル拡張子をスクリプトを実行するインタープリタまたは

実行可能ファイルにマップします。スクリプトが実行可能ファ

イルを必要としない場合、この初期化パラメータは省略可能で

す。 

拡張子マッピング用の <param-name> は、*.pl のように、アス
タリスク、ドット、ファイル拡張子の順で指定する必要があり

ます。

<param-value> は、スクリプトを実行するインタープリタまた
は実行可能ファイルへのパスを含んでいます。個別のマッピン

グに独立した <init-param> 要素を作成すると、複数のマッピ
ングを作成できます。

コード リスト 3-3   CGIServlet の登録に使用する Web アプリケーション デプロ
イメント記述子エントリのサンプル

<servlet>
<servlet-name>CGIServlet</servlet-name>
<servlet-class>weblogic.servlet.CGIServlet</servlet-class>
<init-param>
<param-name>cgiDir</param-name>
<param-value>
/bea/wlserver6.0/config/mydomain/applications/myWebApp/cgi-bin
</param-value>

</init-param>

<init-param>
<param-name>*.pl</param-name>
<param-value>/bin/perl.exe</param-value>
</init-param>

</servlet>

...

<servlet-mapping>
<servlet-name>CGIServlet</servlet-name>
<url-pattern>/cgi-bin/*</url-pattern>

</servlet-mapping>
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 3-11



3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
CGI スクリプトの要求

perl スクリプトを要求するために使用する URL は、次のパターンに従う必要が
あります。 

http://host:port/myWebApp/cgi-bin/myscript.pl

各要素の説明は次のとおりです。

host:port

WebLogic Server のホスト名とポート番号

myWebApp

Web アプリケーションの名前。

cgi-bin

CGIServlet にマップされる url-pattern 名

myscript.pl

cgiDir 初期化パラメータで指定したディレクトリに存在する Perl スク
リプトの名前 

ClasspathServlet による CLASSPATH か
らのリソースの提供

システム CLASSPATH から、または Web アプリケーションの WEB-INF/classes 
ディレクトリからクラスまたは他のリソースを提供する必要がある場合、

ClasspathServlet と呼ばれる特殊なサーブレットを使用できます。
ClasspathServlet はアプレットまたは RMI クライアントを使用し、サーバサ
イド クラスへのアクセスを必要とするアプリケーションで役に立ちます。
ClasspathServlet は暗黙的に登録され、任意のアプリケーションから利用でき
ます。 

ClasspathServlet を使用するには次の 2 つの方法があります。

� システム CLASSPATH からリソースを提供する場合、次のような URL でリ
ソースを呼び出す。

http://server:port/classes/my/resource/myClass.class
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Web アプリケーションのリソースのコンフィグレーション
� Web アプリケーションの WEB-INF/classes ディレクトリからリソースを提
供する場合、次のような URL でリソースを呼び出す。

http://server:port/myWebApp/classes/my/resource/myClass.class

この場合、リソースは Web アプリケーションのルートに相対した次のディ
レクトリにあります。

WEB-INF/classes/my/resource/myClass.class

警告 : ClasspathServlet はシステム CLASSPATH にあるすべてのリソースを提
供するので、システム CLASSPATH には公開できないリソースは置かない
でください。

Web アプリケーションのリソースのコン
フィグレーション

Web アプリケーションで使用するリソースは、通常アプリケーションの外部に
デプロイされます。オプションとして、JDBC データソースを EAR ファイルの
一部として Web アプリケーションのスコープの中でデプロイできます。

WebLogic Server 7.0 より前のバージョンでは、JDBC データソースは常に Web 
アプリケーションの外部にデプロイされました。Web アプリケーションで外部
リソースを使用するには、web.xml および weblogic.xml デプロイメント記述子
を使用して、アプリケーションが使用する JNDI リソース名をグローバル JNDI 
リソース名で解決する必要があります。詳細については、3-14 ページの「外部
リソースのコンフィグレーション」を参照してください。

WebLogic Server 7.0 では、weblogic-application.xml デプロイメント記述子
で JDBC データソースをコンフィグレーションすることによって、それらを 
Web アプリケーション EAR ファイルの一部としてデプロイできます。EAR ファ
イルの一部としてデプロイされるリソースを、アプリケーション スコープ リ
ソースと呼びます。これらのリソースは Web アプリケーションのプライベート
なリソースであり、アプリケーション コンポーネントは java:comp/env でロー
カル JNDI ツリーから直接これらのリソース名にアクセスできます。詳細につい
ては、3-15 ページの「アプリケーション スコープのリソースのコンフィグレー
ション」を参照してください。
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外部リソースのコンフィグレーション

Web アプリケーションから JNDI (Java Naming and Directory Interface) を介して
データソースなどの外部リソース (アプリケーション EAR ファイルでデプロイ
されないリソース ) にアクセスする場合、コード内でルックアップする JNDI 名
を、グローバル JNDI ツリーにバインドされている実際の JNDI 名にマップでき
ます。このマッピングは、web.xml および weblogic.xml の両方のデプロイメン
ト記述子を使用して行われ、アプリケーション コードを変更しないリソースの
変更を可能にします。デプロイメント記述子には、Java コードで使用される名
前、JNDI ツリーにバインドされているとおりのリソースの名前、リソースの 
Java タイプを指定します。また、リソースのセキュリティをサーブレットに
よってプログラム的に処理するか、または HTTP リクエストに関連付けられる
資格に基づいて処理するかを指定します。 

外部リソースをコンフィグレーションするには、次の手順を行います。

1. コードで使用するリソース名、Java タイプ、およびセキュリティ認証タイプ
をデプロイメント記述子に入力します。デプロイメント記述子エントリの作

成手順については、8-16 ページの「手順 16: 外部リソースの参照」を参照し
てください。

2. リソース名を JNDI 名にマップします。デプロイメント記述子エントリの作
成手順については、8-27 ページの「手順 3: リソースの JNDI へのマッピン
グ」を参照してください。

この例は、accountDataSource というデータソースが定義されていることを前
提としています。詳細については、「JDBC データ ソース」を参照してください。

コード リスト 3-4   外部データソースの使用例

サーブレットのコード : 
javax.sql.DataSource ds = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup
                           ("myDataSource");

web.xml のエントリ :

<resource-ref>
. . .

<res-ref-name>myDataSource</res-ref-name>
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
<res-auth>CONTAINER</res-auth>

. . .
</resource-ref>
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weblogic.xml のエントリ :

<resource-description>
<res-ref-name>myDataSource</res-ref-name>
<jndi-name>accountDataSource</jndi-name>

</resource-description>

アプリケーション スコープのリソースのコンフィ
グレーション

WebLogic Server は、アプリケーション スコープ リソース名をアプリケーション
のローカル JNDI ツリーにバインドします。Web アプリケーション コードは、
java:comp/env に基づいて実際の JNDI リソース名をルックアップすることに
よって、これらのリソースにアクセスします。

Web アプリケーションがアプリケーション スコープ リソースだけを使用する場
合、weblogic.xml デプロイメント記述子にグローバル JNDI リソース名を入力
する必要はありません (3-14 ページの「外部リソースのコンフィグレーション」
を参照 )。実際のところ、このデプロイメント記述子の他の機能が不要な場合、
weblogic.xml を完全に省略できます。

アプリケーション スコープ リソースをコンフィグレーションするには、次の手
順に従います。

1. weblogic-application.xml デプロイメント記述子にリソース定義を入力し
ます。詳細については、『WebLogic Server アプリケーションの開発』の
「weblogic-application.xml デプロイメント記述子の要素」を参照してくださ
い。

2. Web アプリケーションのコードが weblogic-application.xml に指定され
ている JNDI 名を使用し、java:comp/env でローカル JNDI ツリーに基づく
名前を参照するようにします。

注意 : Web アプリケーションのコードが異なる JNDI 名を使用してリソース
を参照する場合、そのリソースを外部リソースとして取り扱い、次節

で説明するように weblogic.xml デプロイメント記述子をコンフィグ
レーションする必要があります。
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コード リスト 3-5   外部データソースの使用例

サーブレットのコード : 
javax.sql.DataSource ds = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup
                           ("java:comp/env/myDataSource");

weblogic-application.xml のエントリ :

<weblogic-application>
<data-source-name>myDataSource</data-source-name>

</weblogic-application>

Web アプリケーションでの EJB の参照

Web アプリケーションで使用する EJB は、アプリケーションの外部にデプロイ
するか、EAR ファイルの一部として Web アプリケーションのスコープの中でデ
プロイします。EJB の参照手順は、その EJB が外部かアプリケーション スコー
プかによって異なります。

外部 EJB の参照

Web アプリケーションは、外部参照を使用することによって、異なるアプリ
ケーション (異なる EAR ファイル ) の一部としてデプロイされた EJB にアクセ
スできます。参照される EJB は、その weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント
記述子のグローバル JNDI ツリーに名前をエクスポートします。Web アプリケー
ション モジュールでの EJB 参照は、<ejb-reference-description> 要素をそ
の weblogic.xml デプロイメント記述子に追加することによって、このグローバ
ル JNDI 名にリンクできます。

この手順は、Web アプリケーションと EJB との間接レベルを提供しており、
サード パーティの EJB や Web アプリケーションを使用していて、EJB を直接呼
び出すコードを変更できない場合に便利です。ほとんどの場合、この間接機能を

使用しなくても EJB は直接呼び出すことができます。詳細については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/EJB_design.html#d

esign_invoking の「デプロイされた EJB へのアクセス」を参照してください。

Web アプリケーションで使用するために外部 EJB を参照するには、次の手順に
従います。
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Web アプリケーションでの EJB の参照
1. コード内で EJB をルックアップするために使用する EJB 参照名、Java クラス
名、EJB のホームおよびリモート インタフェース名を、Web アプリケーショ
ン デプロイメント記述子の <ejb-ref> 要素に入力します。デプロイメント
記述子エントリの作成手順については、8-22 ページの「手順 21: エンタープ
ライズ JavaBean (EJB) リソースの参照」を参照してください。

2. WebLogic 固有のデプロイメント記述子 である weblogic.xml の 
<ejb-reference-description> 要素にある参照名を 
weblogic-ejb-jar.xml ファイルに定義された JNDI 名にマップします。デ
プロイメント記述子エントリの作成手順については、8-27 ページの「手順 3: 
リソースの JNDI へのマッピング」を参照してください。

Web アプリケーションがエンタープライズ アプリケーション アーカイブ 
(.ear ファイル ) の一部である場合は、<ejb-link> 要素のある .ear で使用
される名前で EJB を参照できます。

アプリケーション スコープの EJB の参照

アプリケーションの内部で、WebLogic Server は、他のアプリケーション コン
ポーネントによって参照される EJB を、参照するコンポーネントに関連付けら
れた環境にバインドします。これらのリソースは、java:comp/env を基準とし
た相対的な JNDI 名のルックアップを通じて、実行時にアクセスされます。

EJB と Web アプリケーションを含むアプリケーションのアプリケーション デプ
ロイメント記述子 (application.xml) の例を以下に示します (XML ヘッダは省
略しています )。

コード リスト 3-6   デプロイメント記述子の例

  <application>

     <display-name>MyApp</display-name>

     <module>

        <web>

           <web-uri>myapp.war</web-uri>

           <context-root>myapp</context-root>
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 3-17



3 Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション
        </web>

     </module>

     <module>

        <ejb>ejb1.jar</ejb>

     </module>

  </application>

Web アプリケーション のコードで ejb1.jar 内の EJB を使用できるようにする
には、Web アプリケーション デプロイメント記述子 (web.xml) に、JAR ファイ
ルを参照する <ejb-link> と、呼び出される EJB の名前を含む <ejb-ref> スタ
ンザが含まれている必要があります。

<ejb-link> エントリのフォーマットは以下のようにする必要があります。

filename#ejbname 

filename は Web アプリケーションに対する相対的な JAR ファイル名、ejbname 
はその JAR ファイル内の EJB です。<ejb-link> 要素は以下のようになります。

<ejb-link>../ejb1.jar#myejb</ejb-link>

JAR のパスは WAR ファイルに対して相対的なので、「../」で始まります。ま

た、ejbname がそのアプリケーション全体でユニークな場合、JAR のパスは省
略してもかまいません。その結果、エントリは以下のようになります。

<ejb-link>myejb</ejb-link>

<ejb-link> 要素は、Web アプリケーションの web.xml 記述子に含まれる 
<ejb-ref> 要素の下位要素です。<ejb-ref> 要素は以下のようになります。

コード リスト 3-7   <ejb-ref> 要素

 <web-app>

   ...

   <ejb-ref>

      <ejb-ref-name>ejb1</ejb-ref-name>

      <ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type>

      <home>mypackage.ejb1.MyHome</home>
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      <remote>mypackage.ejb1.MyRemote</remote>

      <ejb-link>../ejb1.jar#myejb</ejb-link>

   </ejb-ref>

   ...

 </web-app>

<ejb-link> で参照される名前 (この例では myejb) は、参照される EJB の記述子
の <ejb-name> 要素に対応しています。その結果、この <ejb-ref> が参照して
いる EJB モジュールのデプロイメント記述子 (ejb-jar.xml) には、以下のよう
なエントリが必要です。

コード リスト 3-8   

 <ejb-jar>

   ...

   <enterprise-beans>

      <session>

         <ejb-name>myejb</ejb-name>

         <home>mypackage.ejb1.MyHome</home>

         <remote>mypackage.ejb1.MyRemote</remote>

         <ejb-class>mypackage.ejb1.MyBean</ejb-class>

         <session-type>Stateless</session-type>

         <transaction-type>Container</transaction-type>

      </session>

   </enterprise-beans>

   ...

 </ejb-jar>

<ejb-name> 要素は myejb に設定されています。 
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注意 : デプロイメント記述子エントリの作成手順については、8-22 ページの
「手順 21: エンタープライズ JavaBean (EJB) リソースの参照」を参照して
ください。

実行時に、Web アプリケーション コードが java:/comp/env に基づいて EJB の 
JNDI 名をルックアップすることを確認します。サーブレット コードの例は以下
のとおりです。

MyHome home = (MyHome)ctx.lookup("java:/comp/env/ejb1");

この例で使用される名前 (ejb1) は、上記の web.xml の抜粋の <ejb-ref> 要素で
定義される <ejb-ref-name> です。

HTTP リクエストのエンコーディングの識
別

WebLogic Server は、HTTP リクエストに含まれている文字データを、そのネイ
ティブのエンコーディングから Java サーブレット API が使用する Unicode エン
コーディングに変換する必要があります。この変換を実行するために、

WebLogic Server は、リクエストのエンコーディングでどのコードセットが使わ
れたのかを知る必要があります。

コードセットを定義する方法は 2 種類あります。 

� POST 処理では、HTML <form> タグでエンコーディングを設定できます。
たとえば、次の form タグはコンテンツの文字セットに SJIS を設定していま
す。

<form action="http://some.host.com/myWebApp/foo/index.html">
  <input type="application/x-www-form-urlencoded; charset=SJIS">
</form>

フォームは、WebLogic Server に読み込まれると、SJIS 文字セットを使って
データを処理します。

� 前述の例で、セミコロンの後ろにある情報はすべての Web クライアントが
転送するわけではないので、WebLogic 固有のデプロイメント記述子である 
weblogic.xml にある <input-charset> 要素を使って、リクエストに使用
するコードセットを設定できます。<java-charset-name> 要素は、リクエ
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ストの URL が <resource-path> 要素で指定したパスを含んでいるときに
データを変換するエンコーディングを定義します。

次に例を示します。

<input-charset>
  <resource-path>/foo/*</resource-path>
  <java-charset-name>SJIS</java-charset-name>
</input-charset>

この方法は GET 処理と POST 処理の両方で使用できます。

Web アプリケーション デプロイメント記述子の詳細については、8-25 ペー
ジの「WebLogic 固有のデプロイメント記述子 (weblogic.xml) の記述」を参
照してください。

IANA 文字セットの Java 文字セットへの
マッピング

文字セットを記述するために Internet Assigned Numbers Authority (IANA) によっ
て割り当てられる名前は、Java で使用される名前とは異なることがあります。
すべての HTTP 通信が IANA 文字セット名を使用し、これらの名前は常に同じ
とは限らないので、WebLogic Server は IANA 文字セット名を Java 文字セット名
に内部でマップし、通常は正しいマッピングを判断できます。ただし、IANA 文
字セットを Java 文字セットの名前に明示的にマッピングすると、あいまいさを
解決することができます。

IANA 文字セットを Java 文字セットにマップするために、文字セットは 
WebLogic 固有のデプロイメント記述子である weblogic.xml の 
<charset-mapping> 要素で名前を付けられます。<iana-charset-name> 要素に 
IANA 文字セット名を定義し、<java-charset-name> 要素に Java 文字セット名
を定義します。次に例を示します。

<charset-mapping>
<iana-charset-name>Shift-JIS</iana-charset-name>
<java-charset-name>SJIS</java-charset-name>

</charset-mapping>
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4 Web アプリケーションにおける
セッシ ョンとセッシ ョン永続性の
使用

この章では、 セッシ ョ ン とセッシ ョ ンの永続性を設定する方法について説明しま

す。

� 4-1 ページの 「HTTP セッシ ョ ンの概要」

� 4-2 ページの 「セッシ ョ ン管理の設定」

� 4-5 ページの 「セッシ ョ ン永続性のコンフ ィグレーシ ョ ン」

� 4-11 ページの 「URL 書き換えの使い方」

HTTP セッシ ョンの概要

セッシ ョ ン ト ラ ッキングを使用する と、 複数のサーブレッ ト か HTML ページに
わたって、 本来はステート レスであるユーザの状況を追跡できます。 セッシ ョ ン

の定義は、 ある一定期間中に同じ ク ライアン トから出される一連の関連性のある

ブラウザ リ クエス ト です。 セッシ ョ ン  ト ラ ッキングは、 シ ョ ッピング  カート  ア
プリ ケーシ ョ ンのよ うに、 全体と して何らかの意味を持つ一連のブラウザ リ ク
エス ト  ( これらの リ クエス ト をページとみなす ) を結合します。
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セッシ ョン管理の設定 

WebLogic Server は、 デフォル トによってセッシ ョ ン ト ラ ッキングを処理するよ
う設定されています。 セッシ ョ ン  ト ラ ッキングを使用する際にプロパティ を設
定する必要はあ り ません。 ただし、 WebLogic Server がどのよ うにセッシ ョ ンを
管理するかをコンフ ィグレーシ ョ ンする こ とは、 最高のパフォーマンスを実現す

るためにアプ リ ケーシ ョ ンをチューニングする と きの重要な鍵とな り ます。

チューニングの内容は、 以下のよ う な要素によって異な り ます。 

� サーブレ ッ ト を ヒ ッ トする予定ユーザ数

� サーブレ ッ ト を ヒ ッ トする同時ユーザ数

� 各セッシ ョ ンの継続時間

� ユーザごとに格納する予定データ量

� WebLogic Server インスタンスに割り当てられる ヒープ サイズ

HTTP セッション プロパティ

WebLogic Server のセッシ ョ ン ト ラ ッキングは、 WebLogic 固有のデプロイ メ ン
ト記述子である  weblogic.xml のプロパティでコンフ ィグレーシ ョ ンします。
WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子の編集手順については、 8-29 ページの
「手順 4: セッシ ョ ン  パラ メータの定義」 を参照して ください。

セッシ ョ ン属性の全リ ス トについては、 B-11 ページの 「jsp-descriptor」 を参照
して ください。

WebLogic Server 7.0 では、 一部のロード  バランサでセッシ ョ ンを維持できな く
なる  セッシ ョ ン ID フォーマッ ト の変更が行われました。 

新しいサーバ起動フラグ 

-Dweblogic.servlet.useExtendedSessionFormat=true は、ロードバランシ

ング アプリケーションでセッションの維持に必要な情報を保持します。 この拡張

されたセッション ID フォーマットは、URL 書き換えがアクティブで、かつ起動

フラグが true に設定されている場合には URL に組み込まれます。
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セッション タイムアウト

HTTP セッシ ョ ンが期限切れになるまでの間隔を指定できます。 セッシ ョ ンが期
限切れになる と、 そのセッシ ョ ンに格納されたデータはすべて破棄されます。 こ

の間隔は、 次のとおり  web.xml または weblogic.xml に設定できます。

� WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子である  weblogic.xml の  B-11 ペー
ジの 「jsp-descriptor」 の TimeoutSecs 属性を設定します。 この値は秒単位で
設定します。

� Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ メ ン ト記述子である  web.xml の 
<session-timeout> (A-13 ページの 「session-config」 を参照 ) 要素を設定しま
す。

セッション クッキーのコンフ ィグレーシ ョン

WebLogic Server は、 ク ラ イアン ト  ブラウザによってサポート される場合、 ク ッ
キーを使用してセッシ ョ ン管理を行います。 

WebLogic Server がセッシ ョ ン ト ラ ッキングに使用するク ッキーは、 デフォル ト
によって一時的なものと して設定されているため、 セッシ ョ ンよ り長く存続する

こ とはあ り ません。 ユーザがブラウザを終了する と、 ク ッキーは失われ、 セッ

シ ョ ン有効期間が終了したものと見なされます。 この動作はセッシ ョ ンの用途の

基本であ り、 このよ うにセッシ ョ ンを使用するこ とをお勧めします。 

ク ッキーのセッシ ョ ン ト ラ ッキング属性は、 WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記
述子である  weblogic.xml でコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 セッシ ョ ン と ク ッ
キーに関連する属性の全リ ス ト については、 B-11 ページの 「jsp-descriptor」 を
参照して ください。

WebLogic 固有のデプロイ メン ト記述子の編集手順については、 8-29 ページの
「手順 4: セッシ ョ ン パラ メータの定義」 を参照して ください。
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セッションより長く存続するクッキーの使用

長期間存続するク ライアン ト サイ ド  ユーザ データの場合、WebLogic Server アプ
リ ケーシ ョ ンは HTTP サーブレ ッ ト  API を介してブラウザに独自のク ッキーを
作成および設定し、 HTTP セッシ ョ ンに関連付けられたク ッキーは使用しよ う と
はしません。 WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンがク ッキーを使用して特定のマ
シンのユーザの自動ログインを行う場合、 新しいク ッキーの存続期間を長く設定

します。 ク ッキーは、 ク ラ イアン ト  マシンだけから送るこ とができます。
WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンは、 そのユーザが複数の場所からアクセスす
る必要がある場合、 サーバにデータを格納する必要があ り ます。

ブラウザ ク ッキーの存続期間を直接セッシ ョ ンの長さに関連付けるこ とはでき
ません。 ク ッキーがそれに関連付けられているセッシ ョ ンよ り早く期限切れに

なった場合、 そのセッシ ョ ンは切り離されてしまいます。 セッシ ョ ンがそれに関

連付けられている ク ッキーよ り早く期限切れになった場合、 サーブレ ッ トはその

セッシ ョ ンを見つけるこ とができません。 この場合、 新しいセッシ ョ ンは 
request.getSession(true) メ ソ ッ ドが呼び出される と きに割り当てられます。
セッシ ョ ンの使用は一時的なものに限定する必要があ り ます。

ク ッキーの最大存続時間は、 weblogic.xml デプロイ メ ン ト記述子のセッシ ョ ン
記述子にある  CookieMaxAgeSecs パラ メータで設定できます。 詳細については、
8-29 ページの 「手順 4: セッシ ョ ン パラ メータの定義」 を参照して ください。

セッションのログアウト と終了

ユーザ認証情報は、 ユーザのセッシ ョ ン  データ と、 Web アプリ ケーシ ョ ンの対
象となるサーバまたは仮想ホス トのコンテキス トの両方に格納されます。 ユーザ

のログアウ ト に多く使われる  session.invalidate() メ ソ ッ ドでは、 ユーザの
現在のセッシ ョ ンのみが無効にな り、 ユーザの認証情報は有効なまま、 サーバま

たは仮想ホス トのコンテキス トに格納されます。 サーバまたは仮想ホス ト が 1 つ
の Web アプ リ ケーシ ョ ンだけをホス ト している場合は、
session.invalidate() メ ソ ッ ドを実行する とユーザはログアウ ト されます。 

複数の Web アプリ ケーシ ョ ンで認証を使用する と きには、 複数の Java メ ソ ッ ド
と戦略を使用できます。 詳細については、 『HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ 
ガイ ド』 の 「複数のアプリ ケーシ ョ ンに対する単一のサインオンの実装」 ( を参
照して ください。
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セッシ ョ ン永続性のコンフ ィグレーシ ョン

セッシ ョ ンの永続性を使用して、 HTTP セッシ ョ ン オブジェク ト にデータを永
続的に格納し、 WebLogic Server のク ラスタ全体のフェイルオーバと ロード  バラ
ンシングを有効にします。 アプ リ ケーシ ョ ンが HTTP セッシ ョ ン オブジェク ト
にデータを格納する と き、 データをシ リ アライズ可能にする必要があ り ます。

セッシ ョ ンの永続性の実装は、 以下の 5 つです。 

� メモ リ  (単一サーバ、 非レプ リ ケー ト )

� ファ イル システムの永続性

� JDBC の永続性

� ク ッキーベースの永続性

� イン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ン ( ク ラスタ全体 )

最初の 4 つについてはこ こで説明します。 イン メモ リ  レプ リ ケーシ ョ ンについ
ては、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズガイ ド』 の 「HTTP セッシ ョ ン ス
テー トのレプ リ ケーシ ョ ンについて」 ( を参照して ください。  

ファ イル、 JDBC、 ク ッキーベース、 およびメモ リ  (単一サーバ、 非レプ リ ケー
ト ) のセッシ ョ ン永続性には、 共通のプロパティがいくつか存在します。 以下の
節で説明する とおり、 各永続性メ ソ ッ ドはそれぞれ独自の属性セッ ト を持ってい

ます。

セッション属性の一般的なプロパティ

この節では、 ファ イル システム、 メモ リ  (単一サーバ、 非レプ リ ケー ト )、
JDBC、 およびク ッキーベースの永続性に共通の属性について説明します。 メモ
リ内に保持されるセッシ ョ ンの数は、 WebLogic 固有のデプロイ メン ト記述子で
ある  weblogic.xml の <session-descriptor> 要素で次のプロパティ を設定し
てコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 これらのプロパティは、 セッシ ョ ン永続性を

使用している場合にだけ適用できます。 
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CacheSize

メモ リ内で一度にアクティブにできるキャ ッシュされたセッシ ョ ンの数

を制限します。 同時に大量のアクティブ セッシ ョ ンが発生するこ とが見
込まれる場合、 これらのセッシ ョ ンでサーバの RAM を満たした くはあ
り ません。 仮想メモ リ とのスワ ッピングによ り、 パフォーマンスが低下

する可能性があるからです。 キャ ッシュが満杯になる と、 最も古いセッ

シ ョ ンは永続ス ト レージに格納され、 必要になったと きに自動的に呼び

戻されます。 永続性を使用しない場合、 このプロパティは無視され、 メ

イン メモ リに保持可能なセッシ ョ ン数はソフ ト ウェアによって制限され
な くな り ます。 デフォル トでは、 キャ ッシュされるセッシ ョ ンの数は 
1024 です。最小値は 16、 最大値は Integer.MAX_VALUE です。空のセッ
シ ョ ンは 100 バイ ト未満のメモ リ しか使用しませんが、 データの追加に
応じて大き く な り ます。 

SwapIntervalSecs

cacheEntries の制限に達した と きに、 WebLogic Server が最も古い
セッシ ョ ンをキャ ッシュから永続ス ト レージにパージするまでの待ち時

間です。 

このプロパティ を設定しない場合、デフォル トは 10 秒です。最小値は 1 
秒、 最大値は 604800 秒 (1 週間 ) です。 

InvalidationIntervalSecs

WebLogic Server が、 タイムアウ トの無効なセッシ ョ ンに対してハウス
ク リーニング チェ ッ クを実行してから古いセッシ ョ ンを削除して メモ リ
を解放するまでの待ち時間を秒単位で設定します。 このパラ メータは、

<session-timeout> に設定された値よ り小さい値に設定します。 この
パラ メータを使用する と、 ト ラフ ィ ッ クの多いサイ ト で WebLogic 
Server の動作を最適化できます。

最小値は毎秒 (1) です。 最大値は、 週に 1 回 (604800 秒 ) です。 このパ
ラ メータを設定しない場合、 デフォル トは 60 秒です。

<session-timeout> を設定するには、 Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ
メ ン ト記述子である  web.xml の A-13 ページの 「session-config」 を参照
して ください。 
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セッシ ョ ン永続性のコンフ ィグレーシ ョ ン
メモリ  ベース、 単一サーバ、 非レプリケート永続
ストレージの使い方

メモ リ  ベース、 単一サーバ、 非レプ リ ケート永続ス ト レージを使用するには、
WebLogic 固有のデプロイ メン ト記述子である  weblogic.xml の 
<session-descriptor> 要素にある  PersistentStoreType プロパティ を 
memory に設定します。 メモ リ  ベースのス ト レージを使用する場合、 すべての
セッシ ョ ン情報はメモ リに格納され、 WebLogic Server を終了して再起動する と
失われます。

注意 : WebLogic Server を実行する と きに十分なヒープ サイズを割り当てない
と、 負荷がかかったと きにサーバのメモ リが足 り な く なるこ とがあ り ま

す。

ファイルベースの永続ストレージの使い方

ファ イルベースの永続ス ト レージをセッシ ョ ン用にコンフ ィグレーシ ョ ンするに

は、 次の手順に従います。 

1. デプロイ メン ト記述子ファ イル、 weblogic.xml の <session-descriptor> 
要素の PersistentStoreType プロパティ を  file に設定します。

2. WebLogic Server がセッシ ョ ンを格納するディ レク ト リ を設定します。 B-8 
ページの 「PersistentStoreDir」 を参照して ください。 

この属性値を明示的に設定しなかった場合、 WebLogic Server によって一時
ディ レ ク ト リが自動的に作成されます。 

ファ イルベース永続性をク ラスタで使用する場合、 この属性を、 ク ラスタ内

のすべてのサーバがアクセスできる共有ディ レク ト リに明示的に設定しなけ

ればな り ません。 このディ レク ト リは手動で作成する必要があ り ます。
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4 Web アプリケーシ ョ ンにおけるセッシ ョ ンとセッシ ョ ン永続性の使用
データベースの永続ストレージとしての使い方 
(JDBC 永続性 )

JDBC の永続性は、 この目的のために提供されたスキーマを使ってデータベース  
テーブルにセッシ ョ ン  データを格納します。 JDBC ド ラ イバを備えたデータベー
スはすべて使用できます。 データベース  アクセスは、 接続プールを使ってコン
フ ィ グレーシ ョ ンします。

JDBC ベースの永続ス ト レージをセッシ ョ ン用にコンフ ィグレーシ ョ ンするに
は、 次の手順に従います。 

1. WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子である  weblogic.xml の 
<session-descriptor> 要素の PersistentStoreType プロパティ を  jdbc に
設定します。

2. WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子、 weblogic.xml の 
PersistentStorePool プロパティ を使用して、 JDBC 接続プールが永続ス ト
レージ用に使用されるよ う設定します。 WebLogic Server Administration 
Console で定義される接続プールの名前を使用します。

データベース接続プールの設定の詳細については、 「JDBC 接続の管理」 を参
照して ください。

3. 許可を持っているユーザに対応する接続用 ACL を設定します。 データベー
ス接続の詳細については、 「JDBC 接続の管理」 を参照して ください。

4. JDBC ベースの永続性のための wl_servlet_sessions とい うデータベース  
テーブルを設定します。 データベースに接続する接続プールは、 このテーブ

ルの読み取り /書き込みアクセス権を保有する必要があ り ます。 次の表は、
このテーブルを作成する と きに使用するカラム名とデータ型を示していま

す。

カラム名 型

wl_id 最大 100 文字の可変長の英数字カラム。

例 : Oracle VARCHAR2(100)。
 主キーは次のよ うに設定する。
wl_id + wl_context_path.
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Oracle DBMS を使用している場合、 次の  SQL 文を使って 
wl_servlet_sessions テーブルを作成できます。

create table wl_servlet_sessions
  ( wl_id VARCHAR2(100) NOT NULL,
    wl_context_path VARCHAR2(100) NOT NULL,
    wl_is_new CHAR(1),
    wl_create_time NUMBER(20),
    wl_is_valid CHAR(1),
    wl_session_values LONG RAW,
    wl_access_time NUMBER(20),
    wl_max_inactive_interval INTEGER,
   PRIMARY KEY (wl_id, wl_context_path) ); 

SqlServer2000 を使用している場合は、次の SQL 文を使って 
wl_servlet_sessions テーブルを作成します。

create table wl_servlet_sessions
  ( wl_id VARCHAR2(100) NOT NULL,
    wl_context_path VARCHAR2(100) NOT NULL,
    wl_is_new VARCHAR(1),
    wl_create_time DeCIMAL,
    wl_is_valid VARCHAR(1),

wl_context_path 最大 100 文字の可変長の英数字カラム。

例 : Oracle VARCHAR2(100)。 このカラムは主
キーの一部と して使用する  (wl_id  カラムの説
明を参照 )。

wl_is_new 1 文字のカラム。 例 : Oracle CHAR(1)。 

wl_create_time 20 桁の数値カラム。 例 : Oracle NUMBER(20)。

wl_is_valid 1 文字のカラム。 例 : Oracle CHAR(1)。 

wl_session_values ラージ バイナリ  カラム。 例 : Oracle LONG RAW。

wl_access_time 20 桁の数値カラム。 例 : NUMBER(20)。

wl_max_inactive_interval 整数カラム。 例 : Oracle Integer。 セッシ ョ ンが
無効になるまでのク ラ イアン ト  リ クエス トの間
隔の秒数。 時間値が負の場合は、 セッシ ョ ンが

タイムアウ ト しないこ とを示す。

カラム名 型
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    wl_session_values IMAGE,
    wl_access_time DECIMAL,
    wl_max_inactive_interval INTEGER,
   PRIMARY KEY (wl_id, wl_context_path) ); 

前述の SQL 文のいずれかを、使用する DBMS に合わせて変更します。

注意 : ユーザは、 JDBConnectionTimeoutSecs 属性が設定されたセッシ ョ ン 
データのロードに失敗するまで、 JDBC セッシ ョ ン永続性が接続プール
からの JDBC 接続を待つ最大の期間をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。
詳細については、 B-10 ページの 「JDBConnectionTimeoutSecs」 を

参照して ください。

クッキーベースのセッション永続性の使用

ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続性は、 ユーザのブラウザのク ッキーにすべての

セッシ ョ ン  データを格納するこ とで、 セッシ ョ ン永続性のステート レスなソ
リ ューシ ョ ンを提供します。 ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続性が最も役に立つ

のは、 セッシ ョ ンに大量のデータを格納する必要がないと きです。 ク ッキーベー

スのセッシ ョ ン永続性は、 ク ラスタ  フェ イルオーバ ロジッ クが必要ないので、
WebLogic Server のインス トール環境をよ り簡単に管理できます。 セッシ ョ ンが
格納されるのはブラウザ内であって、 サーバ上ではあ り ません。 WebLogic 
Server の起動と停止は、 セッシ ョ ンを失わずに行う こ とができます。

ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続性には、 次に示すいくつかの制限事項があ り ま

す。

� セッシ ョ ンに格納できるのは文字列属性だけです。 セッシ ョ ンに他の種類の

オブジェ ク ト を格納した場合、 IllegalArgument 例外が送出されます。

� HTTP 応答はフラ ッシュできない ( ク ッキーは応答が発行される前にヘッダ 
データに書き込まれる必要があるため )。

� 応答のコンテンツの長さがバッファ  サイズを超える場合、 応答は自動的にフ
ラ ッシュされ、 セッシ ョ ン  データはク ッキー内では更新できません。 バッ
ファ  サイズはデフォル トで 8192 バイ トです。 バッファ  サイズは 
javax.servlet.ServletResponse.setBufferSize() メ ソ ッ ドで変更でき
ます。

� 使用できる認証は基本的なもの (ブラウザベース ) だけです。
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URL 書き換えの使い方
� セッシ ョ ン データはク リ ア テキス ト でブラウザに送信されます。

� ユーザのブラウザを、 ク ッキーを受け付けるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンす

る必要があ り ます。 

� ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続性を使用する場合、 および例外が発生した

場合は、 文字列内でカンマ (,) を使用するこ とはできません。

ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続性を設定するには、 次の手順に従います。

1. weblogic.xml の <session-descriptor> 要素で、 PersistentStoreType 
パラ メータを cookie に設定します。

2. 必要な場合は、 PersistentStoreCookieName パラ メータを使ってク ッキー
に名前を設定します。 デフォル トは WLCOOKIE です。

URL 書き換えの使い方

状況によっては、 ブラウザまたは無線デバイスがク ッキーを受け入れないこ と も

あ り ます。 この場合、 ク ッキーによるセッシ ョ ン ト ラ ッキングを行う こ とがで
きません。 URL 書き換えを使用する と、 ブラウザがク ッキーを受け入れないこ
とを  WebLogic Server が検出したと きに、 こ う した状況を自動的に置き換えるこ
とができます。 URL 書き換えでは、 セッシ ョ ン  ID を  Web ページのハイパーリ
ンクにエンコード し、 サーブレッ トはそれらをブラウザに送り返します。 ユーザ

が以後これらの リ ンクをク リ ッ クする と、WebLogic Server は URL アドレスから
その ID を抽出し、 サーブレッ ト が getSession() メ ソ ッ ドを呼び出すと適切な 
HttpSession を見つけ出します。 

WebLogic 固有のデプロイ メン ト記述子である  weblogic.xml の 
<session-descriptor> 要素に URLRewritingEnabled 属性を設定する こ とで、
URL 書き換えを有効にします ( この属性のデフォル ト値は、 true です )。 B-10 
ページの 「URLRewritingEnabled」 を参照して ください。 
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URL 書き換えのコーディングに関するガイドライ
ン

URL 書き換えをサポートするためにどのよ うに  URL をコードで処理するかにつ
いては、 いくつかのガイ ド ラインがあ り ます。 

� 次に示すよ うに、 URL を出力ス ト リームに直接書き出すこ とは避けます。 

out.println("<a href=\"/myshop/catalog.jsp\">catalog</a>");

代わりに、 HttpServletResponse.encodeURL() メ ソ ッ ドを使用します。 次
に例を示します。

out.println("<a href=\""
     + response.encodeURL("myshop/catalog.jsp") 
     + “\">catalog</a>");

encodeURL() メ ソ ッ ドを呼び出すと、 URL を書き換える必要があるかど う
かが調べられます。 必要である場合、 URL にセッシ ョ ン  ID を組み込むこ と
によって書き換えを行います。 セッシ ョ ン ID は URL に付加され、 セ ミ コロ
ンで始ま り ます。

� WebLogic Server への応答と して返される  URL に加えて、 リダイレク ト を送
信する  URL をエンコード します。 次に例を示します。 

if (session.isNew())
response.sendRedirect 

(response.encodeRedirectUrl(welcomeURL));  

WebLogic Server はセッシ ョ ンが新しいと きには、 ブラウザがク ッキーを受
け入れる場合でも  URL 書き換えを使用します。 これは、 セッシ ョ ンの最初
ではサーバはブラウザがク ッキーを受け入れるかど うかを判断できないから

です。 

� サーブレ ッ トは、

HttpServletRequest.isRequestedSessionIdFromCookie() メ ソ ッ ドから
返されるブール値をチェ ッ クするこ とによって、 特定のセッシ ョ ン  ID が
ク ッキーから受け取られたかど うかを確認できます。 WebLogic Server アプ
リ ケーシ ョ ンは適切に応答するか、 WebLogic Server による  URL 書き換えに
依存します。
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URL 書き換えの使い方
URL 書き換えと  Wireless Access Protocol (WAP)

WAP アプ リ ケーシ ョ ンを作成する場合、 WAP プロ ト コルはク ッキーをサポート
していないため、 URL を書き換える必要があ り ます。 また、 一部の WAP デバイ
スでは、 URL の長さが 128 文字 (パラ メータも含む ) に制限されます。 これによ
り、 URL 書き換えによって転送できるデータ  サイズが制限されます。 パラ メー
タ用の領域を大き くするために、 WebLogic Server でランダムに生成されるセッ
シ ョ ン ID のサイズを制限できます。 B-9 ページの 「IDLength」 を参照して く
ださい。
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5  Web アプリケーションでのセ
キュリティのコンフィグレーショ
ン

この章では、Web アプリケーションでセキュリティをコンフィグレーションす
る方法について説明します。

� 5-1 ページの「Web アプリケーションでのセキュリティのコンフィグレー
ションの概要」

� 5-2 ページの「Web アプリケーション用の認証の設定」

� 5-4 ページの「複数の Web アプリケーション、クッキー、および認証」

� 5-5 ページの「Web アプリケーション リソースへのアクセスの制限」

� 5-6 ページの「サーブレットでのユーザとロールのプログラマティカルな使
い方」

WebLogic Server セキュリティの概要、アップグレード、および新情報について
は、『WebLogic Security プログラマーズ ガイド』を参照してください。

Web アプリケーションでのセキュリティの
コンフィグレーションの概要

Web アプリケーションにセキュリティを設定するには、認証を使用するか、
Web アプリケーション内の特定のリソースへのアクセスを制限するか、または
サーブレット コードでセキュリティの呼び出しを使用します。複数のタイプの
セキュリティ レルムを使用できます。セキュリティ レルムの詳細については、
「セキュリティの基礎概念」を参照してください。セキュリティ レルムは複数の
仮想ホスト間で共有されることに注意してください。
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Web アプリケーション用の認証の設定

Web アプリケーションの認証をコンフィグレーションするには、web.xml デプ
ロイメント記述子の <login-config> 要素を使用します。この要素では、ユー
ザの資格が収められるセキュリティ レルム、認証方式、および認証用リソース
の場所を定義します。セキュリティ レルムの詳細については、「セキュリティの
基礎概念」を参照してください。

アプリケーションのデプロイメント時に、WebLogic Server は weblogic.xml 
ファイルからロール情報を読み込みます。この情報は、セキュリティ レルムで
コンフィグレーションされた認証プロバイダに格納するために使用します。ロー
ル情報が認証プロバイダに格納された後は、WebLogic Server Administration 
Console を通じて行われた変更は weblogic.xml ファイルに保持されません。ア
プリケーションを再デプロイする前に (コンソールを使用して再デプロイする
か、ディスク上で変更を行うか、WebLogic Server を再起動するときに行われる
)、[セキュリティ｜レルム｜一般 ] タブで [デプロイメント記述子内のセキュリ
ティ データを無視 ] 属性を有効にする必要があります。そうしないと、
WebLogic Server Administration Console を通じて行われた変更が weblogic.xml 
ファイルの古いデータで上書きされます。

Web アプリケーション用の認証を設定するには、次の手順を実行します。

1. テキスト エディタで web.xml デプロイメント記述子を開くか、
Administration Console を使用します。詳細については、1-8 ページの「Web 
アプリケーション開発者向けツール」を参照してください。

2. <auth-method> 要素を使用して認証メソッドを指定します。以下のオプショ
ンを設定できます。

BASIC

基本認証では、Web ブラウザを使用してユーザ名 /パスワード 
ダイアログ ボックスを表示します。このユーザ名とパスワード
は、セキュリティ レルムに対して認証されます。

FORM

フォーム ベースの認証では、ユーザ名とパスワードが指定され
た HTML フォームを返す必要があります。フォーム要素から返
されるフィールドは j_username と j_password で、アクショ
ン属性は j_security_check でなければなりません。次に、
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FORM 認証を使用するための HTML コードのサンプルを示し
ます。

<form method=”POST” action=”j_security_check”>

<input type=”text” name=”j_username”>
<input type=”password” name=”j_password”>

</form>

この HTML フォームの生成に使用するリソースは、HTML 
ページ、JSP、またはサーブレットです。このリソースは、
<form-login-page> 要素で定義します。

HTTP セッション オブジェクトはログイン ページが提供される
ときに作成されます。したがって、session.isNew() メソッド
は、認証の成功後に提供されるページから呼び出されると 
FALSE を返します。

CLIENT-CERT

クライアント証明書を使用してリクエストを認証します。詳細
については、「SSL プロトコルのコンフィグレーション」を参
照してください。

3. FORM 認証を選択した場合、HTML ページの生成に使用するリソースの場所 
(<form-login-page> 要素を使用 )、および失敗した認証に応答するリソース
の場所 (<form-error-page> 要素を使用 ) も定義します。FORM 認証をコン
フィグレーションする手順については、A-24 ページの「form-login-config」
を参照してください。

4. <realm-name> 要素を使用して認証のレルムを指定します。特定のレルムを
指定しなかった場合は、Administration Console の [Web アプリケーション｜
コンフィグレーション｜その他 ] タブにある [認証レルム名 ] フィールドで
定義されたレルムが使用されます。詳細については、A-24 ページの
「form-login-config」を参照してください。

5. Web アプリケーションごとに別々にログインを定義する場合は、5-4 ページ
の「複数の Web アプリケーション、クッキー、および認証」を参照してく
ださい。定義しない場合は、同じクッキーを使用するすべての Web アプリ
ケーションでの認証に 1 つのサインオンが使用されます。
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複数の Web アプリケーション、クッキー、
および認証

デフォルトでは、WebLogic Server はすべての Web アプリケーションに同じクッ
キー名 (JSESSIONID) を割り当てます。どの種類の認証を使用する場合でも、同
じクッキー名を使用する Web アプリケーションでは、認証用に 1 つのサインオ
ンを使用します。ユーザが認証されると、その認証は、同じクッキー名を使用す
るすべての Web アプリケーションへのリクエストに対して有効になります。
ユーザは再び認証を要求されることはありません。

Web アプリケーションごとに個別の認証が必要な場合は、Web アプリケーショ
ンにユニークなクッキー名またはクッキー パスを指定できます。CookieName パ
ラメータでクッキー名を指定し、CookiePath パラメータでクッキー パスを指定
します。これらのパラメータは、<session-descriptor> 要素の WebLogic 固有
のデプロイメント記述子 weblogic.xml で定義されています。詳細については、
B-11 ページの「jsp-descriptor」を参照してください。

クッキー名を保持しつつ Web アプリケーションごとに別々の認証が必要な場合
は、Web アプリケーションごとにクッキー パラメータ (CookiePath) を変えるこ
とができます。

サービス パック 3 では、セッション データを失うことなく、HTTP を使用して
開始されたセッションで HTTPS リソースにユーザが安全にアクセスできるよう
にする新機能が追加されました。 この新機能を有効にするには、config.xml の 
WebServer 要素に AuthCookieEnabled="true" を追加します。

<WebServer Name="myserver" AuthCookieEnabled="true"/> 

AuthCookieEnabled を true に設定すると、HTTPS 接続を介して認証するとき
に、WebLogic Server インスタンスはブラウザに新しいセキュアなクッキーを送
信します。 一度セキュアなクッキーを設定すると、セッションはクッキーがブラ
ウザから送信された場合にしかセキュリティ制約のある他の HTTPS リソースに
アクセスできません。
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Web アプリケーション リソースへのアクセ
スの制限

Web アプリケーションの特定のリソース (サーブレット、JSP、または HTML 
ページ ) へのアクセスを制限するには、それらのリソースにセキュリティ制約を
適用します。

セキュリティ制約をコンフィグレーションするには、次の手順に従います。

1. テキスト エディタで web.xml および weblogic.xml デプロイメント記述子を
開くか、Administration Console を使用します。詳細については、1-8 ページ
の「Web アプリケーション開発者向けツール」を参照してください。

2. WebLogic 固有のデプロイメント記述子、weblogic.xml で、セキュリティ 
レルムの 1 つまたは複数のプリンシパルにマップされるロールを定義しま
す。A-25 ページの「security-role」でロールを定義します。次に、B-2 ペー
ジの「security-role-assignment」でこれらのロールをレルム内のプリンシパル
にマップします。

3. web.xml で、<web-resource-collection> 要素にネストされる 
<url-pattern> 要素を使用して、セキュリティ制約を適用する Web アプリ
ケーション リソースを定義します。<url-pattern> は、ディレクトリ、
ファイル名、または <servlet-mapping> です。

また、セキュリティ制約を Web アプリケーション全体に適用する場合は、次
のエントリを使用します。

<url-pattern>/*</url-pattern>

4. web.xml で、<web-resource-collection> 要素にネストされる 
<http-method> 要素を定義することによって、セキュリティ制約を適用する 
HTTP メソッド (GET または POST) を定義します。HTTP メソッドごとに、
別々の <http-method> 要素を使用します。

5. web.xml で、<user-data-constraint> 要素にネストされる 
<transport-guarantee> 要素を使用して、クライアントとサーバ間の通信
に SSL を使用するかどうかを定義します。
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コード リスト 5-1   セキュリティ制約のサンプル

web.xml entries:
<security-constraint>

<web-resource-collection>
<web-resource-name>SecureOrdersEast</web-resource-name>
<description>

Security constraint for
 resources in the orders/east directory

</description>
<url-pattern>/orders/east/*</url-pattern>
<http-method>POST</http-method>
<http-method>GET</http-method>

</web-resource-collection>
<auth-constraint>

<description>
constraint for east coast sales
</description>
<role-name>east</role-name>
<role-name>manager</role-name>

</auth-constraint>
<user-data-constraint>

<description>SSL not required</description>
<transport-guarantee>NONE</transport-guarantee>

</user-data-constraint>
</security-constraint>

...

サーブレットでのユーザとロールのプログ

ラマティカルな使い方

javax.servlet.http.HttpServletRequest.isUserInRole(String role) メ
ソッドを使用すると、サーブレット コード中のユーザとロールにプログラム的
にアクセスできるようサーブレットを記述できます。文字列 role は、Web アプ
リケーション デプロイメント記述子の <servlet> 宣言の 
<security-role-ref> 要素の中にネストされた <role-name> 要素に指定された
名前にマップされます。<role-link> 要素は、Web アプリケーション デプロイ
メント記述子の <security-role> 要素で定義された <role-name> に対応しま
す。

次のリストで例を提供します。
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サーブレットでのユーザとロールのプログラマティカルな使い方
コード リスト 5-2   セキュリティ ロール マッピングの例

Servlet code: 
isUserInRole("manager");

web.xml entries:

<servlet>
. . .

<role-name>manager</role-name>
<role-link>mgr</role-link>

. . .
</servlet>

<security-role>
<role-name>mgr</role-name>

</security-role>

weblogic.xml entries:

<security-role-assignment>
<role-name>mgr</role-name>
<principal-name>al</principal-name>
<principal-name>george</principal-name>
<principal-name>ralph</principal-name>

</security-role-ref>
Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション 5-7



5 Web アプリケーションでのセキュリティのコンフィグレーション
5-8 Web アプリケーションのアセンブルとコンフィグレーション



6 アプリケーション イベン ト とリス
ナ

この章では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのイベン ト と リ スナをコンフ ィグレーシ ョ
ンおよび使用する方法について説明します。

� 6-1 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン  イベン ト と リ スナの概要」

� 6-2 ページの 「サーブレッ ト  コンテキス ト  イベン ト 」

� 6-3 ページの 「HTTP セッシ ョ ン イベン ト 」

� 6-4 ページの 「イベン ト  リ スナのコンフ ィグレーシ ョ ン」

� 6-5 ページの 「リ スナ ク ラスの作成」

� 6-5 ページの 「リ スナ ク ラスのテンプレー ト 」

� 6-7 ページの 「その他の情報源」

アプリケーション イベン ト と リスナの概要

アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト とは、サーブレッ ト  コンテキス ト のステートの変更 (
各 Web アプリ ケーシ ョ ンは独自のサーブレ ッ ト  コンテキス ト を使用する )、 ま
たは HTTP セッシ ョ ン オブジェ ク トのステー トの変更を通知する ものです。 こ
れらのステートの変更に応答するイベン ト  リ スナ ク ラスを作成して、 Web アプ
リ ケーシ ョ ンでアプリ ケーシ ョ ン  イベン ト と リ スナ ク ラスをコンフ ィグレー
シ ョ ンおよびデプロイ します。

サーブレッ ト  コンテキス ト  イベン ト の場合、 イベン ト  リ スナ ク ラスは、Web ア
プリ ケーシ ョ ンがデプロイ される と きやアンデプロイ されている と き  ( または 
WebLogic Server が停止する と き )、 および、 属性が追加、 削除、 置換されたと
きに、 通知を受け取る こ とができます。 
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HTTP セッシ ョ ン イベン トの場合、 イベン ト  リ スナ ク ラスは、 HTTP セッシ ョ
ンがアクテ ィブ化されたかパッシベーシ ョ ンされよ う と している と き、 および、

HTTP セッシ ョ ン属性が追加、 削除、 置換されたと きに、 通知を受け取るこ とが
できます。

Web アプ リ ケーシ ョ ン イベン トは次の目的で使用します。

� Web アプリ ケーシ ョ ンがデプロイ される と きや停止される と きにデータベー
ス接続を管理する

� カウンタを作成する

� HTTP セッシ ョ ンとその属性のステート をモニタする

サーブレッ ト  コンテキスト  イベン ト

次の表は、 サーブレ ッ ト  コンテキス ト  イベン トのタイプ、 イベン ト  リ スナ ク ラ
スがイベン ト に応答するために実装すべきインタフェース、 およびイベン トが発

生したと きに起動される メ ソ ッ ドを示しています。

イベントのタイプ インタフェース メソッ ド

サーブレッ ト  コン
テキス トが作成さ

れた。

javax.servlet.ServletContextListener contextInitialized()

サーブレッ ト  コン
テキス トが停止さ

れよ う と している。

javax.servlet.ServletContextListener contextDestroyed()

属性が追加された。 javax.servlet.
ServletContextAttributesListener

attributeAdded()

属性が削除された。 javax.servlet.
ServletContextAttributesListener

attributeRemoved()

属性が置き換えら

れた。

javax.servlet.
ServletContextAttributesListener

attributeReplaced()
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HTTP セッシ ョン イベン ト

次の表は、 HTTP セッシ ョ ン イベン ト のタイプ、 イベン ト  リ スナ ク ラスがイベ
ン トへの応答に実装すべきインタフェース、 およびイベン ト が発生したと きに起

動される メ ソ ッ ドを示しています。

注意 : サーブレッ ト  2.3 仕様にも  
javax.servlet.http.HttpSessionBindingListener インタフェース
と  javax.servlet.http.HttpSessionActivationListener インタ
フェースが含まれています。 これらのインタフェースは、 セッシ ョ ン属

性と して格納されるオブジェク ト によって実装され、 web.xml へのイベ
ン ト  リ スナの登録を必要と しません。 詳細については、 これらのインタ
フェースの Javadoc を参照して ください。

イベントのタイプ インタフェース メソッ ド

HTTP セッシ ョ ンが
アクテ ィブ化され

た。

javax.servlet.http.
HttpSessionListener

sessionCreated()

HTTP セッシ ョ ンが
パッシベーシ ョ ン

されよ う と してい

る。

javax.servlet.http.
HttpSessionListener

sessionDestroyed()

属性が追加された。 javax.servlet.http.
HttpSessionAttributeListener

attributeAdded()

属性が削除された。 javax.servlet.http.
HttpSessionAttributeListener

attributeRemoved()

属性が置き換えら

れた。

javax.servlet.http.
HttpSessionAttributeListener

attributeReplaced()
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イベン ト  リスナのコンフ ィグレーション

イベン ト  リ スナをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 次の手順に従います。

1. イベン ト  リ スナを作成する  Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml デプロイ メ ン
ト記述子をテキス ト  エディ タで開くか、 Administration Console に統合されて
いる  Web アプ リ ケーシ ョ ン  デプロイ メ ン ト記述子エディ タを使います (
「Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子エディ タ  (war)」 を参照 )。
web.xml ファ イルは、Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リにあ り
ます。 

2. <listener> 要素を使ってイベン ト宣言を追加します。 イベン ト宣言は、 イ
ベン トが発生する と きに起動される リ スナ ク ラスを定義します。
<listener> 要素は、 <filter> 要素と  <filter-mapping> 要素のすぐ後ろ
で、 <servlet> 要素のすぐ前に指定します。 それぞれのイベン ト  タイプに複
数のリ スナ ク ラスを指定できます。 WebLogic Server は、 デプロイ メ ン ト記
述子に記述されている順にイベン ト  リ スナを起動します (停止イベン ト だけ
は、 逆順で起動されます )。 次に例を示します。

<listener>
<listener-class>myApp.myContextListenerClass</listener-class>

</listener>

<listener>
<listener-class>myApp.mySessionAttributeListenerClass</listen

er-class>
</listener>

3. リ スナ ク ラスを作成し、 デプロイ します。 詳細については、 次の 「 リ スナ 
ク ラスの作成」 を参照して ください。
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リスナ クラスの作成

リ スナ ク ラスを作成するには、 次の手順に従います。

1. ク ラスが応答するイベン ト のタイプに対して適切なインタフェースを実装す
る新しいク ラスを作成します。 これらのインタフェースの リ ス ト について

は、 6-2 ページの 「サーブレッ ト  コンテキス ト  イベン ト 」 または 6-3 ページ
の 「HTTP セッシ ョ ン  イベン ト 」 を参照して ください。 作業の開始に利用で
きるサンプルのテンプレー トについては、 6-5 ページの 「 リ スナ ク ラスのテ
ンプレート 」 を参照して ください。

2. 引数をと らないパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを作成します。

3. インタフェースの必須メ ソ ッ ドを実装します。 詳細については、 J2EE API リ
ファレンス (Javadoc) を参照して ください。

4. コンパイル済みのイベン ト  リ スナ ク ラスを Web アプ リ ケーシ ョ ンの 
WEB-INF/classes ディ レク ト リにコピーするか、 または、 それらを  jar 
ファ イルにパッケージ化してからその jar ファ イルを  Web アプリ ケーシ ョ
ンの WEB-INF/lib ディ レク ト リにコピーします。

次の便利なク ラスは、 リ スナ ク ラスの リ スナ メ ソ ッ ドに渡されます。

javax.servlet.http.HttpSessionEvent

HTTP セッシ ョ ン オブジェ ク トへのアクセスを提供します。

javax.servlet.ServletContextEvent

サーブレッ ト  コンテキス ト  オブジェ ク トへのアクセスを提供します。 

javax.servlet.ServletContextAttributeEvent

サーブレッ ト  コンテキス ト とその属性へのアクセスを提供します。

javax.servlet.http.HttpSessionBindingEvent

HTTP セッシ ョ ン とその属性へのアクセスを提供します。

リスナ クラスのテンプレート

次の例は、 リ スナ ク ラスの基本的なテンプレー トです。
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6 アプリケーシ ョ ン イベン ト と リスナ
サーブレッ ト  コンテキスト  リスナの例

package myApp;
import javax.servlet.*;

public final class myContextListenerClass implements
 ServletContextListener {

public void contextInitialized(ServletContextEvent event) {

/* このメソッドは、サーブレット コンテキストが初期化されたとき
 (Web アプリケーションがデプロイされたとき ) に呼び出される。 
この時点で、サーブレット コンテキストに関連するデータを初期化できる

*/ 

    }

    public void contextDestroyed(ServletContextEvent event) {

/* このメソッドは、サーブレット コンテキスト (Web アプリケーション ) が
アンデプロイされたとき、または WebLogic Server が
シャットダウンしたときに呼び出される

*/     

}
}

HTTP セッション属性リスナの例

package myApp;
import javax.servlet.*;

public final class mySessionAttributeListenerClass implements
 HttpSessionAttributeListener {

public void attributeAdded(HttpSessionBindingEvent sbe) {
/* このメソッドは、属性がセッションから削除されたときに
呼び出される

*/
}

public void attributeRemoved(HttpSessionBindingEvent sbe) {
/* このメソッドは、属性がセッションから削除されたときに
呼び出される

*/
    }

public void attributeReplaced(HttpSessionBindingEvent sbe) {
/* このメソッドは、属性がセッションで置き換えられたときに
呼び出される

*/
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その他の情報源
    }
}

その他の情報源

� 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィ グレーシ ョ ン』 (

� 「Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子の記述」 (

� Sun Microsystems のサーブレッ ト  2.3 仕様

� J2EE API リ ファレンス (Javadoc) (

� Sun Microsystems の The J2EE Tutorial
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7 フ ィルタ

この章では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンでのフ ィルタの使用に関する情報を提供し
ます。

� 7-1 ページの 「フ ィルタの概要」

� 7-3 ページの 「フ ィルタのコンフ ィグレーシ ョ ン」

� 7-5 ページの 「フ ィルタの作成」

� 7-7 ページの 「フ ィルタ  ク ラスの例」

� 7-8 ページの 「サーブレッ ト応答オブジェク ト でのフ ィルタ処理」

� 7-8 ページの 「その他の情報源」

フ ィルタの概要

フ ィルタ とは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの リ ソースに対する リ クエス トに応答し
て起動される  Java ク ラスのこ とです。 リ ソースには、 Java サーブレ ッ ト 、
JavaServer pages (JSP)、 および HTTP ページや画像などの静的リ ソースがあ り ま
す。 フ ィルタを使用する と、 要求をインターセプ ト して、 応答オブジェ ク トおよ

び要求オブジェ ク ト を検証した り変更した りするタスクなどを実行できます。

フ ィルタは、 開発者が既存のリ ソースのコーディングを変更できず、 その リ ソー

スの動作を変更する必要がある状況を主に想定した、 高度な J2EE 機能です。 一
般に、 フ ィルタを使って リ ソースを変更するよ りは、 コードを変更して リ ソース

の動作自体を変更した方が効率的です。 状況によっては、 フ ィルタを使う こ とに

よって、 アプ リ ケーシ ョ ンが不必要に複雑にな り、 パフォーマンスが低下するこ

とがあ り ます。
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7 フ ィルタ
フ ィルタの動作とし くみ

フ ィルタは、 Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス トで定義します。 フ ィルタは
特定の名前の リ ソースまたはリ ソースのグループ (URL パターンに基づく ) に対
する リ クエス ト を横取り して、 フ ィルタ内でコードを実行します。 それぞれのリ

ソースまたはリ ソースのグループに対して、 単一のフ ィルタ、 またはチェーンと

呼ばれる特定の順序で起動される複数のフ ィルタを指定できます。 

フ ィルタは、 リ クエス ト を横取りする と き、 HTTP リ クエス ト と応答へのアクセ
スを提供する  javax.servlet.ServletRequest オブジェ ク ト と  
javax.servlet.ServletResponse オブジェ ク ト、 および 
javax.servlet.FilterChain オブジェ ク トにアクセスできます。 FilterChain 
オブジェ ク ト には、 順番に起動できるフ ィルタの リ ス ト が含まれています。 フ ィ

ルタは、 作業を終了する と、 チェーン内の次のフ ィルタを起動する、 リ クエス ト

をブロッ クする、 例外を送出する、 本来リ クエス ト されていた リ ソースを起動す

る、 の う ちのいずれかの処理を行う こ とができます。

本来の リ ソースが起動される と、 制御は、 チェーン内の リ ス ト の最後にあるフ ィ

ルタに返されます。 そのあとで、 このフ ィルタは、 応答ヘッダとデータの検査お

よび変更、 リ クエス ト のブロ ッ ク、 例外の送出、 チェーンの最後よ り  1 つ手前に
あるフ ィルタの起動のいずれかを行う こ とができます。 この処理はフ ィルタの

チェーン内において逆順で続行されます。

フ ィルタの用途

フ ィルタは次の機能を行う と きに便利です。

� ロギング機能の実装

� ユーザが作成したセキュ リ テ ィ機能の実装

� デバッグ

� 暗号化

� データの圧縮

� ク ラ イアン ト に送信される応答の変更 ( ただし、 応答の後処理を行う と、 ア
プ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低下するおそれがあ り ます )
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フ ィルタのコンフ ィグレーショ ン

Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml デプロイ メ ン ト記述子を使って、 フ ィルタを
アプ リ ケーシ ョ ンの一部と してコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 デプロイ メ ン ト記

述子では、 フ ィルタを宣言してから、 そのフ ィルタを  Web アプ リ ケーシ ョ ンの 
URL パターンまたは特定のサーブレ ッ ト にマップします。 宣言できるフ ィルタ
の数に制限はあ り ません。

フ ィルタのコンフ ィグレーション

フ ィルタをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 次の手順に従います。

1. テキス ト  エディ タで web.xml デプロイ メ ン ト記述子を開くか、
Administration Console を使用します。 詳細については、 1-8 ページの 「Web 
アプ リ ケーシ ョ ン開発者向けツール」 を参照して ください。 web.xml ファ イ
ルは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リにあ り ます。 

2. フ ィルタ宣言を追加します。 <filter> 要素は、 フ ィルタの宣言、 フ ィルタ
の名前の定義、 およびフ ィルタを実行する  Java ク ラスの指定を行います。
<filter> 要素は、 <context-param> 要素のすぐ後ろで、 <listener> 要素
と  <servlet> 要素のすぐ前に指定します。 次に例を示します。

<filter>
<icon>
<small-icon>MySmallIcon.gif</small-icon>
<large-icon>MyLargeIcon.gif</large-icon>

</icon>
<filter-name>myFilter1</filter-name>
<display-name>filter 1</display-name>
<description>This is my filter</description>
<filter-class>examples.myFilterClass</filter-class>

</filter>

icon、 description、 display-name の各要素は省略可能です。

3. <filter> 要素の内部に 1 つまたは複数の初期化パラ メータを指定します。
次に例を示します。

<filter>
<icon>
<small-icon>MySmallIcon.gif</small-icon>
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7 フ ィルタ
<large-icon>MyLargeIcon.gif</large-icon>
</icon>
<filter-name>myFilter1</filter-name>
<display-name>filter 1</display-name>
<description>This is my filter</description>
<filter-class>examples.myFilterClass</filter-class>
<init-param>

<param-name>myInitParam</param-name>
<param-value>myInitParamValue</param-value>

</init-param>
</filter>

Filter ク ラスは FilterConfig.getInitParameter() メ ソ ッ ドまたは 
FilterConfig.getInitParameters() メ ソ ッ ドを使って初期化パラ メータ
を読み取るこ とができます。

4. フ ィルタ  マッピングを追加します。 <filter-mapping> 要素は、 URL パ
ターンまたはサーブレッ ト名を基にしてどのフ ィルタを実行するかを指定し

ます。 <filter-mapping> 要素は、 <filter> 要素のすぐ後ろに指定します。

� URL パターンを使ったフ ィルタ  マッピングを作成するには、 フ ィルタの
名前と  URL パターンを指定します。 URL のパターン マッチングは、
Sun Microsystems のサーブレ ッ ト  2.3 仕様のセクシ ョ ン  11.1 で指定され
ている規則に従って実行されます。 たとえば、 次の filter-mapping は 
/myPattern/ を含む リ クエス ト に myFilter をマップします。

<filter-mapping>
<filter-name>myFilter</filter-name>
<url-pattern>/myPattern/*</url-pattern>

</filter-mapping>

� 特定のサーブレ ッ ト に対するフ ィルタ  マッピングを作成するには、 Web 
アプリ ケーシ ョ ンに登録されたサーブレッ トの名前にフ ィルタをマップ

します。 たとえば、 次のコードは myServlet とい うサーブレ ッ トに 
myFilter フ ィルタをマップします。

<filter-mapping>
<filter-name>myFilter</filter-name>
<servlet-hame>myServlet</servlet-name>

</filter-mapping>

5. フ ィルタのチェーンを作成するには、 複数のフ ィルタ  マッピングを指定しま
す。 詳細については、 7-5 ページの 「フ ィルタのチェーンのコンフ ィグレー
シ ョ ン」 を参照して ください。
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フ ィルタのチェーンのコンフ ィグレーション

WebLogic Server は、 送られてく る  HTTP リ クエス トに一致するすべてのフ ィル
タ  マッピングの リ ス ト を作成する こ とで、 フ ィルタのチェーン を作成します。
リ ス ト の順序は次の順番で決定します。

1. リ クエス ト に一致する  url-pattern を含む filter-mapping のあるフ ィルタ
は、 web.xml デプロイ メ ン ト記述子に記述された順序でチェーンに追加され
ます。 

2. リ クエス ト に一致する  servlet-name を含む filter-mapping のあるフ ィル
タは、 URL パターンに一致するフ ィルタの後でチェーンに追加されます。

3. チェーン内の最後の項目は常に、 本来リ クエス ト された リ ソースです。

フ ィルタ  ク ラスでは、 FilterChain.doFilter() メ ソ ッ ドを使ってチェーン内
の次の項目を起動します。

フ ィルタの作成

フ ィルタ  ク ラスを作成するには、 javax.servlet.Filter インタフェースを実装しま
すこのインタフェースの次のメ ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。

� init()

� destroy()

� doFilter()

doFilter() メ ソ ッ ドは、 リ クエス ト  オブジェク ト と応答オブジェ ク ト の検査と
変更、 ロギングなど他のタスクの実行、 チェーン内の次のフ ィルタの起動、 また

は、 それ以上の処理のブロ ッ クのために使います。

フ ィルタの名前、 ServletContext、 およびフ ィルタの初期化属性にアクセスす

るために、 FilterConfig オブジェ ク ト に対して利用できる メ ソ ッ ドが他にいく
つかあ り ます。 詳細については、 Sun Microsystems の 
javax.servlet.FilterConfig に関する  J2EE Javadoc を参照して ください。
Javadoc は、 http://java.sun.com/j2ee/tutorial/api/index.html から利用
できます。
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7 フ ィルタ
チェーン内の次の項目 (次のフ ィルタ、 または本来の リ ソースがチェーン内の次
の項目である場合は本来のリ ソース ) にアクセスするには、
FilterChain.doFilter() メ ソ ッ ドを呼び出します。
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フ ィルタ  クラスの例

次のコード例は、 Filter ク ラスの基本構造を示しています。

コード  リス ト  7-1   フ ィルタ クラスの例

import javax.servlet.*;
public class Filter1Impl implements Filter
{
    private FilterConfig filterConfig;

    public void doFilter(ServletRequest req, 
ServletResponse res, FilterChain fc)

      throws java.io.IOException, javax.servlet.ServletException
    {

// ロギングなどのタスクを実行
//...

     fc.doFilter(req,res); // チェーン内の次の項目 (別のフィルタ
// または元々要求されていたリソースの
// いずれか ) を呼び出す 

 
    }

    public FilterConfig getFilterConfig()
    {
      // タスクの実行
      return filterConfig;
    }

    public void setFilterConfig(FilterConfig cfg)
    {
      // タスクの実行
      filterConfig = cfg;
    }
}
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7 フ ィルタ
サーブレッ ト応答オブジェク トでのフ ィル

タ処理

サーブレ ッ ト によって生成された出力にデータを追加するこ とで、 フ ィルタを

サーブレ ッ ト の出力の後処理に使用できます。 ただし、 サーブレ ッ トの出力を取

り込むには、 応答にラ ッパーを作成する必要があ り ます ( サーブレ ッ ト が実行を
完了し、 制御がチェーン内の最後のフ ィルタに戻される前に、 サーブレッ トの出

力バッファは自動的にフラ ッシュ され、 ク ライアン トに送信されるので、 本来の

応答オブジェ ク ト は使用できません )。 そのよ う なラ ッパーを作成する と、
WebLogic Server はメモ リで出力の追加コピーを処理する必要が生じ、 パフォー
マンスが低下する こ とがあ り ます。

応答オブジェ ク トやリ クエス ト  オブジェ ク トのラ ッピングの詳細については、
Sun Microsystems の J2EE Javadoc の 
javax.servlet.http.HttpServletResponseWrapper と  
javax.servlet.http.HttpServletRequestWrapper を参照して ください。

その他の情報源

� 「Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子の記述」 (

� Sun Microsystems のサーブレ ッ ト  2.3 仕様

� J2EE API リ フ ァレンス  (Javadoc)

� Sun Microsystems の The J2EE Tutorial
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8 Web アプリケーショ ンのデプロイ
メン ト記述子の記述

この章では、 Web アプ リ ケーシ ョ ン デプロイ メン ト記述子を作成する方法につ
いて説明します。

� 8-1 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子の概要」

� 8-2 ページの 「デプロイ メ ン ト記述子を編集するためのツール」

� 8-3 ページの 「web.xml デプロイ メ ン ト記述子の作成」

� 8-23 ページの 「web.xml のサンプル」

� 8-25 ページの 「WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子 (weblogic.xml) の記
述」

Web アプリケーション デプロイメン ト記述
子の概要

WebLogic Server は、Web アプリ ケーシ ョ ンを定義するために標準 J2EE web.xml 
デプロイ メン ト記述子を使用します。 WebLogic 固有のデプロイ メン ト記述子で
ある  weblogic.xml を合わせて必要とするアプ リ ケーシ ョ ンもあ り ます。 これら
のデプロイ メ ン ト記述子を使用して、 Web アプリ ケーシ ョ ン用のコンポーネン
ト と操作パラ メータを定義します。 デプロイ メ ン ト記述子は、 XML の表記法で
フォーマッ ト された標準テキス ト  ファ イルです。 これらのファ イルは、 Web ア
プリ ケーシ ョ ンにパッケージ化します。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの詳細について
は、 1-1 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの基本事項」 を参照して ください。
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8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
デプロイ メ ン ト記述子 web.xml は、Sun Microsystems のサーブレッ ト  2.3 仕様で
定義されています。 このデプロイ メ ン ト記述子を使用して、 J2EE 準拠のアプリ
ケーシ ョ ン  サーバに Web アプ リ ケーシ ョ ンをデプロイできます。

デプロイ メ ン ト記述子 weblogic.xml は、WebLogic Server 上で稼働する  Web ア
プ リ ケーシ ョ ンに固有のデプロイ メ ン ト  プロパティ を定義します。
weblogic.xml は、 すべての Web アプリ ケーシ ョ ンで必要なわけではあ り ませ
ん。

デプロイメン ト記述子を編集するための

ツール

デプロイ メ ン ト記述子の編集には、 次のツールのいずれかを使用できます。

� WebLogic Server Administration Console に統合されたデプロイ メ ン ト記述子
エディ タを使用する。 詳細については、 「Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ メ
ン ト記述子エディ タ  (war)」 を参照して ください。

� Windows のメモ帳、 emacs、 vi、 または使い慣れた IDE など、 プレーンなテ
キス ト  エディ タを使用する。

� WebLogic Server にデプロイするアプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子
を生成および編集するためのグラフ ィ ッ ク  ツールである  WebLogic Builder 
を使用する。 『WebLogic Builder オンライン ヘルプ』 を参照して ください。

� WebLogic XML エディ タは Windows または Solaris マシンで使用でき、
BEA の Dev2Dev Online からダウンロードできます。

� スケル ト ン デプロイ メ ン ト記述子を作成する と きには、 ANT ユーティ リ
テ ィ を使用できます。 ANT タスクによって、 Web アプリ ケーシ ョ ンを含む
ディ レク ト リが調べられ、 その Web アプ リ ケーシ ョ ンで検出されたファ イ
ルを基にデプロイ メ ン ト記述子が作成されます。 ANT タスクでは、 目的のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン、 マッピング、 その他の情報のすべてが認識されるわけ

ではないので、 ANT タスクが作成するスケル ト ン デプロイ メ ン ト記述子は
不完全なものです。 テキス ト  エディ タ、 XML エディ タ、 または 
Administration Console を使用して、 デプロイ メ ン ト記述子を使った Web ア
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プリ ケーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンを完全なものにするこ とができま

す。 

詳細については、 「Web アプリ ケーシ ョ ンのパッケージ化」 を参照して くだ
さい。

web.xml デプロイメン ト記述子の作成 

この章では、 web.xml デプロイ メ ン ト記述子を作成する手順について説明しま
す。 Web アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト によっては、 Web アプ リ ケーシ ョ
ンのコンフ ィ グレーシ ョ ン とデプロイに、 こ こで示す要素のすべてが必要なわけ

ではないこ とがあ り ます。 

web.xml ファ イル内の要素は、 このドキュ メ ン ト で取り上げる順で入力しなけ

ればな り ません。

web.xml ファイル作成の主な手順

� 8-4 ページの 「手順 1: デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの作成」

� 8-4 ページの 「手順 2: DOCTYPE 文の作成」

� 8-6 ページの 「手順 3: web.xml ファ イルの本文の作成」

� 8-6 ページの 「手順 4: デプロイ メ ン ト時属性の定義」

� 8-7 ページの 「手順 5: コンテキス ト  パラ メータの定義」

� 8-8 ページの 「手順 6: フ ィルタのコンフ ィグレーシ ョ ン  (サーブレッ ト  2.3 
仕様のみ )」

� 8-9 ページの 「手順 7: フ ィルタ  マッピングの定義 ( サーブレ ッ ト  2.3 仕様の
み )」

� 8-9 ページの 「手順 8: アプ リ ケーシ ョ ン リ スナのコンフ ィ グレーシ ョ ン  (
サーブレッ ト  2.3 仕様のみ )」

� 8-10 ページの 「手順 9: サーブレッ ト のデプロイ」
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8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
� 8-13 ページの 「手順 10: URL へのサーブレ ッ ト のマッピング」

� 8-13 ページの 「手順 11: セッシ ョ ン タイムアウ ト値の定義」

� 8-14 ページの 「手順 12: MIME マッピングの定義」

� 8-14 ページの 「手順 13: ウェルカム ページの定義」

� 8-15 ページの 「手順 14: エラー ページの定義」

� 8-16 ページの 「手順 15: JSP タグ  ライブラ リ記述子の定義」

� 8-16 ページの 「手順 16: 外部 リ ソースの参照」

� 8-17 ページの 「手順 17: セキュ リ テ ィ制約の設定」

� 8-20 ページの 「手順 18: ログイン認証の設定」

� 8-21 ページの 「手順 19: セキュ リ テ ィ  ロールの定義」

� 8-22 ページの 「手順 20: 環境エン ト リの設定」

� 8-22 ページの 「手順 21: エンタープラ イズ JavaBean (EJB) リ ソースの参照」

WebLogic Server のサンプルおよび例をインス トールした場合は、 Pet Store サン
プルの web.xml および weblogic.xml ファ イルで、 Web アプリ ケーシ ョ ンのデ
プロイ メ ン ト記述子の実際の例を参照できます。 これらのファ イルは、

WebLogic Server の配布ディ レク ト リ 、
/samples/PetStore/source/dd/war/WEB-INF にあ り ます。

web.xml ファイルの詳しい作成手順

手順 1: デプロイ メン ト記述子ファイルの作成

ファ イル名を web.xml と して、 Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リ
に入れます。 任意のテキス ト  エディ タを使用します。 

手順 2: DOCTYPE 文の作成

DOCTYPE 文は、 デプロイ メ ン ト記述子のドキュ メ ン ト  タイプ定義 (DTD) ファ イ
ルの場所とバージ ョ ンを指しています。 このヘッダは外部 URL の 
java.sun.com を参照していますが、WebLogic Server には独自の DTD ファ イル
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が用意されているので、 ホス ト  サーバがインターネッ ト にアクセスする必要は
あ り ません。 ただし、 この <!DOCTYPE...> 要素を  web.xml ファ イルに入れて、
外部 URL を参照するよ うにしなければな り ません。 この要素内の DTD バー
ジ ョ ンはこのデプロイ メ ン ト記述子のバージ ョ ンを識別するためのものだからで

す。 

次の DOCTYPE 文のいずれかを使用して ください。

� フ ィルタやアプ リ ケーシ ョ ン イベン トのよ う なサーブレッ ト  2.3 仕様の機能
を使用している場合、 次の DOCTYPE 文を使用します。

<!DOCTYPE web-app PUBLIC 
 "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Web Application 2.3//EN"
 "http://java.sun.com/dtd/web-app_2_3.dtd">

注意 : サーブレッ ト仕様バージ ョ ン 2.3 の実装は、 サーブレ ッ ト仕様の 
Proposed Final Draft 1 をベースにしており、 変更される可能性があ り
ます。 バージ ョ ン 2.3 で導入された機能を使用する計画がある場合、
この仕様がまた確定しておらず、 将来、 変更される可能性がある こ と

に注意して ください。 Proposed Final Draft 2 で追加された機能はサ
ポート されていません。

� サーブレッ ト  2.3 仕様の機能を使用する必要がない場合は、 次の DOCTYPE 文
を使用します。

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//
DTD WebApplication 2.2//EN"
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/web-app_2.2.dtd">
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手順 3: web.xml ファイルの本文の作成

<web-app> タグの開始タグと終了タグを  1 組にしてすべてのエン ト リ を挟みま
す。 

XML では、 上記のよ うに、 プロパテ ィ名または値を開始および終了タグで囲む
こ とでプロパティ を定義します。 開始タグ、 本文 (プロパティ名または値 )、 お
よび終了タグは、 ひと ま とめにして要素と呼ばれます。 一部の要素は開始タグ と

終了タグを組にしていませんが、 空タグ と呼ばれる属性を持つ 1 つのタグを使用
します。 このテキス トでは、 わかりやすいよ うに、 その他の要素に含まれる要素

がインデン ト されています。 XML ファ イルではインデン ト しな く と もかまいま
せん。

<web-app> 要素自体の本文には、WebLogic Server 上で Web アプリ ケーシ ョ ンが
動作する方法を決定する追加要素が入っています。 ファ イル内のタグ要素の順序

は、 このドキュ メ ン トに示されている順序に従っていなければなり ません。 この

順序は、 ドキュ メ ン ト  タイプ定義 (DTD) ファ イルで定義されます。

手順 4: デプロイ メン ト時属性の定義 

これらのタグは、 デプロイ メ ン ト  ツールまたはアプリ ケーシ ョ ン サーバのリ
ソース管理ツールの情報を提供します。 この リ リースでは、 これらの値は 
WebLogic Server で使用されません。 

<web-app>

この Web アプリ ケーシ ョ ンを記述するすべての要素は
 <web-app> 要素内に入る

</web-app> 

<icon> (省略可能 )

<small-icon>
iconfile.gif(jpg)

</small-icon>

(省略可能 )
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手順 5: コンテキスト  パラメータの定義

context-param 要素では、 Web アプリ ケーシ ョ ンのサーブレッ ト  コンテキス ト
の初期化パラ メータを宣言します。 これらのパラ メータを定義して、 Web アプ
リ ケーシ ョ ン全体で使用できるよ うにします。 <param-name> 要素と  
<param-value> 要素を使用して、 各 context-param を  1 つの context-param 
要素内に設定します。 コードでは、

javax.servlet.ServletContext.getInitParameter() メ ソ ッ ドおよび 
javax.servlet.ServletContext.getInitParameterNames() メ ソ ッ ドを使用
して、 これらのパラ メータにアクセスできます。

<large-icon>
iconfile.gif(jpg)

</large-icon>

(省略可能 )

</icon>

<display-name>
application-name

</display-name>

(省略可能 )

<description>
descriptive-text

</description>

(省略可能 )

<distributable/> (省略可能 )

<context-param> 詳細については、

A-4 ページの
「context-param」 を
参照。 

<param-name>
user-defined

 param name
</param-name>

(必須 )

<param-value>
user-defined value

</param-value>

(必須 )
Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン 8-7



8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
手順 6: フ ィルタのコンフ ィグレーシ ョ ン (サーブレッ ト  2.3 仕様のみ )

それぞれのフ ィルタには名前と フ ィルタ  ク ラスがあ り ます。 フ ィルタの詳細に
ついては、 7-3 ページの 「フ ィルタのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くださ
い。 フ ィルタにも初期化パラ メータを使用できます。 次の要素はフ ィルタを定義

するものです。

<description
text description

</description>

(省略可能 )

</context-param>

<filter> 詳細については、

A-6 ページの
「filter」 を参照。

<icon>

<small-icon>
iconfile

</small-icon>

<large-icon>
iconfile

</large-icon>

</icon>

(省略可能 )

<filter-name>
Filter name

</filter-name>

(必須 )

<display-name>
Filter Display Name

</display-name>

(省略可能 )

<description>
...text...
</description>

(省略可能 )

<filter-class>
package.name.MyFilterClass

</filter-class>

(必須 )
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手順 7: フ ィルタ  マッピングの定義 (サーブレッ ト  2.3 仕様のみ )

フ ィルタの宣言をした後で、 各フ ィルタを  URL パターンにマップします。

手順 8: アプリケーシ ョ ン リスナのコンフ ィグレーショ ン (サーブレッ ト  2.3 
仕様のみ )

それぞれのリ スナ ク ラスに対して、 独立した <listener> 要素を使って、 Web 
アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  リ スナをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

詳細については、 6-1 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト と リ スナ」 を参照し
て ください。

<init-param> (省略可能 )

<param-name>
name

</param-name>

(必須 )

<param-value>
value

</param-value>

(必須 )

</init-param> (省略可能 )

</filter>

<filter-mapping> 詳細については、

A-7 ページの
「filter-mapping」 を
参照。

<filter-name>
name

</filter-name>

(必須 ) 

<url-pattern>
pattern

</url-pattern>

(必須 ) 

</filter-mapping>
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手順 9: サーブレッ トのデプロイ

サーブレ ッ ト をデプロイするには、 サーブレッ トに名前を付けて、 その動作を実

装するためのク ラス  ファ イルまたは JSP を指定し、 その他のサーブレ ッ ト固有
のプロパティ を設定します。 Web アプリ ケーシ ョ ン内の各サーブレッ ト を  
<servlet>...</servlet> 要素内に リ ス ト します。 すべてのサーブレッ トのエ
ン ト リ を作成したら、 サーブレ ッ ト を  URL パターンにマッピングする要素を含
める必要があ り ます。 これらのマッピング要素については、 8-13 ページの 「手

順 10: URL へのサーブレ ッ ト のマッピング」 で説明しています。

詳細については、 3-1 ページの 「サーブレッ トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照

して ください。

次の要素を使用して、 サーブレ ッ ト を宣言します。

<listener> 詳細については、

A-8 ページの
「listener」 を参照。

<listener-class>
my.foo.listener

</listener-class>

(必須 ) 

</listener>

<servlet> 詳細については、

A-8 ページの
「servlet」 を参照。

<servlet-name>
name

</servlet-name>

(必須 )
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<servlet-class>
package.name.MyClass

</servlet-class>

-or-

<jsp-file>
/foo/bar/myFile.jsp

</jsp-file>

(必須 )

<init-param> (省略可能 )

詳細については、

A-11 ページの
「init-param」 を参
照。

<param-name>
name

</param-name>

(必須 )

<param-value>
value

</param-value>

(必須 )

<description>
...text...

</description>

</init-param>

(省略可能 )

<load-on-startup>
loadOrder

</load-on-startup>

(省略可能 ) 

<security-role-ref> (省略可能 )

詳細については、

A-12 ページの
「security-role-ref」
を参照。

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

<role-name>
rolename

</role-name>

(必須 )
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初期化パラ メータを含むサーブレッ ト要素の例を次に示します。 

<servlet>
...
<init-param>

    <param-name>feedbackEmail</param-name>
    <param-value>feedback123@beasys.com</param-value>
    <description>
      The email for web-site feedback.
    </description>

</init-param>
...
</servlet>

<role-link>
rolelink

</role-link>

(必須 )

</security-role-ref>

<small-icon>
iconfile

</small-icon>

(省略可能 )

<large-icon>
iconfile

</large-icon>

(省略可能 )

<display-name>
Servlet Name

</display-name>

(省略可能 )

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

</servlet>
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手順 10: URL へのサーブレッ トのマッピング

<servlet> 要素を使用してサーブレッ ト または JSP を宣言したら、それを  1 つま
たは複数の URL パターンにマッピングして、 パブ リ ッ ク  HTTP リ ソースにしま
す。 URL パターンの用途は、 Sun Microsystems のサーブレ ッ ト  2.3 仕様で定義さ
れています。 マッピングご とに、 <servlet-mapping> 要素を使用します。

前述の <servlet> 宣言例の <servlet-mapping> の例を次に示します。 

<servlet-mapping>
  <servlet-name>LoginServlet</servlet-name>
  <url-pattern>/login</url-pattern>
</servlet-mapping>

手順 11: セッショ ン タイムアウト値の定義

<servlet-mapping> 詳細については、

A-12 ページの
「servlet-mapping」
を参照。

<servlet-name>
name

</servlet-name>

(必須 ) 

<servlet-name>
pattern

</url-pattern>

(必須 ) 

</servlet-mapping>

<session-config> (省略可能 )

<session-timeout>
minutes

</session-timeout>

詳細については、

A-13 ページの
「session-config」 を
参照。

</session-config>
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手順 12: MIME マッピングの定義

MIME マッピングを作成するには、 ファ イル拡張子を  MIME タイプにマップし
ます。

手順 13: ウェルカム ページの定義

詳細については、 3-7 ページの 「ウェルカム ページのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を
参照して ください。

<mime-mapping> (省略可能 )

MIME タイプを定
義する。

詳細については、

A-14 ページの
「mime-mapping」
を参照。

<extension>
ext

</extension>

<mime-type>
mime type

</mime-type>

</mime-mapping>

<welcome-file-list> ( ウェルカム  ページ
は省略可能 )
詳細については、

A-15 ページの
「welcome-file-list」
を参照。
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手順 14: エラー ページの定義

詳細については、 3-9 ページの 「HTTP エラー応答のカスタマイズ」 を参照して
ください。

<welcome-file>
myWelcomeFile.jsp

</welcome-file>

<welcome-file>
myWelcomeFile.html

</welcome-file>

3-7 ページの
「ウェルカム ペー
ジのコンフ ィグ

レーシ ョ ン」 と、
「WebLogic Server 
による  HTTP リ ク
エス トの解決方法」
も参照。

</welcome-file-list>

<error-page> (省略可能 ) エラー
に応答するための

カスタマイズされ

たページを定義す

る。

詳細については、

A-15 ページの
「error-page」 と
「WebLogic Server 
による  HTTP リ ク
エス トの解決方法」
を参照。

<error-code>
HTTP error code

</error-code>

-or-

<exception-type>
Java exception class

</exception-type>
Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン 8-15

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html#resolve_http_req


8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
手順 15: JSP タグ ライブラリ記述子の定義

詳細については、 3-6 ページの 「JSP タグ  ラ イブラ リのコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。

JSP で使用する  taglib ディ レクテ ィブの例を示します。

<%@ taglib uri="string_pattern" prefix="taglib" %>

詳細については、 『JSP Tag Extensions プログラマーズ ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

手順 16: 外部リソースの参照

詳細については、 3-13 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの リ ソースのコンフ ィ
グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

<location>
URL

</location>

</error-page>

<taglib> (省略可能 ) JSP タ
グ ラ イブラ リ を識
別する。

詳細については、

A-16 ページの
「taglib」 を参照。

<taglib-uri>
string_pattern

</taglib-uri>

(必須 ) 

<taglib-location>
filename

</taglib-location>

(必須 ) 

</taglib>
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手順 17: セキュリテ ィ制約の設定

セキュ リ テ ィ を用いる  Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 ユーザは、 リ ソースにアク
セスするためにログインする必要があ り ます。 ユーザの資格はセキュ リ テ ィ  レ
ルムに照らして検証され、 認可される と、 ユーザは Web アプリ ケーシ ョ ン内の
指定された リ ソースにのみアクセスできるよ うにな り ます。 

Web アプリ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィは、 3 つの要素を使用してコンフ ィグレー
シ ョ ンします。 

� <login-config> 要素では、 ユーザにログインを求める方法とセキュ リ テ ィ  
レルムの場所を指定します。 この要素が指定されている場合、 ユーザが Web 
アプ リ ケーシ ョ ン内で定義されている  <security-constraint> によって制
約されたすべてのリ ソースにアクセスするには認証を受ける必要があ り ま

す。 

� <security-constraint> 要素では、 URL マッピングを使用した リ ソースの
集合へのアクセス特権を定義します。 

<resource-ref> (省略可能 ) 
詳細については、

A-18 ページの
「resource-ref」 を参
照。

<res-ref-name>
name

</res-ref-name>

(必須 ) 

<res-type>
Java class

</res-type>

(必須 )

<res-auth>
CONTAINER | SERVLET

</res-auth>

(必須 )

<res-sharing-scope>
Sharable | Unsharable

</res-sharing-scope>

(省略可能 )

</resource-ref> (必須 )
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� <security-role> 要素は、 レルム内のグループまたはプリ ンシパルを表しま
す。 このセキュ リ テ ィ  ロール名は <security-constraint> 要素で使用さ
れ、 <security-role-ref> 要素を介してサーブレッ トのコードで使用され
る代替ロール名に リ ンク されます。 

詳細については、 5-5 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ン リ ソースへのアクセスの
制限」 を参照して ください。

 

<security-constraint> (省略可能 ) 詳細に
ついては、 A-19 
ページの

「security-constrai
nt」 を参照。

<web-resource-collection> (必須 ) 詳細につい
ては、 A-20 ページ
の

「web-resource-col
lection」 を参照。

<web-resource-name>
name

</web-resource-name> 

(必須 )

<description>
...text...
</description>

(省略可能 )

<url-pattern>
pattern

</url-pattern>

(省略可能 ) 

<http-method>
GET | POST

</http-method>

(省略可能 ) 

</web-resource-collection>

<auth-constraint> (省略可能 ) 

詳細については、

A-21 ページの
「auth-constraint」
を参照。
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<role-name>
group | principal

</role-name>

(省略可能 ) 

</auth-constraint>

<user-data-constraint> (省略可能 ) 

詳細については、

A-22 ページの
「user-data-constra
int」 を参照。

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

<transport-guarantee>

NONE|INTEGRAL|CONFIDENTIAL

</transport-guarantee>

(必須 )

</user-data-constraint>

</security-constraint>
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手順 18: ログイン認証の設定

詳細については、 5-2 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ン用の認証の設定」 を参照
して ください。

<login-config> (省略可能 )

詳細については、

A-23 ページの
「login-config」 を
参照。

<auth-method>
BASIC|FORM|CLIENT-CERT

</auth-method>

(省略可能 ) ユーザ
の認証に使用する

方法を指定する。

<realm-name>
realmname

</realm-name>

(省略可能 )

詳細については、

『WebLogic 
Security の管理』
を参照。

<form-login-config> (省略可能 )

詳細については、

A-24 ページの
「form-login-confi
g」 を参照。

<auth-method> を  
FORM にコンフ ィグ
レーシ ョ ンする場

合に、 この要素を

使用。

<form-login-page>
URI

</form-login-page>

(必須 )
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手順 19: セキュリテ ィ  ロールの定義

詳細については、 5-1 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンでのセキュ リ テ ィのコン
フ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

<form-error-page>
URI

</form-error-page>

</form-login-config>

(必須 ) 

</login-config>

<security-role> (省略可能 ) 

詳細については、

A-25 ページの
「security-role」 を
参照。

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

<role-name>
rolename

</role-name>

(必須 ) 

</security-role>
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手順 20: 環境エン ト リの設定

詳細については、 3-13 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの リ ソースのコンフ ィ
グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

 

手順 21: エンタープライズ JavaBean (EJB) リソースの参照

詳細については、 3-16 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンでの EJB の参照」 を参
照して ください。

<env-entry> (省略可能 ) 

詳細については、

A-25 ページの
「env-entry」 を参
照。

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

<env-entry-name>
name

</env-entry-name>

(必須 ) 

<env-entry-value>
value

</env-entry-value>

(必須 ) 

<env-entry-type>
type

</env-entry-type>

(必須 )

</env-entry>

<ejb-ref> (省略可能 ) 

詳細については、

A-26 ページの
「ejb-ref」 を参照。
8-22 Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン



web.xml のサンプル
web.xml のサンプル

コード  リス ト  8-1   サーブレッ ト  マッピング、 ウェルカム ファイル、 エラー 
ページのある web.xml のサンプル

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//
DTD Web Application 1.2//EN"
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/web-app_2_2.dtd">

<web-app>

<!-- 次のサーブレット要素は、servletA と呼ばれるサーブレットを定義する。
 このサーブレットの Java クラスは servlets.servletA>

<servlet>
<servlet-name>servletA</servlet-name>

<description>
...text...

</description>

(省略可能 )

<ejb-ref-name>
name

</ejb-ref-name>

(必須 )

<ejb-ref-type>
Java type

</ejb-ref-type>

(必須 )

<home>
mycom.ejb.AccountHome

</home>

(必須 )

<remote>
mycom.ejb.Account

</remote>

(必須 )

<ejb-link>
ejb.name

</ejb-link>

(省略可能 )

<run-as>
security role

</run-as>

(省略可能 )

</ejb-ref> (必須 )
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<servlet-class>servlets.servletA</servlet-class>
</servlet>

<!-- 次のサーブレット要素は、servletB と呼ばれるサーブレットを定義する。
このサーブレットの Java クラスは servlets.servletB>
<servlet>
<servlet-name>servletB</servlet-name>
<servlet-class>servlets.servletB</servlet-class>

</servlet>

<!-- 次のサーブレットマッピングは、servletA と呼ばれるサーブレット
(サーブレット要素を参照 ) を「blue」の URL パターンにマップする。 
 この URL パターンは、このサーブレットを要求しているときに使用される。
 例 : http://host:port/myWebApp/blue -->
<servlet-mapping>
<servlet-name>servletA</servlet-name>
<url-pattern>blue</url-pattern>

</servlet-mapping>

<!-- 次のサーブレットマッピングは、servletB と呼ばれるサーブレット
(サーブレット要素を参照 ) を「yellow」の URL パターンにマップする。
 この URL パターンは、このサーブレットを要求しているときに使用される。
 例 : http://host:port/myWebApp/yellow -->
<servlet-mapping>
<servlet-name>servletB</servlet-name>
<url-pattern>yellow</url-pattern>

</servlet-mapping>

<!--次の welcome-file-list で welcome-file を指定する。
 ウェルカム ファイルについてはこのマニュアルの別の場所で説明 -->
<welcome-file-list>
<welcome-file>hello.html</welcome-file>

</welcome-file-list>

<!--次の error-page 要素で、標準の
 HTTP エラー応答ページ (この場合は HTTP エラー 404) に代わる
 ページを指定する -->
<error-page>
<error-code>404</error-code>
<location>/error.jsp</location>

</error-page>

</web-app>
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WebLogic 固有のデプロイメン ト記述子 
(weblogic.xml) の記述

weblogic.xml ファ イルには、 Web アプ リ ケーシ ョ ン用の WebLogic 固有の属性
が入っています。 このファ イルでは、 HTTP セッシ ョ ン パラ メータ、 HTTP ク ッ
キー パラ メータ、 JSP パラ メータ、 リ ソース参照、 セキュ リテ ィ  ロール割り当
て、 文字セッ ト  マッピング、 およびコンテナ属性を定義します。

DataSource、 EJB、 セキュ リ テ ィ  レルムなどの外部リ ソースを  web.xml デプロ
イ メ ン ト記述子に定義する場合は、 任意の記述名を使用して リ ソースを定義でき

ます。 リ ソースにアクセスするには、 weblogic.xml ファ イルを使用して、 この
リ ソース名を  JNDI ツ リーの実際のリ ソース名にマッピングします。 このファ イ
ルは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リに入れます。 

WebLogic Server のサンプルおよび例をインス トールした場合は、 Pet Store サン
プルの web.xml および weblogic.xml ファ イルで、 Web アプリ ケーシ ョ ンのデ
プロイ メ ン ト記述子の実際の例を参照できます。 これらのファ イルは、

WebLogic Server の配布ディ レク ト リ 、
/samples/PetStore/source/dd/war/WEB-INF にあ り ます。

weblogic.xml ファ イル内のタグ要素の順序は、 このドキュ メ ン ト に示されてい
る順序に従っていなければなり ません。

weblogic.xml ファイル作成の主な手順

� 8-26 ページの 「手順 1: weblogic.xml ファ イルの DOCTYPE ヘッダからの開
始」 

� 8-27 ページの 「手順 2: セキュ リ テ ィ  レルムへのセキュ リ テ ィ  ロール名の
マッピング」 

� 8-27 ページの 「手順 3: リ ソースの JNDI へのマッピング」 

� 8-29 ページの 「手順 4: セッシ ョ ン パラ メータの定義」 

� 8-30 ページの 「手順 5: JSP パラ メータの定義」 
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� 8-31 ページの 「手順 6: コンテナ パラ メータの定義」

� 8-31 ページの 「手順 7: 文字セッ ト  パラ メータの定義」

� 8-32 ページの 「手順 8: 記述子ファ イルの終了」

weblogic.xml ファイルの詳しい作成手順

手順 1: weblogic.xml ファイルの DOCTYPE ヘッダからの開始

このヘッダは、 デプロイ メ ン ト記述子の DTD ファ イルの場所とバージ ョ ンを指
しています。 このヘッダは外部 URL の www.beasys.com を参照していますが、
WebLogic Server には独自の DTD ファ イルが用意されているので、 ホス ト  サー
バがインターネッ ト にアクセスする必要はあ り ません。 ただし、 この DOCTYPE 
要素を  web.xml ファ イルに入れて、 外部 URL を参照するよ うにしなければなり
ません。 この要素内の DTD バージ ョ ンはこのデプロイ メ ン ト記述子のバージ ョ
ンを識別するためのものだからです。

<!DOCTYPE weblogic-web-app PUBLIC "-//BEA
 Systems, Inc.//DTD Web Application 7.0//EN"
"http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic
700-web-jar.dtd">

 

<weblogic-web-app>

<description>
Text description of the Web App

</description>

<weblogic-version>

</weblogic-version>

この要素は、

WebLogic Server で
は使用されない。
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手順 2: セキュリテ ィ  レルムへのセキュリテ ィ  ロール名のマッピング

複数のロールを定義する必要がある場合は、 <role-name> タグおよび 
<principal-name> タグの対を別々の <security-role-assignment> 要素内に
追加して定義します。 

手順 3: リソースの JNDI へのマッピング

この手順では、 Web アプリ ケーシ ョ ンで使用する リ ソースを  JNDI ツ リーにマッ
ピングします。 web.xml デプロイ メ ン ト記述子に  <ejb-ref-name> または 
<res-ref-name> を定義する場合は、 これらの名前を  weblogic.xml でも参照
し、 WebLogic Server で使用可能な実際の JNDI 名をマッピングします。 次の例
では、 データソースは myDataSource とい う名前のサーブレッ トで参照され、 続
いて  web.xml で定義されているデータ型で参照されています。 最後に、
weblogic.xml ファ イルで、myDataSource は JNDI ツ リー内で使用可能な JNDI 
名の accountDataSource にマッピングされています。 JNDI 名は、 JNDI ツ リー
内にバインド されているオブジェ ク ト の名前と一致している必要があ り ます。 オ

ブジェ ク ト の JNDI ツ リーへのバインドは、 プログラムで行う こ と も、
Administration Console でコンフ ィグレーシ ョ ンする こ と も可能です。 詳細につ
いては、 『WebLogic JNDI プログラマーズ ガイ ド』 を参照して ください。

<security-role-assignment>

<role-name>
name

</role-name>

(必須 ) 

詳細については、

B-2 ページの
「security-role-assi
gnment」 を参照。

<principal-name>
name

</principal-name>

(必須 )

</security-role-assignment>
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サーブレッ トのコード  : 

javax.sql.DataSource ds = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup
                            ("myDataSource");

web.xml entries:

<resource-ref>
. . .

<res-ref-name>myDataSource</res-ref-name>
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
<res-auth>CONTAINER</res-auth>

. . .
</resource-ref>

weblogic.xml entries:

<resource-description>
<res-ref-name>myDataSource</res-ref-name>
<jndi-name>accountDataSource</jndi-name>

</security-role-ref>

EJB も同様のパターンで JNDI ツ リーにマッピングしますが、
<resource-description> 要素の <res-ref-name> 要素の代わりに 
<ejb-reference-description> 要素の <ejb-ref-name> 要素を使用します。

<reference-descriptor> 詳細については、

B-3 ページの
「reference-descrip
tor」 を参照。

<resource-description> 詳細については、

B-3 ページの
「resource-descript
ion」 を参照。

<res-ref-name>
name

</res-ref-name>

(必須 ) 
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手順 4: セッシ ョ ン パラメータの定義

Web アプリ ケーシ ョ ンの HTTP セッシ ョ ン  パラ メータを  <session-param> 
タグ内に定義します。 このタグは <session-descriptor> タグ内でネス ト
します。 各 <session-param> には、 定義するパラ メータの名前となる  
<param-name>...</param-name> 要素と、 パラ メータの値を提供する   
<param-value>...</param-value> 要素を指定する必要があ り ます。 HTTP 
セッシ ョ ン パラ メータの一覧と設定方法の詳細については、 B-11 ページの
「jsp-descriptor」 を参照して ください。

<jndi-name>
JNDI name
of resource

</jndi-name>

(必須 )

</resource-description>

<ejb-reference-
description>

<ejb-ref-name>
name

</ejb-ref-name>

(必須 )

詳細については、

B-4 ページの
「ejb-reference-des
cription」 を参照。

<jndi-name>
JNDI name of EJB

</jndi-name>

(必須 ) 

</ejb-reference-
description>

</reference-descriptor>

<session-descriptor> 詳細については、

B-11 ページの
「jsp-descriptor」 を
参照。

<session-param>
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8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
手順 5: JSP パラメータの定義

Web アプリ ケーシ ョ ンの JSP コンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータを  <jsp-param> 
タグ内に定義します。 このタグは <jsp-descriptor> タグ内でネス ト します。
各 <jsp-param> には、 定義するパラ メータの名前となる  
<param-name>...</param-name> 要素と、 パラ メータの値を提供する   
<param-value>...</param-value> 要素を指定する必要があ り ます。 JSP パラ
メータの一覧と設定方法の詳細については、 B-11 ページの 「jsp-descriptor」 を
参照して ください。

<param-name>
session param name

</param-name>

<param-value>
my value

</param-value>

</session-param>

</session-descriptor>

<jsp-descriptor> 詳細については、

B-11 ページの
「jsp-descriptor」 を
参照。

<jsp-param>

<param-name>
jsp param name

</param-name>

<param-value>
my value

</param-value>

</jsp-param>

</jsp-descriptor>
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WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子 (weblogic.xml) の記述
手順 6: コンテナ パラメータの定義

<container-descriptor> 要素に入力できる有効で省略可能な要素と して、
<check-auth-on-forward> 要素があ り ます。

手順 7: 文字セッ ト  パラメータの定義

省略可能な <charset-params> 要素は、 文字セッ ト  マッピングを定義するため
に使用します。

<container-descriptor> 詳細については、

B-21 ページの
「resolve はアク
シ ョ ンを示す」 を
参照。

<check-auth-on-forward/>

<redirect-with-absolute-url>
true|false

</redirect-with-absolute-url>

</container-descriptor>

<charset-params> 詳細については、

B-21 ページの
「resolve はアク
シ ョ ンを示す」 を
参照。

<input-charset>

<resource-path>
path to match

</resource-path>

<java-charset-name>
name of Java

 character set
</java-charset-name>

</input-charset>
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8 Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述
手順 8: 記述子ファイルの終了

次のタグを使用して記述子ファ イルを閉じます。

<charset-mapping>

<iana-charset-name>
name of IANA 
character set

</iana-charset-name>

<java-charset-name>
name of Java 
character set

</java-charset-name>

</charset-mapping>

</charset-params>

</weblogic-web-app>
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A web.xml デプロイメン ト記述子の

要素

この章では、 web.xml ファ イルで定義されているデプロイ メ ン ト記述子の要素に
ついて説明します。 web.xml のルート要素は <web-app> です。 次の要素が 
<web-app> 要素の内部に定義されています。

� A-2 ページの 「icon」

� A-3 ページの 「display-name」

� A-3 ページの 「description」

� A-4 ページの 「distributable」

� A-4 ページの 「context-param」

� A-6 ページの 「filter」

� A-7 ページの 「filter-mapping」

� A-8 ページの 「listener」

� A-8 ページの 「servlet」

� A-12 ページの 「servlet-mapping」

� A-13 ページの 「session-config」

� A-14 ページの 「mime-mapping」

� A-15 ページの 「welcome-file-list」

� A-15 ページの 「error-page」

� A-16 ページの 「taglib」

� A-17 ページの 「resource-env-ref」

� A-18 ページの 「resource-ref」
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A web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
� A-19 ページの 「security-constraint」

� A-23 ページの 「login-config」

� A-25 ページの 「security-role」

� A-25 ページの 「env-entry」

� A-26 ページの 「ejb-ref」

� A-27 ページの 「ejb-local-ref」

icon

icon 要素では、 GUI ツールで Web アプリ ケーシ ョ ンを表示する場合に使用され
る画像 (小さいアイコンと大きいアイコン ) の、 Web アプ リ ケーシ ョ ン内での位
置を指定します (servlet 要素にも  icon とい う要素があ り、GUI ツール内にアイ
コンを提供してサーブレ ッ ト を表すために使用されます )。

この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていません。

次の表では、 icon 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<small-icon> 省略可能 GUI ツールで Web アプリ ケーシ ョ ンを表す小さい (16x16 ピク
セル ) .gif 画像または .jpg 画像の位置。 この要素は現在、
WebLogic Server では使用されていない。

<large-icon> 省略可能 GUI ツールで Web アプリ ケーシ ョ ンを表す大きい (32x32 ピ
クセル ) .gif 画像または .jpg 画像の位置。 この要素は現在、
WebLogic Server では使用されていない。
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display-name

省略可能な display-name 要素では、 Web アプリ ケーシ ョ ンの表示名 (GUI ツー
ルで表示できる短い名前 ) を指定します。

description

省略可能な description 要素では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関する説明文を示しま
す。

要素 必須 /
省略可能

説明

<display-name> 省略可能 この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。
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distributable

distributable 要素は、 WebLogic Server では使用されていません。

context-param

context-param 要素では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのサーブレ ッ ト  コンテキス ト
の初期化パラ メータを宣言します。 <param-name> 要素と  <param-value> 要素
を使用して、 各コンテキス ト  パラ メータを  1 つの context-param 要素内に設定し
ます。 コードでは、 javax.servlet.ServletContext.getInitParameter() メ
ソ ッ ドおよび javax.servlet.ServletContext.getInitParameterNames() メ
ソ ッ ドを使用して、 これらのパラ メータにアクセスできます。

要素 必須 /
省略可能

説明

<distributable> 省略可能 この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。
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context-param
次の表では、 context-param 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

weblogic.httpd.
clientCertProxy

省略可能 この属性は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イアン トからの証
明書を、プロキシ  プラグインまたは HttpClusterServlet に
よって送信される特別なヘッダ WL-Proxy-Client-Cert で提
供するこ とを指定する。 

この設定は、 ユーザ認証をプロキシ  サーバで実行する場合に
便利である。 clientCertProxy を設定する こ とで、 プロキシ 
サーバから ク ラ スタへの証明書の受け渡しに、 特別なヘッダ 
WL-Proxy-Client-Cert が使用される。

WL-Proxy-Client-Cert ヘッダは、 WebLogic Server へのア
クセスが可能なすべてのク ラ イアン トが提供できる。 
WebLogic Server では、 このヘッダからの証明書情報をセキュ
アなソース  (プラグイン ) から渡されたものと して取得し、 こ
の情報に基づいてユーザを認証する。

このため、 clientCertProxy を設定した場合は、 プラグイン
が実行されているマシンからの接続のみを  WebLogic Server で
受け付けるよ うにするために接続フ ィルタを使用する。 
『WebLogic Security プログラマーズ  ガイ ド』 の 「ネッ ト ワー
ク接続フ ィルタの使い方」 を参照。

この属性は、 個別の Web アプ リケーシ ョ ンに設定するだけで
な く、 以下のよ うに定義するこ と もでき る。

• Administration Console の [サーバ | コンフ ィグレーシ ョ ン
|一般 ] ページで、 サーバ インスタンスによってホス ト さ
れているすべての Web アプ リケーシ ョ ンに対して定義す
る

• [ ク ラ スタ | コンフ ィグレーシ ョ ン |一般 ] ページで、 ク ラ
スタ内のサーバ インスタンスによってホス ト されているす
べての Web アプリ ケーシ ョ ンに対して定義する
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A web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
filter

filter 要素は、 フ ィルタ  ク ラス とその初期化パラ メータを定義します。 

次の表では、 servlet 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<icon> 省略可能 GUI ツールでフ ィルタを表示する場合に使用される画像 (小
さいアイコン と大きいアイコン ) の、 Web アプ リケーシ ョ ン
内での位置を指定する。 small-icon 要素と  large-icon 要素があ
る。

この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。

<filter-name> 必須 フ ィルタの名前を定義する。 この名前は、 デプロイ メ ン ト記

述子内のほかの場所でそのフ ィルタ定義を参照する場合に使

用される。 

<display-name> 省略可能 GUI ツールによって表示される こ と を想定した短い名前。

<description> 省略可能 フ ィルタの説明文。

<filter-class> 必須 フ ィルタの完全修飾ク ラス名。 

<init-param> 省略可能 フ ィルタの初期化パラ メータの名前と値の組み合わせを指定

する。

パラ メータご とに <init-param> タグの別個のセッ ト を使
用する。
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filter-mapping

次の表では、 filter-mapping 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<filter-name> 必須 URL パターンまたはサーブレッ トのマッピング先の
フ ィルタの名前。 この名前は、 <filter-name> 要素で 
<filter> 要素に割り当てられている名前に対応する。

<url-pattern> 必須 - または 
<servlet> に
よってマップさ

れる

URL を解決する場合に使用されるパターンを記述する。
http://host:port (「host」はホスト名、「port」は

ポート番号 )  + ContextPath に続く  URL の部分は、
WebLogic Server によって  <url-pattern> と比較され
る。 パターンが一致すれば、 この要素でマップされて

いるフ ィルタが呼び出される。

サンプル パターンを次に示す。 
/soda/grape/*
/foo/* 
/contents
*.foo

URL は、 サーブレ ッ ト仕様 2.3 で指定されているルー
ルに準拠している必要がある。

<servlet> 必須 - または 
<url-pattern> 
によってマップ

される

呼び出された場合に、 このフ ィルタを実行するサーブ

レ ッ トの名前。
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listener

listener 要素を使う アプ リ ケーシ ョ ン リ スナを定義します。

詳細については、 6-4 ページの 「イベン ト  リ スナのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

servlet

servlet 要素では、 サーブレッ トの宣言的なデータを指定します。

jsp-file 要素および <load-on-startup> 要素が指定されている場合、その JSP 
は、 WebLogic Server の起動時にあらかじめコンパイルされ、 ロード されます。

次の表では、 servlet 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<listener-class> 省略可能 Web アプ リケーシ ョ ン イベン トに応答する ク ラスの名前。

要素 必須 /
省略可能

説明

<icon> 省略可能 GUI ツールでサーブレッ ト を表示する場合に使用される画像 
(小さいアイコン と大きいアイコン ) の、 Web アプ リケー
シ ョ ン内での位置。 small-icon 要素と  large-icon 要素がある。

この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。

<servlet-name> 必須 サーブレッ トの標準名を定義する。 この名前は、 デプロイ メ

ン ト記述子内の他の場所でそのサーブレッ ト定義を参照する

場合に使用される。 

<display-name> 省略可能 GUI ツールによって表示される こ と を想定した短い名前。
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servlet
<description> 省略可能 サーブレッ トの説明文。

<servlet-class> 必須 ( また
は <jsp-
file> を使
用 )

サーブレッ トの完全修飾クラ ス名。 

servlet の本体では、 <servlet-class> タグまたは 
<jsp-file> タグのいずれか一方のみを使用する。

<jsp-file> 必須 ( また
は 
<servlet-

class> を
使用 )

Web アプ リ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ を基準にした、
Web アプ リ ケーシ ョ ン内の JSP ファ イルへの絶対パス。

servlet の本体では、 <servlet-class> タグまたは 
<jsp-file> タグのいずれか一方のみを使用する。 

<init-param> 省略可能 サーブレッ トの初期化パラ メータの名前と値の組み合わせを

指定する。

パラ メータごとに <init-param> タグの別個のセッ ト を使
用します。

<load-on-startup> 省略可能 この要素が指定されたサーブレッ トは、 WebLogic Server の
起動時に WebLogic Server によって初期化される。 この要素
の省略可能なコンテンツは、 サーブレッ トがロード される順

序を示す正の整数である。 整数の小さい方から順にロード さ

れる。 値の指定がない、 または値が正の整数でない場合は、

WebLogic Server によって、 起動シーケンスにある任意の順
序でサーブレッ トがロード される。

<security-role-
ref>

省略可能 <security-role> で定義されたセキュ リ テ ィ  ロール名を、
サーブレ ッ トのロジッ クでハード  コード化される代替ロール
名に リ ンクする場合に使用される。 この特別な抽象化レイヤ

によって、 サーブレッ ト  コードを変更しな くてもデプロイ メ
ン ト時にサーブレ ッ ト をコンフ ィグレーシ ョ ンできる よ うに

なる。

要素 必須 /
省略可能

説明
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icon

これは、 A-8 ページの 「servlet」 内の要素です。

icon 要素では、 GUI ツールで Web アプリ ケーシ ョ ンを表示する場合に使用され
る画像 (小さいアイコンと大きいアイコン ) の、 Web アプ リ ケーシ ョ ン内での位
置を指定します 

次の表では、 icon 要素内で定義できる要素について説明します。

<run-as> run-as ID は、Web アプ リケーシ ョ ンの実行に使用するために
指定する。 run-as ID には、 省略可能な説明と、 セキュ リ テ ィ  
ロールの名前が含まれる。 run-as 要素には下位要素は以下
のとおり。

� description—(省略可能 ) run-as ID の説明。

� role-name—weblogic.xml 内のプ リ ンシパル名に
マップされるロール名。 ロール名が複数のプ リンシパル
名にマップされている場合は、 1 番目のプ リ ンシパル名
が使用される。 複数のプ リ ンシパル名にマップされてい
ない場合は、 システム内の有効な principal-name ( ユーザ
名 ) がロール名になる。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<small-icon> 省略可能 GUI ツールでサーブレッ ト を表示する場合に使用される小さ
い (16x16 ピクセル ) .gif 画像または .jpg 画像の  Web アプ リ
ケーシ ョ ン内での位置を指定する。 

この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。
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servlet
init-param

これは、 A-8 ページの 「servlet」 内の要素です。

省略可能な init-param 要素では、 サーブレ ッ ト の初期化パラ メータの名前と値
の組み合わせを指定します。 パラ メータごとに init-param タグの別個のセッ ト
を使用します。

javax.servlet.ServletConfig.getInitParameter() メ ソ ッ ドを使用して、
これらのパラ メータにアクセスできます。

次の表では、 init-param 要素内で定義できる要素について説明します。

WebLogic Server では、 使用可能な実行キューにサーブレ ッ ト または JSP を割り
当てる特別な初期化パラ メータ、 wl-dispatch-policy が認識されます。 次の例
では、 CriticalWebApp とい う名前の実行キューの実行スレッ ドを使用するよ う
にサーブレ ッ ト を割り当てています。

<servlet>
...
<init-param>

<large-icon> 省略可能 GUI ツールでサーブレッ ト を表示する場合に使用される大き
い (32x32 ピ クセル ) .gif 画像または .jpg 画像の  Web アプ
リ ケーシ ョ ン内での位置を指定する。 

この要素は現在、 WebLogic Server では使用されていない。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<param-name> 必須 このパラ メータの名前を定義する。

<param-value> 必須 このパラ メータの String 値を定義する。

<description> 省略可能 初期化パラ メータの説明文。
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<param-name>wl-dispatch-policy</param-name>
<param-value>CriticalWebApp</param-value>

</init-param>
</servlet>

CriticalWebApp キューが使用できない場合は、 デフォル トの WebLogic Server 
実行キュー内の使用可能な実行キューを使用します。 WebLogic Server での実行
キューのコンフ ィグレーシ ョ ンについては、 「スレ ッ ド数の設定」 を参照して く

ださい。 キューの作成と使用については、 「実行キューによるスレッ ド使用の制

御」 を参照して ください。

security-role-ref

これは、 A-8 ページの 「servlet」 内の要素です。

security-role-ref 要素は、 <security-role> で定義されたセキュ リ テ ィ  ロー
ル名を、 サーブレッ トのロジッ クでハード  コード化される代替ロール名に リ ンク し
ます。 この特別な抽象化レイヤによって、 サーブレ ッ ト  コードを変更しな くてもデ
プロイ メ ン ト時にサーブレッ ト をコンフ ィグレーシ ョ ンでき るよ うにな り ます。

次の表では、 security-role-ref 要素内で定義できる要素について説明します。

servlet-mapping

servlet-mapping 要素では、 サーブレッ ト と  URL パターンの間のマッピングを
定義します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 ロールの説明文。

<role-name> 必須 サーブレッ ト  コード内で使用されるセキュ リ テ ィ  ロールまた
はプ リンシパルの名前を定義する。

<role-link> 必須 後にデプロイ メ ン ト記述子内の <security-role> 要素で定
義されるセキュ リ テ ィ  ロールの名前を定義する。
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次の表では、 servlet-mapping 要素内で定義できる要素について説明します。

session-config

session-config 要素では、Web アプリ ケーシ ョ ンのセッシ ョ ンのパラ メータを
定義します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<servlet-name> 必須 URL パターンのマッピング先のサーブレッ トの名前。 この名
前は、 <servlet> 宣言タグでサーブレッ トに割り当てた名前
に対応する。

<url-pattern> 必須 URL を解決する場合に使用されるパターンを記述する。
http://host:port (「host」はホスト名、「port」はポート

番号 )  + WebAppName に続く  URL の部分は、 WebLogic 
Server によって <url-pattern> と比較される。 パターンが
一致すれば、 この要素でマップされているサーブレッ トが呼

び出される。

サンプル パターンを次に示す。 
/soda/grape/*
/foo/* 
/contents
*.foo

URL は、 サーブレッ ト仕様 2.3 で指定されているルールに準
拠している必要がある。

サーブレ ッ トのマッピングのその他の例については、 3-2 ペー
ジの 「サーブレッ ト  マッピング」 を参照。
Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン A-13



A web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
次の表では、 session-config 要素内で定義できる要素について説明します。

mime-mapping

mime-mapping 要素では、 拡張子と  MIME タイプの間のマッピングを定義しま
す。

次の表では、 mime-mapping 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<session-timeout> 省略可能 この Web アプ リケーシ ョ ン内のセッシ ョ ンが期限切れになる
までの分数。 この要素で設定する値は、 次に示す特殊な値の

いずれか 1 つが入力されない限り、 WebLogic 固有のデプロイ
メ ン ト記述子である  weblogic.xml の 
<session-descriptor> 要素の TimeoutSecs パラ メータに
設定された値をオーバーラ イ ドする。

デフォル ト値 : -2

最大値 : Integer.MAX_VALUE ÷ 60

特殊な値 :

� -2 = weblogic.xml の <session-descriptor> 要素にあ
る  TimeoutSecs によって設定された値を使用する。

� -1 = セッシ ョ ンはタ イムアウ ト しない。 weblogic.xml の 
<session-descriptor> 要素に設定された値は無視され
る。

詳細については、 B-11 ページの 「jsp-descriptor」 を参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

<extension> 必須 拡張子を記述する文字列 (例 : txt)。

<mime-type> 必須 定義されている  MIME タイプを記述する文字列 (例 : 
text/plain)。
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welcome-file-list

省略可能な welcome-file-list 要素では、 welcome-file 要素の順序付き リ ス
ト を指定します。 

URL 要求がディ レ ク ト リ名の場合、 この要素で指定された最初のファ イルが 
WebLogic Server によって返されます。 そのファ イルが見つからない場合は、
WebLogic Server によって リ ス ト内の次のファ イルが返されます。

詳細については、 3-7 ページの 「ウェルカム  ページのコンフ ィグレーシ ョ ン」 と
「WebLogic Server による  HTTP リ クエス トの解決方法」 を参照して ください。

次の表では、 welcome-file-list 要素内で定義できる要素について説明します。

error-page

省略可能な error-page 要素では、 エラーコードや例外のタイプと  Web アプリ
ケーシ ョ ンにある リ ソースのパスの間のマッピングを指定します。

WebLogic Server が HTTP リ クエス ト に応答している と きにエラーが発生した場
合や、 Java 例外の結果と してエラーが発生した場合は、 WebLogic Server によっ
て HTTP エラー コードまたは Java エラー メ ッセージのいずれかを表示する  
HTML ページが返されます。 独自の HTML ページを定義して、 これらのデフォ
ル トのエラー ページの代わり と して、 または Java 例外の応答ページと して表示
する こ とができます。

詳細については、 3-9 ページの 「HTTP エラー応答のカスタマイズ」 と
「WebLogic Server による  HTTP リ クエス トの解決方法」 を参照して ください。

要素 必須 /
省略可能

説明

<welcome-file> 省略可能 デフォルトのウェルカム  ファ イルと して使用するファ イル名 (
例 : index.html)。
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A web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
次の表では、 error-page 要素内で定義できる要素について説明します。

注意 : <error-code> と  <exception-type> のどちらかを定義します。 両方は
定義しないでください。

taglib

省略可能な taglib 要素では、 JSP タグ ラ イブラ リ を記述します。

JSP タグ ラ イブラ リ記述子 (TLD) の位置を URI パターンに関連付けます。 TLD 
は、 WEB-INF ディ レク ト リ を基準にした相対位置にある  JSP 内に指定できます
が、 Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする と きに、 <taglib> タグを使用して 
TLD をコンフ ィ グレーシ ョ ンする こ と もできます。 TLD ごとに別個の要素を使
用します。

次の表では、 taglib 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<error-code> 省略可能 有効な HTTP エラー コード  (例 : 404)。

<exception-type> 省略可能 Java 例外の完全修飾クラス名 (例 : java.lang.string)。

<location> 必須 エラーに応答して表示される リ ソースの位置 (例 : 
/myErrorPg.html)。

要素 必須 /
省略可能

説明

<taglib-location> 必須 Web アプ リケーシ ョ ンのルー ト を基準にしたタグ ラ イブラ リ
記述子の相対ファ イル名を指定する。 タグ ラ イブラ リ記述子
ファ イルを WEB-INF ディ レク ト リ の下に格納して、 HTTP リ
クエス ト を通じて外部から入手できないよ うにしたほ うがよ
い。 
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resource-env-ref

resource-env-ref 要素には、 Web アプリ ケーシ ョ ンの環境内のリ ソースに関
連付けられた管理対象オブジェ ク トに対する  Web アプリ ケーシ ョ ンの参照の宣
言が含まれます。 省略可能な説明、 リ ソース環境参照名、 Web アプリ ケーシ ョ
ン コードが予期する リ ソース環境参照のタイプで構成されます。

次に例を示します。

<resource-env-ref>

    <resource-env-ref-name>jms/StockQueue</resource-env-ref-name>

    <resource-env-ref-type>javax.jms.Queue</resource-env-ref-type>

</resource-env-ref>

次の表では、 resource-env-ref 要素内で定義できる要素について説明します。

<taglib-uri> 必須 web.xml ドキュ メ ン トの位置を基準にした相対位置にある  URI 
を指定する。 この URI によって、 Web アプ リ ケーシ ョ ンで使
用されるタグ ラ イブラ リが識別される。

URI が JSP ページの taglib ディレクテ ィブで使用されている  
URI 文字列と一致する場合、 このタグ ラ イブラ リが使用され
る。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 リ ソース環境参照の説明を指定する。

<resource-env-ref
-name>

必須 リ ソース環境参照の名前を指定する。 値は、 Web アプリ ケー
シ ョ ンのコードで使用される環境エン ト リ名。 名前は 
java:comp/env に対して相対的な  JNDI 名で、 Web アプ リ
ケーシ ョ ン内でユニークでなければならない。
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A web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
resource-ref

省略可能な resource-ref 要素では、 外部リ ソースへの参照ルッ クアップ名を定
義します。 この定義によ り、 サーブレッ ト  コードは、 デプロイ メ ン ト時に実際
の位置にマップされる 「仮想的な」 名前でリ ソースをルッ クアップできるよ うに

な り ます。 

各外部リ ソース名の定義には別々の <resource-ref> 要素を使用します。 外部
リ ソース名は、 デプロイ メ ン ト時に WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子 
weblogic.xml でリ ソースの実際の位置名にマップされます。

次の表では、 resource-ref 要素内で定義できる要素について説明します。

<resource-env-ref
-type>

必須 リ ソース環境参照のタイプを指定する。 Java 言語のク ラスま
たはインタフェースの完全修飾名。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 説明文。

<res-ref-name> 必須 JNDI ツ リー内で使用される リ ソースの名前。 Web アプ リケー
シ ョ ン内のサーブレッ トはこの名前を使用して、 リ ソースへ

の参照をルッ クアップする。

<res-type> 必須 参照名に対応する リ ソースの Java ク ラ スのタ イプ。 Java の完
全パッケージ名を使用する。
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security-constraint

security-constraint  要素では、 <web-resource-collection> 要素で定義さ
れた リ ソースの集合へのアクセス特権を定義します。

詳細については、 5-1 ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンでのセキュ リ テ ィのコン
フ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

次の表では、 security-constraint 要素内で定義できる要素について説明しま
す。

<res-auth> 必須 セキュ リテ ィのための リ ソース  サインオンの指定に使用され
る。

APPLICATION を指定した場合、 アプリ ケーシ ョ ン  コンポーネ
ン ト  コードによってプログラムでリ ソース  サインオンが行わ
れる。 CONTAINER を指定した場合、 WebLogic Server では、
login-config 要素で定義されたセキュ リ ティ  コンテキス ト
が使用される。 A-23 ページの 「login-config」 を参照。

<res-sharing-scop
e>

省略可能 指定された リ ソース  マネージャ接続ファ ク ト リ参照を経由し
て取得された接続を共有するかど うかを指定する。 

有効な値 :

� Shareable

� Unshareable

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<web-resource-
collection>

必須 このセキュ リ テ ィ制約が適用される  Web アプ リ ケーシ ョ ンの
コンポーネン ト を定義する。
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web-resource-collection

各 <security-constraint> 要素では、 1 つまたは複数の 
<web-resource-collection> 要素が必要です。 これらの要素では、 このセキュ
リ テ ィ制約が適用される  Web アプリ ケーシ ョ ンの領域を定義します。

これは、 A-19 ページの 「security-constraint」 内の要素です。

次の表では、 web-resource-collection 要素内で定義できる要素について説明
します。

<auth-constraint> 省略可能 このセキュ リ テ ィ制約で定義される  Web リ ソースの集合にア
クセスするグループまたはプ リ ンシパルを定義する。 A-21 
ページの 「auth-constraint」 も参照。

<user-data-
constraint>

省略可能 クラ イアン トによるサーバとの通信方法を定義する。

A-22 ページの 「user-data-constraint」 も参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<web-resource-
name>

必須 Web リ ソースの集合の名前。 

<description> 省略可能 このセキュ リ テ ィ制約の説明文。

<url-pattern> 省略可能 <url-pattern> 要素を 1 つまたは複数使用して、 このセキュ
リ テ ィ制約の適用先となる  URL パターンを宣言する。 この要
素を 1 つも使用しない場合、 この 
<web-resource-collection> は WebLogic Server から無視
される。
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auth-constraint

これは、 A-19 ページの 「security-constraint」 内の要素です。

省略可能な auth-constraint 要素では、 このセキュ リ テ ィ制約で定義された 
Web リ ソースの集合にアクセスするグループまたはプリ ンシパルを定義します。

注意 : 認可制約 (<auth-constraint> タグで定義 ) は、 認証の要件を確立し、
制約された リ クエス ト の実行が許可される認証ロール ( セキュ リ テ ィ  
ロール ) を指定します。 <auth-constraint> タグを使用して認可制約を
定義する場合は、 以下の点に注意して ください。

� セキュ リ テ ィ  ロールを指定しない認可制約を定義した場合、 コンテ
ナは制約された リ クエス トへのアクセスを絶対に許可しない。

� リ クエス ト に認可制約が適用されない場合、 コンテナはユーザ認証な

しに リ クエス ト を受け入れなければならない。

認可制約の詳細については、
http://jcp.org/aboutJava/communityprocess/final/jsr154/inde

x.html の Java サーブレッ ト仕様バージ ョ ン  2.4 を参照して ください。

次の表では、 auth-constraint 要素内で定義できる要素について説明します。

<http-method> 省略可能 <http-method> 要素を  1 つまたは複数使用して、 認可制約の
対象になる  HTTP メ ソ ッ ド  (通常は GET または POST) を宣言
する。 <http-method> 要素を省略した場合には、 デフォル ト
の動作と して、 セキュ リ テ ィ制約がすべての  HTTP メ ソ ッ ド
に適用される。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 このセキュ リ テ ィ制約の説明文。
Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン A-21
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user-data-constraint

これは、 A-19 ページの 「security-constraint」 内の要素です。

user-data-constraint 要素では、 ク ライアン ト によるサーバとの通信方法を
定義します。

次の表では、 user-data-constraint 要素内で定義できる要素について説明し
ます。

<role-name> 省略可能 このセキュ リ テ ィ制約で定義された リ ソースにアクセスでき
るセキュ リ テ ィ  ロールを定義する。 セキュ リ テ ィ  ロール名は、
security-role-ref を使用してプ リ ンシパルにマップされる。 
A-12 ページの 「security-role-ref」 を参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 説明文。

<transport-
guarantee>

必須 クラ イアン ト とサーバの間の通信方法を指定する。 

INTEGRAL または CONFIDENTIAL の転送保証を使用してユー
ザが認証を受けた場合、WebLogic Server はセキュア ソケッ ト  
レイヤ (SSL) 接続を確立する。

指定できる値 :

� NONE—転送の保証が不要な場合に指定する。

� INTEGRAL— ク ラ イアン ト とサーバの間で、 転送中にデー

タが変更されない方法でデータを転送する必要がある場合
に指定する。

� CONFIDENTIAL—転送中にデータの中味を覗かれないよ う

にデータを転送する必要がある場合に指定する。 
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login-config

省略可能な login-config 要素を使って、 ユーザの認証方法、 このアプリ ケー
シ ョ ンで使用されるレルムの名前、 およびフォームによるログイン機能で必要に

なる属性をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 

この要素が指定されている場合、 ユーザが  Web アプ リ ケーシ ョ ン内で定義され
ている  <security-constraint> によって制約されたすべてのリ ソースにアクセ
スするには認証を受ける必要があ り ます。 認証される と、 ユーザは、 ほかのリ

ソースにアクセスする権限が与えられる場合もあ り ます。

次の表では、 login-config 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<auth-method> 省略可能 ユーザの認証に使用する方法を指定する。 指定できる値は次
のとおり。

BASIC - ブラウザ認証を使用する。
FORM - ユーザが作成した HTML フォームを使用する。
CLIENT-CERT

<realm-name> 省略可能 ユーザの資格を認証する場合に参照されるレルムの名前。 省略
した場合、 Administration Console の [Web ApplicationWeb ア
プ リケーシ ョ ン｜ Configuration コンフ ィグレーシ ョ ン｜
Other その他 ] タブにある  [Auth Realm Name認証レルム名 ] 
フ ィールドで定義されたレルムがデフォル トで使用される。 詳
細については、 『WebLogic Security の管理』 を参照。

注意 : <realm-name> 要素は WebLogic Server 内のセキュ リ
テ ィ  レルムを参照しません。 この要素では HTTP ベー
シッ ク認証で使用するレルム名を定義します。

注意 : システム  セキュ リ ティ  レルムは、 サーバで何らかの
操作が実行される と きにチェ ッ ク されるセキュ リ テ ィ
情報の集合です。 サーブレ ッ ト  セキュ リ ティ  レルム
は、 ページがアクセスされてベーシッ ク認証が使用さ

れる と きにチェ ッ ク される、 セキュ リ テ ィ情報の別の
集合です。
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form-login-config

これは、 A-23 ページの 「login-config」 内の要素です。

<auth-method> を  FORM にコンフ ィグレーシ ョ ンする場合に、
<form-login-config> 要素を使用します。

.

<form-login-
config>

省略可能 <auth-method> を  FORM にコンフ ィグレーシ ョ ンする場合
に、 この要素を使用する。 A-24 ページの 「form-login-config」
を参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<form-login-page> 必須 ユーザを認証する場合に使用される、 ドキュ メ ン ト  ルート を
基準にした Web リ ソースの相対的な URI。 これは、 HTML 
ページ、 JSP、 または HTTP サーブレッ トのいずれかにな り、
特定の命名規約に従 う フォームを表示する  HTML ページを返
す。 詳細については、 5-2 ページの 「Web アプ リケーシ ョ ン用
の認証の設定」 を参照。

<form-error-page> 必須  失敗した認証ログインに応答してユーザに送信される、 ド
キュ メ ン ト  ルート を基準にした Web リ ソースの相対的な 
URI。
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security-role

次の表では、 security-role 要素内で定義できる要素について説明します。

env-entry

省略可能な env-entry 要素では、 アプ リ ケーシ ョ ンの環境エン ト リ を宣言しま
す。 環境エン ト リ ご とに別個の要素を使用します。

次の表では、 env-entry 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 セキュ リテ ィ  ロールの説明文。

<role-name> 必須 ロール名。 こ こで使用する名前は、 WebLogic 固有のデプロイ
メ ン ト記述子 weblogic.xml で対応するエン ト リが必要にな
る。 weblogic.xml によって、 ロールはセキュ リテ ィ  レルムに
あるプ リ ンシパルにマップされる。 詳細については、 B-2 ペー
ジの 「security-role-assignment」 を参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 説明文。

<env-entry-name> 必須 環境エン ト リの名前。

<env-entry-value> 必須 環境エン ト リの値。
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ejb-ref

省略可能な ejb-ref 要素では、 EJB リ ソースへの参照を定義します。 この参照
は、 WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子ファ イル weblogic.xml でマッピン
グを定義する こ とによ り、 デプロイ メ ン ト時に EJB の実際の位置にマップされ
ます。 各参照 EJB 名の定義には別々の  <ejb-ref> 要素を使用します。

次の表では、 ejb-ref 要素内で定義できる要素について説明します。

<env-entry-type> 必須 環境エン ト リの型。 

次の Java ク ラスのタ イプからいずれか 1 つを選択できる。 
java.lang.Boolean 

java.lang.String

java.lang.Integer 

java.lang.Double

java.lang.Float

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 参照の説明文。

<ejb-ref-name> 必須 Web アプ リケーシ ョ ンで使用される  EJB の名前。 この名前は、
WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子 weblogic.xml で 
JNDI ツ リーにマップされる。 詳細については、 B-4 ページの
「ejb-reference-description」 を参照。

<ejb-ref-type> 必須 参照 EJB の期待される  Java ク ラ スのタ イプ。

<home> 必須 EJB ホーム  インタフェースの完全修飾クラス名。

<remote> 必須 EJB リモート  インタフェースの完全修飾ク ラス名。
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ejb-local-ref 要素は、 エンタープラ イズ Bean のローカル ホームへの参照の
宣言に使用されます。 この宣言は以下のもので構成されます。

� 省略可能な説明

� エンタープラ イズ Bean を参照する  Web アプ リ ケーシ ョ ンのコードで使用さ
れる  EJB 参照名

� 参照されるエンタープラ イズ  Bean の予期されるタイプ

� 参照されるエンタープラ イズ  Bean の予期されるローカル ホーム インタ
フェース と ローカル インタフェース

� 参照されるエンタープラ イズ  Bean の指定に使用する  ejb-link 情報 (省略可能
)。

次の表では、 ejb-local-ref 要素内で定義できる要素について説明します。

<ejb-link> 省略可能 含まれている  J2EE アプ リケーシ ョ ン  パッケージでの EJB の 
<ejb-name>。

<run-as> 省略可能 参照される  EJB にセキュ リテ ィ  コンテキス トが適用されるセ
キュ リ テ ィ  ロール。 <security-role> 要素で定義されたセ
キュ リ テ ィ  ロールである必要がある。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<description> 省略可能 参照の説明文。
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<ejb-ref-name> 必須 EJB 参照の名前を指定する。 EJB 参照は Web アプ リケーシ ョ
ンの環境内のエン ト リで、 java:comp/env コンテキス トに
対して相対的。 名前は Web アプ リケーシ ョ ン内でユニークで
なければならない。 名前の前に ejb/ を付ける こ と を推奨。

次に例を示す。

<ejb-ref-name>ejb/Payroll</ejb-ref-name>

<ejb-ref-type> 必須 ejb-ref-type 要素には、 参照されるエンタープライズ Bean 
の予期されるタ イプが含まれる。 ejb-ref-type 要素は以下
のいずれかでなければならない。

<ejb-ref-type>Entity</ejb-ref-type>

<ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type>

<local-home> 必須 エンタープライズ Bean のローカル ホーム インタフェースの完
全修飾名。

<local> 必須 エンタープライズ Bean のローカル インタフェースの完全修飾
名。

要素 必須 /
省略可能

説明
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<ejb-link> 省略可能 ejb-link 要素は、 EJB 参照がエンタープライズ  Bean にリ ンク  
される

こ と を示すために、 ejb-ref 要素または ejb-local-ref 要素内で

使用される。

ejb-link 要素内の名前は、 参照される

エンタープライズ Bean が入っている  ejb-jar を示すパス名

で構成される。 対象の Bean の ejb-name が付加され、

パス名とは 「#」 で区切られる。 パス名は、 エンタープライズ  
Bean を

参照する  Web アプ リケーシ ョ ンが含まれる  war ファ イルへの
相対パス。

これによ り、 同じ  ejb-name を持つ複数のエンタープライズ  
Bean が

ユニークに識別される。

使用される場所 :ejb-local-ref、 ejb-ref

例 :

<ejb-link>EmployeeRecord</ejb-link>

<ejb-link>../products/product.jar#ProductEJB</ejb-link>

要素 必須 /
省略可能

説明
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B weblogic.xml デプロイメン ト記

述子の要素

この章では、 weblogic.xml ファ イルで定義するルート要素 
<weblogic-web-app> の下にあるデプロイメント記述子の要素について説明します。

� B-15 ページの 「auth-filter」

� B-16 ページの 「charset-params」

� B-15 ページの 「container-descriptor」

� B-21 ページの 「context-root」

� B-2 ページの 「description」

� B-22 ページの 「destroy-as」

� B-22 ページの 「init-as」

� B-11 ページの 「jsp-descriptor」

� B-19 ページの 「preprocessor」

� B-20 ページの 「preprocessor-mapping」

� B-3 ページの 「reference-descriptor」

� B-20 ページの 「security-permission」

� B-2 ページの 「security-role-assignment」

� B-4 ページの 「session-descriptor」

� B-19 ページの 「url-match-map」

� B-18 ページの 「virtual-directory-mapping」

� B-2 ページの 「weblogic-version」

weblogic.xml ファイルの DOCTYPE ヘッダは、次のとおりです。
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<!DOCTYPE weblogic-web-app PUBLIC
  "-//BEA Systems, Inc.//DTD Web Application 7.0//EN"
  "http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-web-jar.dtd">

http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-web-jar.dtd で weblogic.xml 
の文書型記述子 (DTD) を参照するこ と もできます。

description

description 要素は、 Web アプリ ケーシ ョ ンの説明文です。 

weblogic-version

weblogic-version 要素は、 この Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする  
WebLogic Server のバージ ョ ンを示します。 この要素は参照用で、 現在 
WebLogic Server では使用されていません。

security-role-assignment

security-role-assignment 要素は、 次の例で示すよ うに、 レルム内のセキュ
リ テ ィ  ロールと  1 つまたは複数のプ リ ンシパルの間のマッピングを宣言します。

<security-role-assignment>
<role-name>PayrollAdmin</role-name>
<principal-name>Tanya</principal-name>
<principal-name>Fred</principal-name>
<principal-name>system</principal-name>

</security-role-assignment>
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次の表では、 security-role-assignment 要素内で定義できる要素について説
明します。

reference-descriptor

reference-descriptor 要素は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンで使用される名前を
サーバ リ ソースの JNDI 名にマップします。 reference-description 要素には
次の 2 つの要素が含まれています。 resource-description 要素は DataSource 
などの リ ソースをその JNDI 名にマップします。 ejb-reference 要素は EJB を
その JNDI 名にマップします。

resource-description

次の表では、 resource-description 要素内で定義できる要素について説明し
ます。

要素 必須

省略可能

説明

<role-name> 必須 セキュ リテ ィ  ロール名を指定する。

<principal-name> 必須 セキュ リテ ィ  レルムで定義されるプ リ ンシパルの名前を指定
する。 複数の <principal-name> 要素を使用してプリ ンシパ
ルをロールにマップできる。 セキュ リ テ ィ  レルムの詳細につ
いては、 『WebLogic Security の管理』 を参照。

要素 必須 /
省略可能

説明

<res-ref-name> 必須 リ ソース参照名を指定する。

<jndi-name> 必須 リ ソースの JNDI 名を指定する。
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ejb-reference-description

次の表では、 ejb-reference-description 要素内で定義できる要素について説
明します。

session-descriptor

session-descriptor 要素には、 次の例で示すよ うに HTTP セッシ ョ ンのパラ
メータを定義する  session-param が含まれています。

<session-descriptor>
<session-param>

<param-name>
CookieDomain

</param-name>
<param-value>
myCookieDomain

</param-value>
</session-param>

</session-descriptor>

要素 必須 /
省略可能

説明

<ejb-ref-name> 必須 Web アプ リケーシ ョ ンで使用する  EJB 参照の名前を指定する。

<jndi-name> 必須 参照の JNDI 名を指定する。
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次の表では、 session-param 要素内で定義できるセッシ ョ ン  パラ メータの名前
と値について説明します。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値

CookieDomain Null ク ッキーが有効になる ド メ インを指定する。

たとえば、 CookieDomain を 
.mydomain.com に設定する と、
*.mydomain.com ド メ イン内のサーバに
ク ッキーが返される。

ド メ イン名には少な く と も  2 つのコンポーネ
ン トが必要である。 名前を *.com または 
*.net に設定する と無効になる。 

このパラ メータを設定しない場合、 デフォル

トは、 ク ッキーを発行したサーバのド メ イ

ン。

詳細については、 Sun Microsystems のサーブ
レッ ト仕様にある  Cookie.setDomain() を
参照。

CookieComment Weblogic 
Server Session 
Tracking 
Cookie

ク ッキー フ ァ イル内のセッシ ョ ンを ト ラ ッ
キングする ク ッキーを識別するコ メ ン ト を指

定する。

このパラ メータを設定しない場合、 デフォル

トは WebLogic Session Tracking 
Cookie。 アプ リケーシ ョ ンに対して、 よ り

詳細な名前を指定できる。
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CookieMaxAgeSecs -1 セッション クッキーの有効期間を秒単位で
設定する。時間が経過すると、クッキーはク

ライアントで期限切れになる。

値が 0 の場合、クッキーはすぐに期限切れに
なる。 

最大値は Integer.MAX_VALUE で、クッ
キーは永久に期限切れにならない。 

-1 に設定した場合、 ク ッキーはユーザがブ
ラウザを終了する と期限切れになる。

クッキーの詳細については、4-1 ページの
「Web アプリ ケーシ ョ ンにおけるセッシ ョ ン
とセッシ ョ ン永続性の使用」 を参照。

CookieName JSESSIONID セッシ ョ ン ク ッキー名を定義する。 設定し
ない場合、 デフォル トは JSESSIONID。 アプ
リ ケーシ ョ ンに対して、 よ り詳細な名前を指

定できる。 ProxyByExtension を使用している
場合は、 ;jsessionid 識別子または 
?jsessionid 識別子を使用して、 書き換え
た URL を渡すこ とができる。

CookiePath Null ブラウザによるクッキーの送信先のパス名を

指定する。

このパラメータを設定しない場合、デフォル

トは / (スラッシュ )。デフォルト値では、
ブラウザは、WebLogic Server で指定されて
いるすべての URL にクッキーを送信する。
マップ対象を絞り込んだパスを設定し、リク

エスト URL を、ブラウザがクッキーを送信
するものに限定できる。 

CookiesEnabled true セッション クッキーの使用はデフォルトで
有効になっているが (推奨 )、このプロパ
ティを false に設定して無効にすることも
可能。テストするためにこのオプションをオ

フにする場合もある。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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CookieSecure false このパラメータを設定すると、クライアント

のブラウザは HTTPS 接続を介してのみクッ
キーを返送する。これにより、クッキー ID 
の安全を確保し、HTTPS だけを使用する 
Web サイトでのみ使用することが保証され
る。この機能を有効にすると、HTTP を介し
たセッション クッキーは機能しなくなり、
クライアントが HTTPS 以外のサイトに誘導
された場合でもセッションは送信されない。

EncodeSessionIdInQueryParams false デフォルトでは、
HTTPServletResponse.encodeURL(URL) 
メソッドを使用して HTTP 応答の URL をエ
ンコードすると、URL の ; 文字の後にパス 
パラメータとしてセッション識別子が追加さ

れる。  この動作は、WebLogic Server のバー
ジョン 6.1 で実装されたサーブレット 2.3 
J2EE 仕様で定義されている。

ただし、WebLogic Server のバージョン 6.0 
以前のデフォルトでは、URL の ? 文字の後
にクエリ パラメータとしてセッション識別
子が追加されていた。  この古い動作を有効に
するには、このセッション パラメータを 
true に設定する。

注意 : このパラメータは通常、サーブレッ

ト 2.3 仕様に完全には準拠していな
い Web サーバと WebLogic Server が
対話する場合に使用する。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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InvalidationIntervalSecs 60 WebLogic Server が、タイムアウトした無効
なセッションに対してハウスクリーニング 
チェックを実行してから古いセッションを削

除してメモリを解放するまでの待ち時間を秒

単位で設定する。このパラメータを使用する

と、トラフィックの多いサイトで WebLogic 
Server の動作を最適化できる。 

最小値は毎秒 (1)。 最大値は、週に 1 回 
(604800 秒 )。 このパラメータを設定しない場
合、デフォルトは 60 秒。

PersistentStoreDir session_db PersistentStoreType を file に設定した
場合、ディレクトリ パスは、WebLogic 
Server がセッションを保存する場所に設定さ
れる。ディレクトリ パスには、temp ディレ
クトリの相対パスか絶対パスのどちらかを使

用。temp ディレクトリは、Web アプリケー
ションの WEB-INF ディレクトリ下に生成さ
れたディレクトリか、コンテキスト パラ
メータ javax.servlet.context.tmpdir 
で指定されたディレクトリ。 

各セッシ ョ ンのサイズに有効なセッシ ョ ン数

をかけたサイズを保存できるだけのディス ク  
スペースを確保する必要がある。

PersistentStoreDir に作成されたファ イ
ルを見る と、 セッシ ョ ンのサイズが分かる。

各セッシ ョ ンのサイズは、 シ リ アラ イズされ

たセッシ ョ ン  データの変更のサイズによっ
て異なる。

このディレクトリを複数サーバ間での共有

ディレクトリにすると、ファイル永続セッ

ションをクラスタ対応にできる。 

このディレクトリは手動で作成する必要があ

る。

PersistentStorePool なし 永続ストレージに使用される JDBC 接続プー
ルの名前を指定する。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
B-8 Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルとコンフ ィグレーシ ョ ン



session-descriptor
PersistentStoreTable wl_servlet_
sessions

PersistentStoreType が jdbc に設定されている
ときだけ適用する。デフォルト以外のデータ

ベース テーブル名を選択した場合に使用さ
れる。

PersistentStoreType memory 永続ストレージの方法を次のいずれかに設定

する。

� memory - 永続セッション ストレージを
無効にする。

� file - ファイル ベースの永続性を使用す
る (上記の「PersistenceStoreDir」

を参照 )。

� jdbc - データベースを使用して永続セッ
ションを格納する (上記の
「PersistentStorePool」を参照 )。

� replicated - memory と同じだが、セッ
ション データはクラスタ化されたサーバ
間でレプリケートされる。

� cookie - すべてのセッション データは
ユーザのブラウザ内のクッキーに格納さ

れる。

� replicated_if_clustered—Web ア
プリケーションがクラスタ化されたサー

バにデプロイされている場合は、実際の 
PersistentStoreType がレプリケー
トされる。 それ以外の場合は、memory が
デフォルトとなる。

PersistentStoreCookieName WLCOOKIE クッキーベースの永続性に使用するクッキー

の名前を設定する。 詳細については、4-10 
ページの 「ク ッキーベースのセッシ ョ ン永続

性の使用」 を参照。

IDLength 52 セッション ID のサイズを設定する。

最小値は 8 バイト、最大値は 
Integer.MAX_VALUE で指定した値。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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TimeoutSecs 3600 WebLogic Server がセッションをタイムアウ
トするまでの待ち時間を秒単位で設定する (
秒数 )。

最小値は 1、デフォルト値は 3600、最大値は 
MAX_VALUE で指定した整数値。

トラフィックの多いサイトでは、セッション

のタイムアウトを調整すると、アプリケー

ションの動作を最適化できる。ブラウザ ク
ライアントでいつでもセッションを終了でき

るようにする必要がある場合でも、ユーザが

サイトを離れるか、ユーザのセッションがタ

イムアウトになれば、サーバに接続する必要

はなくなる。

このパラメータは、web.xml の 
session-timeout 要素 (分単位で定義 ) に
よってオーバライドされる可能性がある。 詳
細については、A-13 ページの
「session-config」 を参照。

JDBConnectionTimeoutSecs 120 WebLogic Server が JDBC 接続をタイムアウ
トするまでの待ち時間を秒単位で設定する (
秒数 )。

URLRewritingEnabled true URL 書き換えを有効にする。これによって、
セッション ID が URL にエンコーディングさ
れ、クッキーがブラウザで無効の場合にセッ

ション トラッキングが実行される。

ConsoleMainAttribute WebLogic Server Administration Console の
セッション モニタを有効にした場合、この
パラメータを、モニタリングされた各セッ

ションを認識するためのセッション パラ
メータの名前に設定する。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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jsp-descriptor

jsp-descriptor 要素は、 JSP のパラ メータ名と値を定義します。 パラ メータは
名前と値の組み合わせで定義します。 次の例では、 complieCommand パラ メータ
のコンフ ィグレーシ ョ ン方法を示します。 この例のパターンを使って、すべての 
JSP コンフ ィグレーシ ョ ンを入力して ください。

<jsp-descriptor>

<jsp-param>

<param-name>

 compileCommand

</param-name> 

<param-value>

 sj

</param-value>

</jsp-param>

</jsp-descriptor>

JSP パラメータの名前と値

次の表では、 <jsp-param> 要素内で定義できるパラ メータの名前と値について
説明します。

TrackingEnabled true リクエスト間のセッションを次のいずれかの
方法で追跡するよう Web アプリケーション
に指示する。

SessionCookie

URLEncoding

false に設定すると、セッションは追跡され
ず、応答に伴うクッキーは無視され、URL 
はエンコードされない。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値

compileCommand javac、または 
WebLogic 
Server 
Administration 
Console の
[コンフィグ
レーション｜
チューニング ] 
タブでサーバ
用に定義した 
Java コンパイ
ラ

生成された JSP サーブレッ トのコンパイルに使用する標

準 Java コンパイ ラの絶対パスを指定する。 たとえば、 標

準 Java コンパイ ラを使用するには、 以下のよ うにシステ

ム内の場所を指定する。 
<param-value>
/jdk130/bin/javac.exe

</param-value>

パフォーマンスを向上させるために、 IBM Jikes や 
Symantec sj などの別のコンパイラを指定する。

compileFlags なし 1 つまたは複数のコマン ド ラ イン  フラグをコンパイ ラに渡

す。 複数のフラグはスペースで区切り、 引用符で囲む。 次
に例を示す。

<jsp-param>
<param-name>compileFlags</param-name>
<param-value>"-g -v"</param-value>

</jsp-param>

compilerclass なし WebLogic Server の仮想マシンで実行される  Java コンパイ

ラの名前。 (javac または sj のよ うな実行可能コンパイ

ラの代わりに使用する )。 このパラ メータが設定されてい

る場合、 compileCommand パラ メータは無視される。

debug なし true に設定する と、 デバッグの助けになるよ うに JSP 行番
号が生成されたク ラス  ファ イルに追加される。

encoding ユーザのプ
ラットフォー
ムのデフォル
ト エンコー
ディング

JSP ページで使用されるデフォルトの文字セッ ト を指定す

る。 標準 Java 文字セッ ト名を使用する。

このパラ メータを設定しない場合、 デフォル トはユーザ

のプラ ッ ト フォームのエンコーディング。

JSP コードに含まれる JSP ページ ディレクティブはこの設
定をオーバライドする。 次に例を示す。
<%@ page contentType="text/html; 
charset=custom-encoding”%>
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jsp-descriptor
compilerSupports
Encoding

true true に設定する と、JSP コンパイラは、JSP ページの page 
ディレクテ ィブに含まれる  contentType 属性で指定され

たエンコーディングを使用する。 contentType が指定さ

れていない場合は、 jsp-descriptor の encoding パラ メー

タで定義されたエンコーディングを使用する。

false に設定する と、 JSP コンパイ ラは、中間の .java ファ

イルを作成する と きに JVM 用のデフォル ト  エンコーディ

ングを使用する。

exactMapping true true の場合、 JSP の最初の要求時に、 新し く作成される  
JspStub が正確な要求にマップされる。 exactMapping が 
false に設定されている場合、 Web アプ リケーシ ョ ン  コン
テナは JSP 用に正確ではない url マッピングを生成する。

exactMapping は JSP ページのパス情報を提供する。 

keepgenerated false JSP コンパイル プロセスの間に生成される  Java ファ イル

を保存する。 このパラ メータを  true に設定しない限り、

生成された Java ファ イルはコンパイル後に削除される。

noTryBlocks false JSP ファ イルに、 多数のまたは深くネス ト したカスタム  
JSP タグが含まれていて、 コンパイル時に 
java.lang.VerifyError 例外が発生する場合、 このフ

ラグを使って JSP を正し く コンパイルするできる よ うに

する。

packagePrefix jsp_servlet すべての JSP ページがコンパイルされるパッケージを指

定する。 

pageCheckSeconds 1 JSP ファ イルが変更されたために再コンパイルする必要が

あるかど うかをチェ ッ クする間隔を秒単位で設定する。

変更されている場合は、 依存関係もチェ ッ ク され、 再帰

的に再ロード される。 

0 に設定した場合は、 リ クエス ト されたと きにページが

チェ ッ ク される。 -1 に設定した場合、 チェ ッ クおよび再

コンパイルは無効。 

precompile false true に設定する と、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ  ( 再
デプロイ ) 時または WebLogic Server の起動時に、 修正さ

れたすべての JSP が自動的にプ リ コンパイルされる。 

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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verbose true true に設定する と、 デバッグ情報がブラウザ、 コマンド  
プロンプ ト 、 および WebLogic Server ログ ファ イルに出

力される。

workingDir 内部的に生成
されるディレ
クトリ

WebLogic Server が、 JSP 用に生成された Java と  コンパイ

ル済みのク ラ ス  フ ァ イルを保存するディレク ト リの名前。 

compiler javac WebLogic Server のこのインスタンスで使用する  JSP コン
パイ ラを設定する。

superclass weblogic.servlet
.jsp.JspBase

JSP のデフォルト  スーパーク ラスをオーバーラ イ ドする

手段を提供する。 JSP は、 この基本ク ラ スから拡張した

サーブレッ ト  ク ラ ス と してコンパイルされる。  

printNulls true true に設定する と、 文字列 「null」 が出力される。  
printNulls を  false に設定する と、 「null」 ではな く空の文

字列が出力される。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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auth-filter

auth-filter 要素は、 認証フ ィルタ  HttpServlet ク ラスを指定します。

container-descriptor

<container-descriptor> 要素は、 Web アプリ ケーシ ョ ン用の汎用パラ メータ
を定義します。

check-auth-on-forward

<check-auth-on-forward/> 要素は、 サーブレッ ト または JSP から転送された
リ クエス ト の認証を必要とする と きに追加します。 再認証を必要と しない場合、

このタグは省略します。 次に例を示します。

<container-descriptor>
<check-auth-on-forward/>

</container-descriptor>

デフォル トの動作は、 サーブレッ ト仕様 2.3 のリ リースで変更されたこ とに注意
して ください。 サーブレッ ト  2.3 仕様では、 転送された リ クエス ト の認証は要求
されないこ とが規定されています。

redirect-content-type

redirect-content-type 要素を設定する と、 サーブレ ッ ト  コンテナは指定さ
れたタイプを内部リダイレク ト用の応答 ( ウエルカム ファ イルなど ) に設定しま
す。
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redirect-content

redirect-content 要素を設定する と、 サーブレッ ト  コンテナは、 リダイレク
ト で使用される、 ユーザが読めるデータの値と して指定された内容を使用しま

す。

redirect-with-absolute-url

<redirect-with-absolute-url> 要素は、
javax.servlet.http.HttpServletResponse.SendRedirect() メ ソ ッ ドでの
リ ダイレ ク ト に相対 URL と絶対 URL のどちらを使用するかを制御します。 プロ
キシ HTTP サーバを使用しており、 URL を非相対リ ンクに変換した くない場合
は、 この要素を false に設定します。

デフォル トの動作では、 URL が非相対リ ンクに変換されます。

charset-params

<charset-params> 要素は、 Unicode 以外の処理でコードセッ ト動作を定義する
ために使います。

input-charset

<input-charset> 要素を使って、 GET データ と  POST データの読み取りにどの文
字セッ ト を使用するのかを定義します。 次に例を示します。

<input-charset>
<resource-path>/foo</resource-path>
<java-charset-name>SJIS</java-charset-name>

</input-charset>

詳細については、 3-20 ページの 「HTTP リ クエス トのエンコーディングの識別」
を参照して ください。
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次の表では、 <input-charset> 要素内で定義できる要素について説明します。

charset-mapping

<charset-mapping> 要素を使って、 IANA 文字セッ ト名を Java 文字セッ ト名に
マップします。 次に例を示します。

<charset-mapping>
<iana-charset-name>Shift-JIS</iana-charset-name>
<java-charset-name>SJIS</java-charset-name>

</charset-mapping>

詳細については、 3-21 ページの 「IANA 文字セッ ト の Java 文字セッ トへのマッ
ピング」 を参照して ください。

次の表では、 <charset-mapping> 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<resource-path> 必須 リ クエス トの URL に含まれている場合、

<java-charset-name> で指定されている  Java 文字セッ

ト を使用するよ うに WebLogic Server に知らせるパス。

<java-charset-name> 必須 使用する  Java 文字セッ ト を指定する。

要素 必須 /
省略可能

説明

<iana-charset-name> 必須 <java-charset-name> 要素で指定された Java 文字セッ

トにマップされる  IANA 文字セッ ト名を指定する。

<java-charset-name> 必須 使用する  Java 文字セッ ト を指定する。
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virtual-directory-mapping

virtual-directory-mapping 要素は、特定の種類の要求 (画像要求など ) 用に、
Web アプ リ ケーシ ョ ンのデフォル ト  ドキュ メ ン ト  ルート以外のドキュ メ ン ト  
ルート を指定するために使用します。 Web アプ リ ケーシ ョ ン セッ ト用のすべて
の画像は単一の場所に格納するこ とができ、 それらを使用する各 Web アプリ
ケーシ ョ ンのドキュ メ ン ト  ルートにコピーする必要があ り ません。 要求を受信
した場合、 仮想ディ レク ト リが指定されていれば、 サーブレッ ト  コンテナは要
求された リ ソースをまず仮想ディ レ ク ト リで検索し、 次に Web アプリ ケーシ ョ
ンのデフォル ト  ドキュ メ ン ト  ルートで検索します。 これによ り、 同じ ドキュ メ
ン トが両方の場所に存在する場合の優先順位が決ま り ます。

例 :

<virtual-directory-mapping>

<local-path>c:/usr/gifs</local-path>

<url-pattern>/images/*</url-pattern>

<url-pattern>*.jpg</url-pattern>

</virtual-directory-mapping>

<virtual-directory-mapping>

<local-path>c:/usr/common_jsps.jar</local-path>

<url-pattern>*.jsp</url-pattern>

</virtual-directory-mapping>

次の表では、 virtual-directory-mapping 要素内で定義できる要素について説
明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<local-path> 必須 ディ ス ク上の物理位置を指定する。

<url-pattern> 必須 マッピングの URL パターンを含む。 サーブレ ッ ト  API 仕様の

セクシ ョ ン  11.2 で指定されているルールに準拠している必要

がある。
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url-match-map

この要素は、 URL パターン マッチング用のク ラスを指定するために使用します。
WebLogic Server のデフォル ト  URL マッチ マッピング  ク ラスは J2EE 仕様に基づ
く  weblogic.servlet.utils.URLMatchMap です。 また、 WebLogic Server に
は SimpleApacheURLMatchMap も実装されています。 これは、
url-match-map 要素を使用してプラグインできます。

SimpleApacheURLMatchMap のルールを示します。

*.jws を  JWSServlet にマップする場合

http://foo.com/bar.jws/baz は、pathInfo = baz に従って JWSServlet に
解決されます。

次の例に示すよ うに、 使用する  URLMatchMap を  weblogic.xml でコンフ ィグ
レーシ ョ ンします。

 <url-match-map>

   weblogic.servlet.utils.SimpleApacheURLMatchMap

</url-match-map>

preprocessor

preprocessor 要素は、 プ リプロセッサの宣言的なデータを指定します。

次の表では、 preprocessor 要素内で定義できる要素について説明します。

要素 必須 /
省略可能

説明

<preprocessor-name> 必須 プ リプロセッサの標準名を含む。
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preprocessor-mapping

preprocessor-mapping 要素は、 プ リプロセッサと  URL パターンの間のマッ
ピングを定義します。

次の表では、 preprocessor-mapping 要素内で定義できる要素について説明し
ます。

security-permission

security-permission 要素は、 セキュ リ テ ィ  ポ リ シー ファ イル構文に基づい
て単一のセキュ リ テ ィ  パーミ ッシ ョ ンを指定します。 Sun のセキュ リ テ ィ  パー
ミ ッシ ョ ン仕様の実装については、 次の URL を参照して ください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/security/PolicyFiles.html#FileSyntax

オプシ ョ ンの codebase および signedBy 句は無視して ください。

次に例を示します。

<preprocessor-class> 必須 プ リプロセッサの完全修飾クラス名を含む。

要素 必須 /
省略可能

説明

要素 必須 /
省略可能

説明

<preprocessor-name> 必須

<url-pattern> 必須
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context-root
<security-permission-spec>

grant { permission java.net.SocketPermission "*", "resolve" };

</security-permission-spec>

各値の説明は次のとおりです。 

permission java.net.SocketPermission はパーミ ッシ ョ ン ク ラス名

"*" は対象名を示す 

resolve はアクシ ョ ンを示す

context-root

context-root 要素は、 このスタンドアロン  Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキ
ス ト  ルート を定義します。 Web アプ リ ケーシ ョ ンがスタンドアロンではな く  
EAR の一部である場合、 EAR の application.xml ファ イルにコンテキス ト  
ルート を指定します。 application.xml の context-root 設定は、
weblogic.xml の context-root 設定に優先します。

この weblogic.xml 要素は、 2 フェーズ デプロイ メ ン ト  モデルを使用するデプ
ロイ メ ン ト に対してのみ有効に機能します。 『WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ
ンの開発』 の 「2 フェーズ デプロイ メ ン ト  」 を参照して ください。

Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス ト  ルートの優先順位は次のとおりです。

1. application.xml のコンテキス ト  ルート をチェ ッ ク し、 見つかった場合は 
Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス ト  ルート と して使用します。 

2. コンテキス ト  ルートが application.xml で設定されておらず、 Web アプ
リ ケーシ ョ ンが EAR の一部と してデプロイ される場合、 コンテキス ト  ルー
トが weblogic.xml に定義されているかど うかをチェ ッ ク します。 見つかっ
た場合は、 Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス ト  ルート と して使用します。
Web アプリ ケーシ ョ ンがスタンドアロンと してデプロイ される場合、
application.xml は使用されず、 コンテキス ト  ルートのチェ ッ クは 
weblogic.xml で開始されます。 このファ イルに定義されていない場合、 デ
フォル トによって URI が使用されます。
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3. コンテキス ト  ルートが weblogic.xml と  application.xml のどちらにも
定義されていない場合、 コンテキス ト  パスは URI から推定され、 URI に定
義されている値から  WAR サフ ィ ッ クスを取り除いた名前が付けられます。
たとえば、 URI が MyWebApp.war の場合は、 MyWebApp とい う名前が付けら
れます。

4. 後続の Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス ト  ルート名がすでに使用されて
いるコンテキス ト  ルート名と重複する場合、 重複する名前に数字が付加され
ます。 たとえば、 MyWebApp がすでに使用されている場合、 別の Web アプリ
ケーシ ョ ンのコンテキス ト  ルート名は MyWebApp ではな く  MyWebApp-1 と
な り、 以後必要な場合は MyWebApp-2 とい う よ うにな り ます。 

init-as

この要素は、 サーブレッ トの init メ ソ ッ ドの <run-as> に相当します。 

<init-as> 要素の場合、 有効なプ リ ンシパル名を指定する必要があ り ます。 プリ

ンシパル名と してグループやロール名を指定するこ とはできません。

次に例を示します。

  <init-as>

    <servlet-name>FooServlet</servlet-name>

    <principal-name>joe</principal-name>

  </init-as>

destroy-as

この要素は、 サーブレッ トの destroy メ ソ ッ ドの <run-as> に相当します。 

<destroy-as> 要素の場合、 有効なプリ ンシパル名を指定する必要があ り ます。 

プ リ ンシパル名と してグループやロール名を指定するこ とはできません。

次に例を示します。
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destroy-as
  <destroy-as>

    <servlet-name>BarServlet</servlet-name>

    <principal-name>bob</principal-name>

  </destroy-as>
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